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人が、暮らしが息づく理想、の 都 市

を・一。きんでんの変わらぬ原動力と

なるこの想いを、かの天才ダ・ピンチ

は40代後半に抱き、手稿に遺したと

記録されます。きんでんもまた、これま

で圏内外の数多くのフ。ロジェクトに

この熱い想いを託してきました。そし

て今、創業半世紀。これカ、らの時代

を動かす無限の領域「情報」への

挑戦を主軸とし、エネルギー・環境

分野へも、より創造的な総合設備エ

ンジニアリングを推進してまいります。

本 庖/ 干531 大阪市北区本庄東2丁目 3番 41号 T E L.  06 (375)  6000 

東京本社/ 干 141 東京都品川区東五反田5丁目 25番 12号 T E L.03 (3447)  3151 

株式会社きんでん



社団法人 日本 建 築 協 会

青年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」平成6 年 12月号の

「第41回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年 「青 年 技 幌Z特集号」

を企画し、すで‘に40回にわたって優秀な青年技術者を紹介し

てきました。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者右翼考

いたします玖昨今の建築に携わる技術者の多様化を考慮し、

設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工およびその他

広く、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者を募 っ

て、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な どを、

「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしております。

41回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれてし喝青年技術者のみなさまのこ応募を

お待ちしております。

応募提出規定

1 . 応募される人は満35歳まて" の青年技術者て府あって、本会

会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募す

る。( すいせん用紙は事務局にご請求くださL 、)

すいせ八者は被すいせ八者( 青年技術者) の勤務する旭織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。 また本人力泳早織の代表者である場合は自

せんとする。

3 . 応募者は、設計( 住宅・インテリアを含む) 、計画( 都

市計画など) 、構造、設備、施工、その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、下記の

所要の資料を本会に期日までに提出する。

4 . 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて選

考する。

5  r青年技初暗選考委員会」において選考されたものは「第

41回青年技制猪特集号J ( 平成 6年 12月号) に記載するとと

もに、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

・選考資料

区童図

A 資料 lま A 3 半IJ 用紙10枚以内にまとめる。

① 建 築 設 計 の場合

一一鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計要

旨、その他設計内容を説明するに十分な資料

②計画、構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

① 上 記 以 外 の 分 野 の 場 合

一一それぞれの分野にふさわしい資料

直重罰

上記 A 資料の各実績において、応募者本人が関与した程度、

領丸具境影現段芯ムム数弘法必波長霊感 民

部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な説

明、考え方および将来的展望などについて、 400字詰原稿用

紙 5枚以内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ、図 ・表

を用いて差し支えない) 。 ただし応募者 ・本人の彩L筆に限る。

. すいせんのことば

原則として、すいせ八者によるすいせんのことば( 120字程度)

を添付のこと。 白せんの場合は不要。

※ 「青年技付精選考委員会」において選考し、採択されたも

のについては、後日、本人の写真青年技例1渚としてのこと

ば( 青年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々

を、 400字程度て場嘩) の提出をお願いすることにします。

7. 提出期限 平成 6年 9月30日後)

8. 提出先 日本建築協会「青年技初渚選考委員会」

〒530 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階

電 話 06- 348- 0635 FAX. 06- 348- 0634  

1 青年技術者選考委員会 ( 平成 6 年度)

委 員 長 荒 井 清 ( 馴建築事務開務酬ru

委 員 奥 田 一 夫 ( 建設官官庁営繕部営繕計画課特別整備企画室長)

中 川 洋 一 ( 安井建築設計事務戸斤常務取樹生大阪事務所所長)

上 原 正 行 ( 竹中工務后大阪府苫讃十龍量制限)

藤 田 昌 美 ( 企画設計社取締樹

橘 英 三 郎 ( 大阪大学助糊)

徳 田 裕 英 側建鰐務所構造部関

守 屋 豊 仁 ( 新日本割精計画常務耳嚇側

村 本 至 ( 新日本空調樹林部技術企画部長)

三 浦 康 夫 ( 大林組本庖建築工務部長)

* 田 匡 ( 大成建設大阪克吉建築部部長)

建 築と 社 会 ・ 1994. 7



- 趣旨と内容

・官公庁 ・設計事務所 ・建設業をはじ

め、設備 ・営繕など幅玄い介野の有

能な技術者を養成する目的をもっ

て、講習会を開催します。

・とくに取りつきにくい施工計画と仮

設貝瀬、現場実務の基礎である積算

業務に重点をおき講義します。

・また、都市環境の変化に伴う法令 ・

規準の改正なども加え、技術の進歩

に即応した知識の修得をはかります。

.r積算業務」では建築数量 積 知見準に

のっとり、また「仮設見瀬」では S 造

. 地下| 階 ・地上13階建事務所ピル

をとり上ばわかりやすく解説しま1九

・申込要領

下記受講申込書の受講希望科目を線で

囲み( 両科目とも受講される場合は、両

方を線て個んで下さい) 、必要F事項をご

記入の上、会貨を添えて本会事業課ま

でお送り下さい。( 会費は銀行振込 ・郵

便振替でも可。但し、その場合お払込み

いただく前に、必ず受講申込書を郵便

かFAXでお送りください。) 引換えに受

講券をお送りいたします。

・申込締切日

〔施工計画) :  9 月| 日同

〔積算・仮言担劇 :  9 月14日附

※ 但し、定員に達し次第締切ります。

・申込先

ω日本建築協会

〒530 大阪市北区梅田卜 1-3-2100

(大阪駅前第 3 ビル21階)

TEL.  (06)348-0633 FAX.  (06)348-0634 

・受付時間毎日、午前 9 時半~午後

5時 半 但 し 土・日・祝日を除く。

・詳細は、事務局事業課へお問い合わ

せください。

積 算 ・ 仮 設 見 積

- 積 算 業 務 吉 田 豊氏

側竹中工務庖大阪府高見績部貝瀬課長

・仮 設 奥 浦 藤 井 孝 曇 氏

側大林組本l吉建築工務部副部長

完成業務のなかで、基本となるのは数

量積算です。この積算の手順、基準を主

体にコスト都里等を合王里的に行えるよ

うに解説します。

また、仮設工事費は、全体工事費に対し

て大きな比率を占めているにもかかわ

らず、単に床面積当たりとか請負金比

率といった概算で見清されている場合

も多いのカヨ見状です。施工言十画に基づ

いた合理的で迅速な見清方法を解説し

ます。

施 工 計 画

- 施工計画 I 服 部 勝 興 氏

骨骨鴻，也組大阪本后建築技術部部長代理

・施工計画II 佐 貫 久氏

鹿島建謝悌大阪支庖建築部建築工事

管理部次長

施工計画はその良否が、いかに能率よ

く、品質を確保し、安全で、経済的に本

体工事を施工するかの鍵をにぎってい

ます。仮設からイ土上(f.、設備にいたるエ

全般について、適切な施工計画をい

かに立案するか、その要点をわかりや

すく説明します。

A

Q

E

 

羽

白

議

開

会

務

脇

信

反

宰

穴

桂

信

斗

吉

苧

卦

〔

D

T
ム

馴

成

築

皇

布

↑

璃

娃

封

平成 6 年9月21 日休}

午前 9 時~午後 5 時

大阪府建築健保会館・多目的ホール

( 大阪市中央区和泉町会卜 11

T E L  06- 942- 3621)  

170名

ＱＰ ， ＰＰＰ 円Ｈテキスト ｦ ＭＧￇ、消要 ｴｦｾ

を含む)

き

ところ

員

費

と

{疋

4

E

平成 6 年 9月8日同

午前 9時~午後 5 時

大阪府建築健保会館・多目的ホール

( 大阪市中央区和泉町 2- 1- 11

T Eし06- 942- 3621)  

170名

10，000円( テキスト代、消間見

を含仁)

き

ところ

員

費

と

{

疋

ふ

一品

J  

. 会費振込口座番号

・取引銀行

住友銀行高麗橋支庖

Ｈ普通 ｾｯ Ｎ ＸＶＰＰＳＴＩ

三 補E行 田T支庖

(  11 NO.21 0054 )  

大手隠良行北浜支庖

(  11 No.272234)  

・郵便振替

大阪ト39975

リ 線ーーー・ーーーーーーーーーーーーーー ー・・・・・・ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキ リ ト

。受講申込書平成 6 年度建築工事実務講習会

日

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 齢

受講希望科目 車両科目とも受講される場合li 、

両方を線で聞んで下さい.

住 所
施 工 計 画 : 積算 ・仮設見積

事 業 所 名
施 工 計 画 j 積算 ・仮設見積

( または氏名)

担 当 責 任 者
施 工 計 画 t 積算 ・仮設見積

電 話 番 号
施 工 計 画 : 積算 ・仮設見積

会費支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行振込 - 郵便振替 いずれかにO印を付して下さい

2  

月平成 6 年御中

接受講申込占が足りない場合は、複写して下さい.

日本建築協会社団法人



UNEP国際環境技術センター

講演会+ 見学会

人と環境にやさしい

建築とは?

I  
EI払い . .  

日本 建 築協 会

。 &

富 田

日 時 1994年 9 月21 日制

14  :  ＰＰｾＱＷ ・ ＳＰ

講 師 小 林 正 美

/ 京都大学助教授

大 西 晃

/ 昭和設計取締役企画設計部長

会 場 UNEP園開業境技術センター

特別会議室

* 大阪市鶴見区緑地公園2- 110

* 京橋駅より約15分

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 2，000円、一般 3，000円

* 含、飲物、消間見

主 催 (紛日本建築協会

後援側証也球環境センター

(UNEP国際環境筏術センター支媛法人)

申 込 9 月13日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名 ( UNEP)

2) 氏名 3) 会員 ・一般の別

4) 職場名

5) 豹后HB送先

ω連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 9 月14日附に発送

します。

申 込 先 制日本建築協会事業諜

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第 3 ビル21 F  干530

FAX 348- 0634 TEL  348- 0633 

匡豆3 .. ・・ 0 ・・ 0 ・......... 琶豆3 ・ ・・ I  ＢＮＮｾＺｉ ・

通常総会決議報告

定時評議員会決議

報告

『村野藤吾の造形意匠』

割引価格で頒布

平成 6 年 6 月22日開催の通常総会にお

いて、右記議案がそれぞれ原案のとお

り承認されたので、ここに会告します。

平成 6 年 6 月22日開催の定時評議員会

において、右記のとおり承認されたの

で、ここに会告します。

( 1評議員会議長及ひ冨リ議長互選の件

「村野藤吾の造形意匠J (全 3巻) が京

都書院から刊行されました。 日本建築

協会へこ' 注文いただいた方には、割引

価格で発送いたします。

価 格 セ ッ ト 135，000円を120，000円

各巻 45，000円を 40，000円

小林正美に ばやし まさみ)

1948年生まれロ

京都大学工学部土木工学科卒業。同

大学院法築学専攻の修士 ・博士課程

修了。建築学科の助手、続師を経て

91 助教授( 大学院工学研究科環境地球

工学専攻) l : : なり、現在に至る 。

専門 人間環境設計学( 環境行動学をふま

えた五ｾ築設計上及び、都市デザイン

の研究 t 実践。

著者 r仕組まれた意匠 J ( 共著・鹿島出版

会) など

環境と共生して建築すること

ここで関わる環境には、自然環境をは

じめとして、人開業境社会・経涌素境

などがあろう 。 自然環境に優しいとい

うことは、自然のバランスに身を委ね、

その一昔i ) として生きていくこと。これ

は穏やかな自然に恵まれてきた日本で

は、かつてはあたりまえの生活であっ

た。一方、厳しい自然と主情し、それと

の闘いて吐音われてきた西欧文明におい

ては、その自然に優しくすることは、人

間に対しては厳しい開里を要求するこ

とになる。人聞が人間に対して優しい

U N E P国際環境技術セ ンタ ー建築概要

所 在 地 大 阪 市 鶴 見 区 緑 地 公 閲2-110

施 設 内 容 事 務 室 、 糊l騨寝室、研修室

図在室、，'::); )¥11カ冒

建 築 主 大 阪 市 環 境 保 健 局

設計監理! 大阪市都市設備局 . 11百布l設計

施 工 清 水 越 設

敷地而秘 4，763.96m'  

挫築而積 1，609.52m'  

延床而積 2，799.57m'  

構造規模 5 、2F、P 1

工 期 1992年 11月 - 1993年 9 月

* 第40回大阪建築コンクーノレ入賞作品

( lfF成 5 年度事業報告並びに決算報告

承認の件( 本号掲載)

(2)平成 6 年度事業計画並びに収支予算

議長鶴田昭一( 建築工房和泉屋)

副議長三木敏男( 奥村*m

(2)理事補選のイ牛

新任理事北村武司( 熊谷組)

- 第 l 巻「伝統のかたち」ー古典の意匠

と村野藤吾の意匠とを対比しつつ、外

在見内部の造り、装飾・紋様に至るまで

を紹介。

・第 2巻「階段 ・手摺」→皆段・手摺の

造形を素材別に収録。

官

大西 晃( おおにしあきら)

1947年生まれ。

1970 大阪工業大学工学部建築学科卒業。

昭和設計入社。現在、企間設計部長。

作品 パラディッ Y 、京都女性総合センタ

ーな E

ということは、助けを求める人身に直

接手を貸すことのみに終わらず、個々

の人間の自立の力を与えること。人は

それぞれに多機であり、自分とは異な

る他者が在ることを認め、その中で自

分の力で生きて行こうと意志する人々

に、それが可能なように( 物理的な) 環

境を整えること、それが我々の仕事で

あろう 。社会 ・経; 前景境に対する優し

さとは、たとえその行為が結果的には

熱力学の第二法貝1]( エントロビーの増

大) に支配されていようとも、消費と生

産の( リ) サイクルを約束事として了解

し、経済と エネルギーの効率を目指し、

新しい技術澗発によって畑幸晴療問題

の解決があるのだという夢を人々に与

えることである。

主義境と共生して建築するということ

は、部介と全体との問に階層性を設け

ず、異なる考えを同列に配置し、常に自

らが図になることを求めるのではな

く、中 I L..'"性を捨て、正菌性( ファサー ド)

を捨て、他のもののよき風景となるこ

とで、それは建築化されよう 。

( 小林正美)

承認の件( 4 月号会告済)

(3)名誉会長推挙の件

佐野正一前会長を名誉会長に推挙した。

退任理事 臼井真三 ( 熊谷組)

(3)平成 5 年度事業報告並びに決算報告

承認のイ牛( 本号掲載)

- 第 3巻「壁 ・開口昔日」ー壁 ・関口部を

中心に装飾 ・足元廻り ・床 ・塔等のディ

テールを収載。

体裁 84半IJ 上 製 本 各 巻288頁

監修村野、森建築事務所

執筆中村昌生、西和夫、長谷川実他

3  



平 成 5 年 度 事 業 報 告 書 平成 5年 4月 1日一平成 B年 3月 間

1  . 総

(1)第 1 園通常総会

平成 5年 B月23 日 17: 35-18: 00 

出席者佐罰金長ほか29名

認定 ｉ ｾ ① 平成 Ｔ 年度 ｚ 作業報 告 並びに決算報告承認め件

②平成 5年 度 韓 賠ii 亙雌びに収支予算JJ 主認の件

(2)第 2 @] j 通常総会

平成 6年 2月23 日 17: 00-17乏O

出席者佐野会長ほか15名

調 L ①監II} 1名選挙のf牛

告沖古Ilfofi 属訊報員23名選挙のf牛

C版本並びに評議員重任のf牛

④名誉正会員推挙の件

2  . 評 議 員 会

会

A

(1)第 1 固定時評議員会

平成 5年 6 月23日 17: 00- 17念。

出席者鋭岡昭 Ｍ ｬ｜￮ ｬ ｲＮｾ長はか ＲＷ 名

議 事 ①平成 4年 度 聡 蹴 告 承 認 のf牛

②平成 4年度決算報告承認の件

@四 'II'; 補選の件

(2)第 2 固定時評議員会

平成 5年11 月24日 16・40- 17・15

出 席 者 鶴 岡 昭一高嶋設長ほか34名

能 h ①平成 6年度評議員選出華街決定の件

②会費改正に関するf斗

(3)第 3 固定時評議員会

平成 6:年3 月23日 17: 00-17: 40 

出席者 定所持保ぅ匂義長ほか33名

離れ任澱長、高蛾長互選の{ 牛

喧四当主23名選任の件

③平成 6年度耳明朗1函承認の件

④平成 6年度収支予算* 認の件

3  . 理 事

.6、

:z;; 

(1)定伊β里; 事会 9回

(2Y常任理事会 2 回

|  4 . 常 設 委 員 会 等

委員会 小委員会等

(1溺 操委員会 11回 90回

座談会 8回

(2)出版委員会 20回11回

7回

2 回

7@]  

5  . 建築と社会・特集号

(3海事業委員会

(4激育委員会

Ｈ Ｕ ｾ 封オ委員会

31回

12回

41- 1号市民劇場の舞台設備

5 月号 ｾ均 ｅ 一限りある自然 ｴ 建築と の かかわり

6月号都市のスカイライン

7月ー号 l映画の中のインテリア

7 月号 けいはんなプラザ、 ・台衣ホーノレ

8 月号 越築の再生ー構造技術の役相l

8 月 号 大 阪 市 営 鰭

9 月 号 国 附i守パート ナーシップの可相当i

10月号名取止のまちづくり

11月号都市型住宅再考

12月 号 第40回t!?年技術者

12月号 窃 均一人にやさい、 空!日l創造をめざして

1月号 コピー文化の棄却時代

4  

1 月号 広島の新い、街造りとアジア競技大会の会

場巡り

2月1号 :!L:J +Iのインスタレーションと号亮

Ｓ 月号伊勢 ・ 神宮式年遷宮 ｴｾ ｊｪｉ宮界限

|  6  建築と社会・復刻版

創立75周年の記念準業 t して「延諜と社会J (官l刑号か

ω昭和30年まで7 の完全復芸11版を刊行し、第 6回~第

9 回配本( j c 正14年 1月号から昭和 8年 4 月号まで7

を行った。

7  . 出 版

建築技術i墨書く特装版>

「入門 ・主主脚部」

ブロの J ウハウシリーズ

「建築物Jのi肖附法を読みこなすコツ」

「新版・建築基準法を読み こなすコツ」

編集委員会の企画

「建築設計者のための設備知識』

1  8 見 学

けいはんなプラザ・住友ホール

4 月15日 13:00- 16・00 参加者 44名

梅田スカイビル

7月19日 13:30- 16: 00 参加者 64名

憂珠院の書院と茶室

10月9 日 13:00-15: 30 参加者 40名

関西学研都市・国際高等研究所及び地球環境産業技術

研究樹務本部

会

10月15日 13:00- 17・00 参加者 42名

ポルタス堺

10月20日 13: 30-16:30 参加者 44名

大阪市立総合医療センター

12月 3 日 13: 30-16: 30 参加者 54名

大阪府立近つ飛鳥博物館

1月初日 14: 00-16: 30 参加者 96名

WE S Tピル

1月27 日 14・00-16: 00 参加者 42名

和歌山県立・きのくに志学: 館・近代美術館

博物館

1月29 日 10: 30-17・00 参加者 67名

アジア太平洋トレードセンター

3月23日 14: 00-17: 00 参加者 78名

常滑と志摩・早春の伊努湾を巡る見学と懇親の集い

Ｓ 月 ＲＵ 日 ｾ ＲＶ 日 参加者 Ｓ Ｑ 名

|  9  . 講 演 会 ・ 集 い 等

建築を学 ｾ￬ ｾ ことができるか＿

5月21 日 18: 30-20・45 イ トーキクリスタノレホーノレ

講 師 竹 山 聖 氏 参 加 者 133名

照明デザイナーカ潜る「光で生きる建築空間」

6月24日 18・30-20: 45 協会サロン

罰 ｾｭ ｬￎ : 岡幸男氏 参加者 32名

30'5 E Y E  r景観行政の現状とその功罪」

7 月30日 18:30- 21:15 協会サ ロン

講師. 浜田有司氏 参加者 35名

30'5  E Y E  r人と木がつくる美しい家J

9月22日 18: 30-20: 50 協会サロン

講師: 三様文子氏 参加者 30名

都市・建築と緑の融合一特殊緑化空間の最新情報

10月29日 18: 30- 21: 00 協会サロン

講師: 奥1' . t 隆氏 参加者 21名

30'5 E Y E  r建築家と作ったCGJ

11 月29日 18: 30-20: 50 協会サロン

講師. 濠井健氏 参加者 32名

30'5  E Y E駅前の文化について 「駅前彫刻 と造り物」

1月21 日 18: 30-21: 00 tJ 括γサロン

講師 : 木下直之氏 参加者 30名

コンビュータグラフィ ック スの可能性

2月16 日 18: 30-20・40 秘伝子サロン

糊耶 : 遠翻昭彦氏 参加者 52名

30'5  EY E  rOI E H A同コ MOOE同¥l I SMJ

3月31 日 18:30- 21:00 協会サロン

講師: 岸和l郎氏 参加者 37名

|  10 話 題 建 築 を 聞 く

「アプローズタワー」 鎌谷憲彦氏に聞く

5 月26日 18: 30-21: 00 協会サロン

参加者 28名

「ビ ッグステップ」 企画・設計者に聞く

6 月28日 18: 30-21・40 協会サロン

参加者 30名

rRI Cセントラルタワー」 太田隆信氏に聞く

9月初日 18:30- 2ゆ50 協会サロン

参加者 32名

「積水化学工業・京都技術センター」

力服務E男氏に聞く

10月25日 18:30-21:00 th.恰サロン

参加者 25名

「大同生命大阪本社ビル」 与謝野久氏に聞く

11 月24日 18:30- 20:30 t始 サ ロ ン

参加者 28名

「シエラビア東山台」 遼疎剛生氏に聞く

2 月 3 日 18:30-20:45 ｴｨｨ ｾ 会サロン

参加者 52名

「 つ} 海 外 視 察 旅 行

ポスト・ホンコンパンク「香港の最新建築を訪ねる」

ＱＰ 月 Ｗ 日 ｾＱＰ 日 参加者 ＱＵ 名

1  12. 建築工事実務講習会

「京都開催・施工計画」

6 月22日 10: 00-16: 30 於京者附E設会館

受講者 69名

・施工計額11

講師 ｅ 判 ＱＱ 徹氏ＨￏｬＧわ Ｇ ｪｱｨｾ 回 ､ 民知［Ｕ Ｎ娃鮒主術部長Ｉ

・施工計極III

講師 . 1街椛怒昭氏( 制強品本' 15: 辿gr; 割以:J 止)

「京都開催・積算仮設見積」

6月30日 10:00- 16・30 於京者附i設会館

受講者 69名

・符酔業務

講師・橋目福司氏( 竹中時，; 5 大阪本山刷n制防総J 最長)

. 仮設則氏

講師: 藤井孝安氏( 大榊I水底総集I勝剖l副部長)

「大阪開催・施工計画」

9月 B日 9: 00-17: 00 於主I ! 設交流館[

受講者 141名

・施工言↑ 歯 I

講師 服部勝輿氏側池単腿築本部首支持斑i高剖i長)

・施工昔|宙III

講師 森啓亮氏 (i節目*ll 大阪本1; 5述築部技術槌当副部長)

「大阪開催・積算仮設見積J

9月21 日 9: 00- 17:00 於建設交流館



受講者 130名

. ;f j't n業務

部品ili : 吉田笠氏( 竹中工務底大阪本1;5比統剖l見Al ' e;l雌)

・仮設見J i 't

議 ･ｾ ￭ : 藤井孝長氏( 対欄本l拙 策c加 1偏蛸i長)

「来毎支部開催」

9 月29 日 9:30- 17・00 於昭痢] ヒツレ

受講者 118名

・胞工音| 値l

諮問岩田正弘氏( 愛知u:業Ic-.:河商事.; 10

・仮 設SIA'i

言辞師 佐渡政勝氏( 対将坦名古見交Mi 雄策D J. C剖刷部長)

・;ffi n業務

講師尾関友凹郎氏( 竹中工務1
1
5名古厄克; s 財閥l灼

13. プロのノウハウ講座

- 建替実施計;ili lに係、る建替前後の計画諸元等の整理

委託者住宅守粍v . u晶，1<I'<IjJj 支部

・共同住宅地区の類型化 t 変容予測の研究

委5崎 大 阪Jf. fi ! : -of:岱' J哩センター

・住宅供給システムに |到する調査

委託者大阪市位ｾＺｬｫＢｗ￬公社

18. 第 3 回日本建築協会賞

記 念 事 業 t して第 3回 日本建築協会 11: の授1H " 次の

とお り行った。

日 時 : 平 成 5年 6 月23日 哨 走 61時一

場 所 : 日本建築協会サロン

選考委員長薬袋公明氏( 1 . 1 他都ij ')

淀議点数: 15点

日本建築協会賞 特別賞

・「古IJ謝常造の研究とダイナミックイン テリ ジェント

平成 5年度事業報告書

平成 5年 4 月 1 日~平成 6:年 3月31 日

• KOBEインターホーム '94*ru議委員会主1距可くOBEインターホー

ム'94 ( 凶腕附・住宅設備 u 湘 榊 胸 」 の 協 質

・ 日本雄築市持ヰ協会封世「第 Ｔ 卿 ｬ 越築 ー 昔響 ・ 防 ＧＭ ￭Ｇｩ 町 ｦ￭ｾ Ｚ船 主」の協賛

・関西部| 者会議主l世「関西設; 1i宅街2僻 6回公l持lシンポジウムJ

のf総量

・関西ピジヰスイン 7 ォメ ーション主催「自11市と )IIJ の1針E

・アールエム建築悩革協議会主HIi r'I 'Jtl RMト郎主務IIす日針及び同施

工指針技停滞門会J の後援

・ギャラリー ・11日運包委員会主催 rギャラリー・ |il 凶謀議前会J の

f対Z

・納I酬 I刑事師箔苛主{ 出i r弔主 6年度 I 級2似拙築施工符樹脱獄

定試験受持制E官僚再出会開fW. J の後援及び協貸

・大阪カeス材試合社主flli r近 刺 繍市型集合t' l : ' tの; 雌 t 厳 島 の

f去す是

「
21. 青 年 技 術 者 の 顕 彰

昭 和29年度から本塁協を実施して L、るが、本年度は応

募 者33名のうち 19名を顕彰した。本年度末における顕

彰総数は602名に達する 。

「建築デザインのための概盆計画J I  ピノレの開先

|  江 図 書 の 閲 覧
9 月 2 日 15 :  00- 17:  00 於大阪府建築制呆会館[ I 受 賞 者 小 堀鋒二氏( 刺保持事側お

受講者 160名

講 師 : 須賀好富氏ぼ畿大平制約

「建築基準法を読みこなすコツ」

11 月10日 18 :  00- 20 :  00 於 大|切符主主築健 保会館

受識者 45名

郁 師 : 高木任之氏 {IJ 本木造位宅産業協会4附J l l i IJも)

「梅造計画と躯体コストについて・いま積算に求めら

れているもの」

3 月29日 15 :  00- 17:  30 於大阪府総築制結当官

受講者 148名

講 師 ー生 J匂道治氏( EI 附ーベイt w J l酬 ゆ

須賀好富氏

14. コ ン ク ー ル

日本建築協会賞

・rrコモ ンシティ星回』における全地 中 配電方式の技

術開発及び適用」

受賞者 : 秋山喜久氏

( 1剥丙' ，u::tJ初試会中肌述調附捌? 長)

・ 「而す火鋼による先峨磁欽 Ｇ ｉ ｾｂ 主総物の実用 化」

受賞者・ E時藤裕氏

( 新日本製鉄併号式会ヰH埴耳櫛私官民)

・fl NA Xギャラリーの活動とブックレツトの刊行」

受 賞 者 伊 奈 輝 三 氏

制改封t J NA X化訓瑚制士長)

・「まちづくり会社 r県壁』の卒業展開とその成果」

受 負 者 長 谷 定 雄 氏

( 緋弘会社JH!笠代表J隙帝i悦士長)

昭 和63年度から本会所蔵のft 重な図1l:=及 び 資 料 を 会

員等に公開しているが、本年度の閲覧者は、 40名であ

「
23. 合 同 忘 年 懇 親 会 等

建築関係団体合同忘年懇親会

体年度は当悦拾が幹事団体)

12月14日 18 ・00- 19: 30 於太閤図

出 席 者 約400名

建築関係11団体合同新年交礼会

1 月 4 日 14  :  30- 15 :  30 於大阪コクサイホテル

出席者 約800名

24. 本 会 の 入 会 団 体

第39図工高生デザインコンクール |  ・「大型美術陶板等の開発 t 施工法の技術確立J I 対k商工王討議pfr

設 計 制 「出或 lこ建つスポーツ施設J I  受 焔 : 大塚正士氏 | 胤i 1 i 1 捌酬苦悩齢掃除

脳 椴 20校 ・148点 1  - - - - - -( X塚オーミ陶業株式会社代表取締役社長) 1  < J ! 郷市胎大阪7欄

I  ｶ Ｂｾ ，，＠ ，，ｾｾＢ ＮＮＢ＠ ｾ＠ Ｇ Ｎ ＧＧＧｾＱ～ｾＧ ＧＧ ～＠ ，ｾｾ，＠ I  姥築国際ｾ給蹴語会 5団体

222 1121 || 19 会 員 名 簿 の 発 行 1 1 間位協組側会

務 育 委 員 長 森 本 正 一 氏 側 淵 副 所 長 ) I 隔 年 ご と に 建 築 界 倒 防 主 妥 名 簿 を 併 せ4賊 し た 会 | 胤 閥 闘 榔 給 M団体

| 「池作 ＱＰ ， Ｘ附 Ｐ脱附長削 Ｈσ うち吻踊 ｬば 点巾一防伽即 ＲＮＰ［Ｇ［Ｈ問点刺 ｾｉ 一 行 札 し 山 て 引L げ…料即即肌…ま幻削削肌199鵬9ω抑…9幻3

1日5 表 彰 状 授 与 ｼハ ｉｾ して Ｒ ，剛酬部附を械発斯行頒納布し山た。 ＱＱ
1 1  u  n . ' _  ，ｾｾ｟｟｟ｾ｟＠ 1 1 1  25. 役員を送っている団体

朝 鮮 臨 蝶 1 1 20. 後 援 ・ 協 賛 の 承 認 1 1
1  

ｉ 大阪紅鋭断 Ｒｾ 努服
科の優秀卒業生に対し本会会長崎酬を授与してｼ ・ 日欄蹴脱会州 ｉｾ r;:j l l7回人IIU- g 諸 問 シ ン ポ 内 ム J I 大 附 地 酬 を 促 進 附 聯

おり、本年度は209;校を対象 lこ232名を表彰した。 1 の協貸 1  1.1本雄総主合問主苛明E

1  16.  ｾ＠ ｾ＠ *.t ｾ＠ ｾＱ＠ ｾ＠ 1 1  … リ ト 一 → | 同 雌 附l俄匝「…夕…ト片山ニ付カ蹄仇」 の引協什| 日本A処 蜘E

1刊6 新 建 材 検 討 玄 |11 貸 | 大 問 防 災 セ ン タ ー 郡

l  ・大級官府間制限間話融会主i世「第13回大阪まちなみ賞J の |  嫡 l必センター 酔

4) 1  141J 耐火鋼

5  J' 1121J 夫側面杭1材

7  JIl 4  1.1 シリカ芽話芯委性コンクリート弦イヒm

9) 18 1.1 内聞き内倒し窓 ・木製( 木1' t 烈防火扉

IOJ l l 3  [1 省エヰ外装改修システム

11) 即日 ｾｊ ｪＷｊ＼府立 ｴ がり乾式筒抜ポードシステム

3川1511 床すべり止め力i L C

17 . 業 務 の 受 託

協筑

・A! IジC S Y S T E MS  ｊ ａｐａｎ 組組 ｾｦ ＮｬＺ会主催 ｲ Ｙｊ探鮒主術泌 Ｏ 26. 建 築 ク ラ ブ

国際七ミナJ の協銭

. 1. 1本榊料金主IIt r第4 問機織 ・構造物の強度樹、安全性3利面

に| 期するシンポジウムJ の協賛

・声援府弘法t会主催「第 7回アイデアコンペ」の後銭

会員有志て制裁する建築クラフーでは、毎月 1回 大JI反グ

ランド. ホテル にお いて、広い分野から講師を招き Jii月食

会主ナ行うほか、 1月には新年宴会を開催して会員相互

・ひょうご繍' J I : のまちづ〈り十側主制高会主11* r，，' リアフリーの社会 田

を目指して J の 鰍 |  の糊批図っている。

・日本主主鉱作会主{ 世 r第16図作矧: ‘ ・システム・利用・技術シンポジワ 1  1  

I  I  27. ゴ ル フ 同 好 会
ムJ のf滋霊 I  I  

・長I ! 櫛|醗 定 lこ 係 る 従 前 居 住 者 側j向調査( その I 及 | ・削 船 念 雌 蜘 訓 「 航 印 凶 け 叫 腕 仁 仰 と | 全 員 の ゴ ル フ 問 触 を も っ て 組 織 し 、 僻 創 的 に 競

1M}組長 J の協害者 |  
びその 2)

委託者' 佐釘f 理協会側商支部

・高層集合住宅の供給手法に l到する調査研究

委託す， 竹中工務1;5岱ヲt 本部

・大規がL複合開発の機能 綾合 の研 究

お開竹中工務底併i鯨岡本部

・日本榊昨会主催「木賞資阪の拙れ将来J の協賛 ｼ技会を ｉ ｭｈｾ し、 会員相互の棚峰、研鈴を図っている 。
・国際デザイン交I京協会会J 距「第 6回国際デザインフェスティパ

J レJ の協賛

・日:本自路端会会.H!i r第15回 93甘完設備展/ ホーム・アメニテイ J

の協繁

・大阪府主催「第 3闘刈反} ( . f 到拙策設計コンクーノレ」の協賛

・日本建築二伶 i邸怯剖i主{世「必虫駆 t 街づ〈りを考λ るPART 5J

の協賛

5  



平 成 5 年 度 決 算 報 告 書

収 支 決 算 書

平成 5年4 Fl l 日~平成 6年 3月31 日

I 収 入 の 部

手 ［ ｾ 目 予 算 額 決 算 額

会費収入 70 ，756 ，000 66 ，447 ，343 

{問 人 A  会 Eミ 28，500 ，000 25 ，857，485 

I出 方
メZ ニ泊ー、

j..( 2，040 ，000 1，790 ，200 

団 体 正
1l元、

j..( 40 ，000，000 38. 604. 028 

司在 メｾ
j..( 216 .000 195 ，630 

事業収入 107 ，890，000 119 ，520 ，249 

ぷZ 泊λ、
誌 収 入 63 ，500，000 65，566 ，389 

契 約 約 数 売 上 収 入 1，200，000 1，960 ，895 

会 j.-::J. 名 簿 ｾ ｹＺ＠ 入 8，500，000 9，406 ，620 

tι 版 委 具
メ5lコミh  』収 入 1，700 ，000 3. 502. 233 

il工 業 委 員 会 ｾｹＺ＠ 入 3，000 ，000 3，260 ，270 

教 育 委 主t 会 収 入 5，500 ，000 3，965，700 

法 キオ 委 員 会 収 入 240 ，000 100，000 

1えR  託 司王 業 収 入 22，000 ，000 29，355，000 

雑 収 入 2，250 ，000 2，403，142 

3  寄付金収入 5日0，日日日 1，035 ，日目。

4  雑収入 3，500 ，00日 1，605 ，802 

5  記念事業積立金取崩収入 2，500 ，000 2，873 ，024 

6  前 払費用収入 。 716 ，317 

当期収入合計 ( A) 185 ，146 ，000 192 ，197 ，735 

前期繰越収支差額 30 ，658 ，000 25 ，767 ，705 

収入合計 (  B)  215 ，804 ，00日 217 ，965 ，440 

IT .支 出 の 部

事業費 101 ，980 ，000 119 ，884 ，943 

会 誌 発 行 型t 61 ，500，000 73 ，826，854 

契 約 約 事k
可'I!J

80，000 29，390 

会 u  名 簿 発 行
銭可

4，500，000 4，126，703 

出 版 委 員 会 事 業 費 600，000 1，664 ，551 

ｻ ｉ ｾ 業委員会事業費 3. 000. 000 4，541 ，635 

教 育 委 員 会 事 業 費 4，000 ，000 2，729 ，847 

! d l : 材 委 員 会 事 業 費 140，000 30 ，896 

ｾ￨＠ ｾρ＠ 、
業

銭3  

2，500 ，000 2，873 ，024 

J]}J 成 Ｑｾ＠ 2，700 ，000 2，849 ，504 

ス'Jt
託 業 型I 20 ，660 ，000 25，136 ，934 

粥h ー故
2. 300. 000 2，075 ，605 

2  管理費 82 ，652 ，000 80 ，852 ，777 

給
づ，戸ー

手
、113

62 ，167 ，000 60 ，991 ，513 

福 キ11 厚 生 ｾ＠ 7，270 ，000 6. 699. 603 

会 m 型t 1，200 ，000 1，469 ，842 

Y正 1を 交 通 ｾ＠ 300 ，000 40，270  

iili 信 連 搬 強 1，100 ，000 916，420 

集 金 ｾ＠ 1，400，000 1，342 ，925 

iJ'J 粍
口E口3  

型i 700. 000 509. 924 

11;主 繕 型t 50. 000 。

ｾｦｬ＠ 届11 製 本 型t 400 ，000 273，110 

光
壷) ¥

*  
ｾ＠ 230 ，000 241 ，060 

火
jeeWe L  

f呆 険 李十 15，000 14 .730 

手且 税
再.to、

言I! 3. 000 .000 3，681 ，010 

h'i 掃 1主 500，000 356，895 

ムI! 物
会同官

理 1せ 3，920，000 3.910. 308 

剥t ｾ＠ 400，000 405 ，167 

3  予備貸 514 ，000 。

4  中国ファンド積 立支出 。 11 ，243 

5  退職給与引当積立金支出 日 。

B  仮受金支出 。 375 ，528 

7  前受金支出 。 2，366 ，183 

8  仮払金支出 。 906 ，960 

当期支出合計( c) 185 ，146 ，000 204 ，397 ，634 

当期収支差額 ( A) ー ( c) 。 ム 12 ，199 ，899

次期繰越収支差額( B) ー ( c) 30 ，658 ，000 13 ，567 ，806 

6  

(!l1f立 円 )

差 事主

4，308 ，657 

2，642 ，515 

249 .800 

l . 395. 972 

20，370 

ム11 ，630 ，249

6  2，066 ，389 

ム 760. 895 

ム 906 ，620 

ム l. 802.  233 

6  260，270 

1，534 ，300 

140 ，000 

ム 7，355，000

ム 153，142 

d  535 ，000 

1，894 ，198 

ム 373 ，024 

ム 716 ，317 

ム 7，051 ，735

4，890 ，295 

6  2，161 ，440 

ム17 ，904 ，943 

ム12 ，326，854

50 .610 

373.297 

6  1，064 ，551 

ム 1，541 ，635

1，270 ，153 

109. 104 

ム 373 ，024 

ム 149 ，504 

ム 4，476 ，934

224 ，395 

1，799 ，223 

1，175 ，487 

570，397 

d  269 ，842 

259，730 

183. 580 

57，075 

190，076 

50 ，000 

126，890 

ム 11. 060 

270 

6  681 ，010 

143，105 

9. 692 

ム 5，167  

514 ，0目。

ム 11 ，243 

。

d  375 ，528 

ム 2，366 ，183

d  906 ，960 

6 19 ，251 ，634 

12 ，199 ，899 

17 ，090 ， 194 

正 昧 財 産 増 減 計 算 書

平成 5年 4 月 I E I - 平成 6年 3月31 日

科 目

I  増加の部

1. 資産増加害買

中国フアンド増加額

仮 払 金 地 加 額

2 . 負債減少額

前受金減少額

仮受金減少傾

増加額合計

H  減少の部

1. 資 産減 少 額

当期収支差額

記念事業f i ' 1立預金減少額

什掠減少傾

前払費用減少傾

減少額合計

当期正味財産減少額 12 ，223 ，826 

前期繰越正味財産額 288 ，134 ，532 

期末正味財産合計額 275 ，910 ，706 

( 単位 f'l) 

金 官H

11 ，243 

906 .960 

2，366 ，183 

375 ，528 

3，659 ，914 

12 ，199，899 

2. 873. 024 

94 ，500 

716，317 

15 ，883 ，740 



財 産 目 録

平成 6年 3月31 日現在

(1匹位' 円)

貸 借 対 照 表

平成 6年 3rJ 31 r1 lJ Uf ( 単位. 阿)

科 目 金 額 科 目 金 額

I  資産の部 Il 負債の部

流動資産 41 ，630 ，407 流動負債 51 ，404 ，917 !  

税 金 ・預 金 11 ，328，507 未 払 金
24 ，727，117 

金 銭 信 託 1，565 ，316 前 ｾζ＠ z  金 25. 565. 122 

未 収 入 金 25 ，401 ，100 仮 'j: 金 1，112 ，678 

前 払 費 用 1，683 ，324 固定負債 6，303 ，324 

仮 払 金 1，652 ，160 退職給与引当金 6，303，324 

固定資産 291 ，988 ，540 

基本財産 277 ，223 ，364 

土 地 59，800 ，000 

主tt 物 191 ，120 ，000 
m 正味財産の部

金 銭 信 託 10. 586 .957 正味財産 275 ，910 ，706 

原 金 15，716 ，407 ( うち基本金) (277 ，223 ，364) 

その他の固定資産 14 ，765 ，176 ( うち当期正味財産減少額) (  12，223 ，826) 

什 告5 111 ，260 

<! ' : J l ! ! 国債フアンド 416. 199 

退職給与積立預金 6，303 ，324 

記念事業績立煩金 7，934 ，393 

資産合計 333 ，618 ，947 負債 及び正味財産合計 333 ，618 ，947 

計 算 書 類 に 対 す る 注 記

1. 重要な会計方針

( 1 ) 有価証券の評価基準及び評価方法について

該当なし。

(2) 悶定資産の減価償却に ついて

定額法による減価償却を 実施している。

(3) 引 当金の計上基準について

退職給与引当金・ WI 末退職給与の要支給額に対し任意の金額を計上している。

(4) 資金の範囲について

資金の範囲には、現金、預金、金銭信託、未収入金及び未払金を含めている。

(5) 消費税の会計処理について

消費税の会計処理は、税込方式によっている。

2. 基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

手ヰ 目 前期l末残高 当期地加額 当期減少額 当期末残品

土 t出 59，800 ，000 59. 800. 000 

姥 物 191 ，120 ，000 191 ，120，000 

金銭信託 10，586 ，957 10，586，957 I  

預 金 15，716 ，407 15，716，407 

基本金合計 277.223 .364 277，223，364 

3. 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

不十 目 前期末残高 当期末残高

現金預金 22 ，300 ，212 11 ，328，507 

金銭信託 1，171 ，730 1，565，316 

未収入金 23，470 ，610 25 ，401，100 

A  日 2十 46，942 ，552 38，294 ，923 

未 払 金 21 ，174 ，847 24 ，727，117 

メE弘E、
言十 21，174 ，847 24. 727 .117 

次期繰越収支差額 25，767 ，705 13. 567. 806 

事ヰ 目 金 額

I  資産の部

1 . 流動 資産

現 金 ・預 金

税 金 手 元 有 高

将通頂金 三和 銀 行 瓦 田T支庖

郵 便 振 智 大 阪1-39975

金銭信託

未収入金

会誌収入

主tt 材委. r l . 会収入

会n名簿収入

出版委員会収入

事業委員会収入

受託事業収入

雑事業収入

雑収入

11司人正会. r l . 会費収入

団体正会員会費収入

地方会.0 . 会費収入

準 会l: t 会費収入

前払費用

会誌発行賛

助成政

集金政

教育委よi 会事業費

仮払金

切 手 ・はがき代

切 手 ・はがき代他( 姥築クラブ)

都市住宅学会

抜 刷 印 刷 代

30' sEYE鱗仰論付L i 也

流動資産 合 計

2. 固定資産

(1)基本財産

土地 北区権回 1- 1-3

建 物 大阪駅前第 3 ピノレ

金銭信託 中央信託銀行梅田支庖

預 金 中 央 信 託 銀 行 梅 田 支 底

大和銀行北浜支庖

基本財産合計

(2)その他の固定資産

什 様 性相IYI 一式

中期国債フ アンド ユニバーサノレ証券

退職給与積立煩金 住友銀行高麗橋支庖

記念卒業積立頂金 住友銀行高鹿橋支底

三和銀行瓦町支応

大和銀行北浜支庖

MMF ( 山一証券)

その他の固定資産合計

固定資産合計
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59 ，800 ，000 

191 ，120 ，000 

10 .586 .957 

10 ，045 ，266 

5，671 ，141 

277，223 ，364 

111 ，260 

416，199 

6. 303. 324 

7，256，994 

305，521  

89. 967 

281 ，911 

14，765，176 

291 ，988 ，540 

資産合計 333，618，947 

II 負債の部

1 . 流動負債

未払金

会誌発行費

出版 委 ａ 会 ｺ ｲｾ［ 長賞

受託事業費

;r1J: m委員会事業費

助成金支出

14主金' Pl

租税公課

前受金

個人正会品会費収入

地方金具合ｾ収入

団体正会品会費収入

現在会員会費収入

会誌収入

復哀11版 代

仮受金

3 月分給与税金

3 月分204粂該当分

雑誌広告料繰入金

プ ロのノワハウ講座

者11市住宅学会本代

流動 負債合 計

上 固 定 負債

退職給与号 |当金
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「建築と社会J 誌

大 正6年 3月に誕生した日本建築協会 形 判 に 変 λ 、 特 集 t作 品 作 風 頁 を 二 本 0635， FAX  06-348-0634) まで。

( 当時 ・関西建築協会) の、樹刻誌は 柱に、シリ ー ズものの頁を織り込み、 版 売 価 格 は 1200円( 送料 ・消費税合) 。

特集一覧 ・ 1974- 1994 大 正 6年 9月に rl掲商建築協会雅誌j その時々の社会を反11央したテ ー? を 選 なお、 「建 築 t社 会J f: I) 刊号 ~ 昭 和30

と題して創刊された。大正 8年 に 「日 んで掲載してきた。 年 12月号まで全87巻の復京1)版が、 1991

本姐i築協会雑誌」、さらに l 年 後 に は 取り上げてきた特集テ ーマは干官己のと 年 10月 か ら 順 次 発 行 ( 不 二出版) ・配

「建築と 相会 J と出題し、今 日に至っ おりで、パァクナンバー購入希望は、 ヨj I : されているので、詳細 は 1:1本 建 築 協

てい る。 昭 和42年 か ら は 体 裁 を A4変 日本 建 築 協 会 事 務 局 (TEL 06-348- 会事務局へお)1可L 、合わせ即応、た L 、。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1974 
・既成市街地 耳ー ・ill 築生11t 1: _  0 0 '  •• ｟， ｾ ・ 高層プレハ ・屋般防ホ工事

Vol. 5 5 ・歴 史 的 ・町1nの建築は ・tm::. ュー ・ピ ル の 伯 ・第 21 1"1・ピノレ防災仁

・保養所作品・ の 住 宅 地 内ー 流通機構の プ 住 宅 の ・み ど り ・ の央敗例 H
環 境 保 全 n なるか・ タウン計画・ エ; i ，/ レギ化 青年技術者・ |刻する 12:lを

整備の方策 変存 構 造 設 計 のJ.j策 e

1975 . p  C 板 を ・建築 tプレ ・生 活 排 水 ・人 I:il 環 境 立

Vol . 5 6 ・図"2: : 館 ・東海の新建築 ・インテ 9 7 ・ 使 附 L t. ・・社 会 . -r. 11市の景観 ストレスト 処 理 施 設 t し て の ・騒 u 対策 t ・第 22 阿 ・集合住宅の

、 建 築 ・法. 1: 施設 コンク J ー 防音材料 青年技術者・設耐u・

工業化住: t : ト構造 の あ り 方 ターミナル・

1976 
・証 言 '7← ・集 住 体 の ・設 怖 か ら

Vol . 5 7  “ ・建築基礎情造 ・床 工 法 t ・建 築 防 災 ・工場建築の ・鉄骨構造の ， ・結露防止対策 ・第 23 jiil 
建築ヂサイノ ・医療施設・ ・市街地整備・ ハ ー ド t みた建築の

の問題点・ 材 料 . 1: 法・ 設I!u・ ジョイント t 断熱材料・青年技術者・

の! f i } j 向・ ソフト・ |問 題 点

1977 ・デザインの ・兵 庫 JU- ・日本建物3 ・コンクリートの ・埋立地仁釘11O ・n 本 住 宅 ・ミニ乱開先

山 1口分 ;ぷ;品忠; .《:?岩2詰許;幻; ;叫!叫引ふぷ山;訪zぷrよf円. lば2. 戸り町規削馴州昨伽制lリJ . 身 叩 . . 町 川川 州 州!!(照貯!(照!(P川1い!

1978 
ァザインの ・医依施設一 ・組合方式ド 、 叶 ・C A  D ー

Vol . 5 9  動向一新j [ ! の ・水・ 病院建築 t ・外 壁 塗 装 ・o1i i庄障害 t よ る 集 4 ・ 住 宅 設 備 -FLL 耐k 設 Jj- 1: ・ 一 般 号 e ・225lEl . ピノレ環境

材料・ 建築・ d  苛 "  日年技術者・

コントラスト 悩報システム 住 宅 計 画 nX.，i  コンピュータ

1979 

Vol ω ・転 換 期 の ・大 阪 南 砕 ・コンクリート ・ホテル建聾 t ・農 村 施 設 ・建物の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26阿 ・ill 設 業 の

。. 商業空 t: 日 ・円最長税申IJ ・ 叡 E

再 開 発 ・ ポートタウノ のひびわれ 旬晶ンステム の変貌・ 強度の検討・ まちづ( り・ インテリ 7 ・ 7f 年技術者・ 労務 ｾ ｊ ｽｴｩＧｬ ・

1 9 8 0 ・初 年 (t の ・今 後 の ・最近の観 1'; 担墨 ・軍2i 刺青年a耐者 ・これか b の建

ν'01. 61 都市 t建築ー 有エ4・ルギー ・'Ii 11' 建 築 ・住 宅 の ・建築行政 t ・最 近 の ・都市景観 t ・屋 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今後の外装 ・転機仁たつ

築設計 t 新耐

t ちづ{ りの の 趨 勢 設計事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7 メニ 7 ，・ 施設の設備・ まちづくり 欧J.t IL l 材・

歴史 t 展望・ ・建築金物・ 作品w ，. 集骨住宅・ 食設計法-

Jfて: ・中国の論文 ・f トピ『 ・台所まわり ・シ- y ング ・災 害 t 法 ・桁 li住宅一 -FF?i 翌日 ・lP品1liff .|lt1114切壁の ・第 28 1叶 ・隊 害 者 の

ー 北 }j ¥の ー /  の 計 百i 1: 一正全な 環境 住 t い手 t めに 畠市監帽をL114i t  E  暮らしやす l 、

都市計画 e 官1・ 設備・ 材の知識 . ￍＧｕ，Ｉｾ し τ ・ からの珪ｾｾ・ ・ Ｑ［ｴ 以 ｦ Atr v  性能ぷ価・ 青年技術者意 環境 t 設備

1982 ・医lli 施 設 - ・都 市 景 観 - ・ ｉｾ 本ＱＺＢる ｈ ・ 第 29 jiiJ 
'01. 6 3 ・新たな商業 ・省エ耳ールギ一 地域医僚 t ・近畿の地盤 まちなみ美観 ・大阪市庁合 ・ホーノレ建築 ・大 ス パ ン ・昭 和 設 計 l ' Uちづ{ り 青年技術者 ・風上・ 2主主1

空到訓R加i附

『qs 3 . |閑剥 西 の . マイコンの . 1計f 画 l仁-お 1Iる . 大阪駅1 : _  ＮｵＮＮＮＮｾ＠ _， . 束海の将来 . オ7 イス ， . プレストレスト . 車却例背削司 t技I酎昔

'01 64 処築文化を 建 築 へ の ・多様化する ・挫 築 t  コミバご ; / 3 タ ー ミナノレ ・ 号待管唆ｾ， - ｾ文化を インテリア 蹴 コ 川 ・f門 閥 文 化 ・集 合 住 宅

連動施設 ・ 品 質 1{ 理 ン[: 1レゼ T - ，_，'. .  . J t 備更新 ーツ t 生 活 苛

考える 利 用 円〆 ヒノレ 考 λ る の 変 革 ート構造 ホール・

ｊｦ セ・ Ｑｔ［＿＿ ・ 閥西の ・ ［Ｗ ふ Ｑ ・ 建設産業 ｴ ・ 住環境 ｴ Ｍ ａｙｔａ ・ Ｑ 開設備の ・ ＿ふし ｪ ・ ｾＮｾ飴化社会 ・ 床の ｗ 工法 Ｚ ｰＡ＿ｩ＿ 町 ｦ ・ ＿ｺＡ＿ ム＿
H づ{ 川和 超高層ヒノレ 215将位 ロポ ット附 法 制 度 - itJJI:1 ポ イ ン ト 人々 t生活祭I I l I . 'If¥V. ) f l'J. の 間 建 築
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ロヲ-FAIt ふ; -Ff ; : ? - i pt L; ・;111ね ・自 帥 営 繕 ・時 防 災 ・3 E U・1ta;22 ・C A D - ・オ7，^空間l ・第 33 liil ・j 幻 JL

集合住宅にみる 素材 ・5γ f 3 3編集計百 t公共建築 ・す ?BF M t忌備 . 3t ィ り 21 抑 制t展開 の構成 青年技術者 ;二J7;

1987 ・11'1' ｩｾ＠ ， ・撞拘t街並h の

ν01. 6 8  ・011sr. 70悶年 ・i/djJj す る 1果 間 施 机 ・室 内 の ・行政建築家 ・ンティホ7ル ・宝 塚 の 接 点 ・第 34 1"1 

・ 入 浴 物 語 ・腐 食 記念号 東 海 へ ・大 最 府 主 仕 止 床 ・ 駅 の 可 能 性 の 設 備 街 づ く り ・昭 和 設 計 百 年 技 術 者

体 育 会 館 ー 作 品 集

1988 ・軟 弱 地 盤 ・a帽に釘 1I 6  ・中国地方の展望 μ ・集合住宅の ・第 35 阿

Vol . 6 9 ・ホテル物評 t 基 礎 i71 fy: ・建物の外装 ・都 心 居 住 1  {}" L  i の ・ill 止紀への . 制 振 ・越 川 住 宅 りけｾｾ・ iT年技術者 ・;NI't :7 

ロ ・ Ｓｊ 品 ＲＴ ・ Ｑ 畑堕ｾｾＧ時 Ｑ Vフレヲ:i ' .1 .  i ちなみ ((IIJJ を考 λ る ・大阪府宮繕 ・8ω 号記念・

ば 勺 . 仰 の せ t : ;品目にふ3JjJYυ の い ・ハ づ ( り ・開 会 t ・都市環境倒産 ・建 築 t :tf4TJJi ・? ? Ti ・第 36 同 ・M の 附 告

輸送設 ｦｾｮ - ｾｾＧ｜ｾＧＺｾ ， ｾ［ＱＺＺＺ＠ .... ｾｾＺＺＺ［ＺＧ，ｾＧＢ＠ ＮＮＮｾ［［ｾ＠ 1' ， n  1:法 まちづ〈り t 設 備 l ア ー ト ・ユ ー ザ ー 参 加 背 年 技 術 者 パ ピ Y オン

90 閏年記z : 1 : 伝統技術・・工法 控革主計部作品患のハウジング

r  .  !U別叩f幻以叩j北幻: 竹! り小?勺. 出 i  :  ji買品1占占35;i .  スケJ  i  i?立対昨i託仕i?.寸iU払山f九Nμ博Jιμ〆{2μγLμιバ;f弓.?!!1拐都:t担出!5出;5; .1'誌鰐仰i誌器抑5詑閉烈1q型特44空t4ぺj
1991 Ｎ 新しい剖都削 ｬ訂川 ｉ司市 ｬ￭ Ｎ ｾｾｪｾ｟ Ｎ 束 ｉ海毎 支間部I ， ｟ ｟ ，｟ｾＮＮ ｟ ， Ｎ 今、京都 . 遮築 t上本 . 喧畢を柿洲州の削肘(，る山トけ; . 空矧矧目削lの7イ?ず，ン . 自治体住宅 ・建築 tよ木 ・スいで，7

1

i  

Vol. 72 ・大阪東 F、海J ・喧軍象のt めの孟 ・匝11量送料tピル ロ プル t その解世 テ ィ テ ィ 政荒への提言 - 1蒋造技術 コノタ 9 ート

安1mづ け ・1itiF但 復活30悶年 ピげイング 52F-11 ・近畿地五建設 ・ 一 般 守 叫 制 j仰 { } .  ｾｉ｜Ｎ ｲ 日間 ・ 大林組創業 の 世 界 一 -v? の ド ;

・建華町風景 記念 トスふl h - 局 営 繕 部 ージ7 フプff.鞭 ・k撞孟j↑ 州年 lω 年 記 念 ・開制青年11隔世ンンポジワム

ゴ て ・ 夢 物 語 ・j 5f j p ・姥 築 l ・325afit ・地 球 環 境 ・郡 山!ifH・持 お れ ・接 着 - ・出 ? & ; ・む ;13T ・け 日 韓 首 ・京のかたち

;;7J:;L ・鍔 2fft fぷ 部C W7 tヰ 22 の 21f f t f T; f ai Ei ?ATI A; 13 り夢 ・; が よf ; MAl t色

1993 . 軍却刷川 J拙t附者 . 環 境 一 . 映嗣の 4中『の . 控築の蒋生一 . 国際炉的'1'パf 一ト . 車4柑0炉刷凡Ii庁T年判1I 嗣z

V刷。01. 7向4 .勺;?;γ : . 大阪府宮繕 .り主吋海官;γ料i .1;品1?劇J; ? 弘L営計f問3. ??l カパ;口 .μjtふぷ弘幻仏; ム弘Jμリ

t 主 i作r 品車 力か.由か，b り ず，(住f. U左ホト- ル . 大阪司市1宮 繕 可 能 性 造t めf して

1994 . コピ- 文化の . 九州のイン . 伊勢 . 神宮 ・建築の エヰ、 ・明日に向か

輔時代 ・いま、医療

・広島の街引 t スタトシヨン 式年遷宮 t ノレギー シス つ; 一全員 施設 li

7ジ7髄Jt k全 t 現 神 宮 界 隈 テ ム 作叩

- 印は欠り

8  
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竹中工務l吉、、住まう ゆ

その設計思想 (仮称)
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10  同 志 社 大学 田 辺 キ ャ ン パ ス 第 2期

アジ、ア太平洋 トレー ドセンター ( AT C)

新 大 阪 第 2森ピノレ

龍 谷 大 学瀬 田 学 舎 第 2次 整備 計 画

堂 島 ホテノレ

作品作風

R E Cホーノレ ・4号 館

背 壁の 家 ( 設 計 : 水 谷 系信 ) ・小笠原絵里 30 Gall ery 

建 築 技 術安 全審 査委 員 会 について 33 GB R C二ユース

35 

36 

享

二 重ケーフ〉レオ、ットドームの八申請屋 公 l主lプ ーノレ・近孫一雄構 造 の 頁 63 

64 非 常 警 報 設 備 の技 術 基 準の一 部 改 正 ・自治省消防庁予防課設 備 の 頁

短 評 4 題 ・稲木裕子/ 山寄章子 65 B OOK  S TATI ON  

66 i彦建 築 ・都 市 ・住 宅 ・土 木rm.報アクセスフdソクJ ( 菊岡倶也)/ 山田新干IJ 紹介

92 Space desi gn school  8 月

第 4 回エス・パイ ・エル住宅設計コンペの入賞決まる

Inf or mat ion 

9  

67  

住空間における居どころへの視点 一一 個からの再出発

[総論I ] 住空間における居Eころへの初日lー{ 聞かbの干f} 山発 ・内井昭蔵 3  

[各 論] 居どころ ー建 築家の視 点

多中心 五 ｅ 重 ｬ ｊ ｾ ｬｭ の 風景 ・ 遠路剛生

和みのある空 間1・木原千利

廻 遊 式 住1苦・竹原義二

イ闘の11寺空にひたる ・三選女子

内か b外 への発 恕 ・吉羽裕子

主 婦の居 どころ・吉村篤ー

者11市、街からの居 どころ空 間へのボキャフラリー

空中への開 放 感 ホテル ・ラ・クラッセ・アノレパインタワー、梅 111スカイビノレ

憩L 、と安らぎのコクーン( 繭) ー プレーメン ・ラーツケラ一、 PAPARAGI

確かな拠りどころ 南 側寺 1111":1，プラハ ・カレノレ統

ほどよ t 、距離感ー 中之 島公 刷、 届 台

ヨ ミ ｊｕｌ の 触感 Ｍ ｉｾｨ 桐院

光 出品のコントラスト一日山寺石 水院、カリフオノレニア工科 大学C A L T E C

思 t' :思いの視 線ー ピックーステッフ: ケノレン大聖 堂Tiri 広場

ill o日常の舞 台ー ホテル・リァツ・ロンドン、11央11111ｲ 厄 ｬ｜ ＱＺ ｾ ｉ ＼ に 去 り ぬ 」

自然の 中の テラスー締 11: 1スカイヒツレ〈花里子〉 、海遊 Mi

街 の居 どころ 1'l 11i!i ＱＺ件 ｾ ｉｉ Ｚｊ ・ 橋爪紳也

ｾｪ の居 どころ ・ 女 の肘 どこ ろ ・ 蟻森洋一邸 ， 可瀬光晴

これからの住 空 間における居どころへの提 云 ・加蕗
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青年技術者のみなさまへ

平 成 6 年度建築工事実務講習会

UNE P国際環境技術センター講演会 +見学会「人と環境にやさしい建築とは?J

通常総会決議報告

定時評議員会決議報告

『村野猿吾の造形意匠a割 引価格で頒布

平成 5 年度事業報告書 ・決算報告書

建材用フェライトステンレス鋼 ・猪野達雄

シルバーシート ・竹嶋祥夫

地球にやさしい建築物 ・川畑雅一

イアリヤ紀行( その 1)受けつがれる遺産 ・小角

新石器時代 ・山本権一

平 成6年 5) 'J 分月報
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設計監王室 ・

日建 設 計

施 工 ・

大 林 組 戸 田 建 設 大 成 建 設 フジタ( 工学部関連施設)

吉 村 建 設工 業 ・光 工業 J V ( 新 厚 生 施設 棟 )

大 林 組 ・戸 田 建 設J V ( 新 教 室 棟 )

同志社大学

田辺キャンパス第2 期

同志社大予川辺 キャンノ マスはl坑に1986"1二 4 J  J 、);c有1I府 川辺IIIf 76) j

m'の広大な敷地に、 1. 2 イ|三次'の 教育施設 ・体 行li包設を主として40数

十点、約 9. Ｕ 万 ｭ Ｇ の，建築 ｭ ｾ で・ Ｑ Ｉ ｦＮ ｊ 佼している 。 ￭Ｚ￭ ｬＲ JYJは工' 宇都統令を io:

11 Ｈｉ ｾ Ｉ として ［［ Ｑ［ 画 された 。 これは庁、 作 Ｑ ｉ ・ 今 ，Ｇ ＱＧ ， ＱＱＱ キ ャンノ マ スの工学部 Ｓ ・

4  :q可欠、大サ;[1徒、耳t二1: 学研究所ーなどを移転し、i坑に第 1J切で!ill 設さ

れて い る実験 ｾｾ ｴ 施 設とあわせて 仁 Ｂむ 古 Ｑ ｉ を統介するものである 。 ま

た 、知市在 】 ｉＺ ￨ｪＡ ヰ ‘ ｼ カ苛 ［ ｉ ｲ ［ 没されるなど ー に 乍 Ｉ Ｇ［ＱＱ の ￨，ｪＨ ｫ ｾＢｩ によって Ｗ 守合 平 ｼ 体 ｭ ｬｊ

となって質的にも 充実されることとな った。兇 に、 E学古1I統千トに1'1"

って、厚生 施設の柄設、→ l生教育 ・コンビュータ系教室の拡 充 もあ

わせて訂刊 された。

キャンノ マスは l旬に緩やかに (tjj ff: 干した 丘陵地であ り、 1  JYJに建 設さ

れた 低 ｊｾ 干 の， 建 築 Ｍｬ ｴｲ が ＱＡ 止に ＲＲ かな紙の ＧＱＧ て ＧＺ，Ｎ ｪ 存 ちついた環ＺｬＭｊ ｬ を形つ 町 く っ

ている。 2 JYJ ;; 111l IIは、 あらかじめ了・定された リザーフリ也に、今 ，'1' ，) 11

キャンパスの伝統を 引 き継ぐ 7 スターフランをベースとして 、 1  JUJ 

の建築併 との湖羽lをはか りながら、 [' .  ［ＺＺｦ， Ｑ Ｑｾ Ｑ ｜＠ ｉ ｾ ｉ の アイ デンティティ

をもよ引 できるものとしている。併 としての屯JM!::，.'<; をよ り''' 1めるこ

とを な|ヌ|し、い くつかの似 に分節 し、傾斜li:l 似 . ｾ初 ｩ ゼ キ艮 を ￬ｬｕ Ｚｅさせ

た。外装は、れんがタ イルと )'tl般を i三とし、 ガラス キューブなど [

中古1Iをイメ ージさせるハ イテックなボキャブラ リー を加 えた。 Ii ミI(l j

アプ ロ ー チ には 、 学生の た ま リル［ ともなる 大 ｉ ｬ ｦｾ 段 とフ レ ー ム を 配 し 、

oJ '{ ，、をシンボラ イズするものとした。

ＱＺ 学部は、実験室と 研 究Ｚｩ＿Ｚ・が ￬ＺＺた る 柿 ｬ ぷｾＪ ｾであるが 、将米 の変

更 にも 対 Jits しやすい設備システムや恭準モジュール を探り し、れ、わ

か りやすく ia¥，、やすいフ レキシブルな設;; 1として い る。

新厚生施設十点、 E府 栓 干点は、それぞれ大宅1: ¥1を表現する大J副 長に

ガラス キューブを加 え、キャンノ マスの新 たな以 1)トlを了・感 させ るむの

とした。 ('1リド 進/ EI建設計)

所 在 地一一一一 京 都 府 綴 喜郡 田辺 町 多 々緯 都 谷 ト3

敷 地面 積 533，590.  58m'  

建 築 面 積一一一一一 16，539. 02耐

延 床面 積 ー一一一- 41パ20 12m'  

4荷造 規模一一一一 RC、BIF. 6F(ヱ 学 部関連 施 設 )

RC. 3 F ( 新 厚生 施 設棟 )

R C' S 、3 門事庁教室練 )

工 期 一一一一 平 成 4 年 7 月~ 平 成 5 年 12月 ( 工学部関 連 施 設 )

平 成 5 年 l 月~ 平 成 6 年 1 月 ( 新厚生施 設棟 )

平 成 5 年 4 月~ 平 成 6 年 2 月 ( 新教室棟 )

最 寄 釈一一一一 J R学研 都 市 線 同 志社 前 駅

撮 影 一一一一 東 出 清 彦

新厚生棟より工学部施設群を望む

理化学館よ り新教室棟 を望む

V 工学部 理化学館アプロー チ階段





司
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ブリッジでつながれた工学部 ・至心館と有徳館

工学部外部階段 理化学館階段ディテール 工学部連絡ブリッジ



ロー・ 0 工学部関連施設

ロ ー新教室棟・ 恵、道館

口 新 厚 生 施 設棟

紫苑館

ロ 4寺高電気室棟

ロ 第 1J 胡

配 置図



新厚生施設棟 ・紫苑館全景

西側lサブエントランス トップライ トのある食堂
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言Ｓｴ言十ｾ王 里 ・

日 建設言十

( 設言十↑ 易力)

ラ ン ド ス ケ ー プ E D A W.  I  nc.  ( U S A)  

I T Mア ト リ ウ ム : S T U DIO S  Ar chi t ect ur e ( U S A.) 

施 工 圃

( IT M)  竹 中 工 務 l苫・ベ ク テ ル ・フ ジ タ ・奥 村 組 ・東 急 建 設 ・

鴻 池 組 ・銭 高 組 ・青 木 建 設 ・浅 沼 組J V

( オ ズ ) 大 林 組 ・前 田 建 設 工 業 ・飛 島 建 設 ・オ ー ス チ ン ・

五 洋 建 設 ・日 本 国 土 開 発 ・ 新 井 組 ・大 日 本 土 木 ・

疎 木 工 務 j苫J V

アジア太平洋トレード

センター ( ATC)

ａｔｃｉ ｊＺ ｩｨ 上外製 ｊ 山 の 日 本市場への ｩ 交遊促進 ｾ｢ ｬＨＱ 勺 とした輸入 ￭ｦ ｬｬ ｾ Ｇ ，こ基

地として，雄投された。胞設 は -i".EI(1勺である |玉|際的15'己セ ンタ ーのある

IT M械と 、レス トラン衡やアミュー ズ‘ メン 卜、コンベンション会場

などのサポー ト施設 が"lfeぶO's {オズ〕快から材'Mとされる 。これは、 セ

ンタ ー を111 . にプロのための在IJ 先 場7ごけて終わらせずに一般の人々

がアクセスできる胞設を ｈｉＧ 設することで、 開 放性を正 Ｎ ｾ￮ め、に ぎわい

をfi ll りょ1' ，し て、 人・物・情報のH' ，会 いによる情報発信 機能 守山めよ

うという 11日発コンセプトにのっと っ ている 。

行1I心 か tつも tiill れている この 担 立地 に、どのようにして一般 の 人 々 が

! t まり、賑わう場所を作り出すかが弘ff;j，也て あった。 l孟大建築が陥り

がちな単調なよそよそしさを避けるため、建物をtJ; Tに、廊下そ j迫り

に 、 アトリウムを公 園に凡 立て、 ｾ ｩｬｩｔ Ｂ ｬ￉ み のよ うに変化に［ ・ ［ ・ ［ み、 ｬ Ｎ ｬ ｦＮｊ 放

! 誌のある宅II¥J づくりを心 がけた。

全長 ＳＵ Ｐｭ にも及 ぶ 水 ｬ ￭ｾｾ キ Ｑ 誌は ｲｯ Ｇ ｳ パ ー ク」として人々に ｉ ｊｦ Ｎ ｊ 放し、南

IHのifii j ［ ｾど Ｑ ＴＱ 、わせるヤシ並木、 ｩ 毎へ突き ＮＧＱＧ Ｎ た股盟デッキ 、 ｾｊ ｉ ｾ 宮、ム

ーンタワーと呼ばれる展望台、遊歩道のバー ゴラなど数々のしかけ

により、ただ1挑めるための庭でなく、人々がそ こに参加し初らうこ

とのできる魅力ある外部空IIJJ を拡抑hする 。

オズ干取の ほ ぼ'I '.!R: に設けられた「ゲート ア トリ ウム」 は、コスモス

クエア 小心 苦H i 初予を、ひいては円本と海が象徴する外国とをr: R:r; び

付ける ゲート となる 。 ( 岡本 隆/ 円主l! 設日1-)

オ ズ 棟 夕 景

オ ズ パ ー ク を 岸 壁 レ ベ J レより見る

19  
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I T M練東エ ントランス

所 在 地 一 一 ー 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 北2ート 10

ITM栴拒 オ ズ 棟 合 計

敷地面積一一一 39 ，125 _4 5 m' 28 ，990_ 99m'  68 ， 1  1  6  _  44 m'  

建 築 面 積 一 一 - 2 6 ，674_ 49m'  19 ，3 1 2 _ 2 6 m'  4 5 ，986 _  75m'  

延床面積一一一 260 ，054_ 45m' 75 ，727_ 26耐 335 ，781_ 7I m'  

F昔 書t 一一一 B  1  F ， 12F B2 F、 6 F

+荷 造一一一 S 、 S RC S 、 S RC

工 期 一 一 - 91 .  3  ｾＹＴＮ＠ 2  9 1.  8  ｾＹＴＮ＠ 2  

最 寄 駅 一 一 一 ニ ュ ー トラム ・中 埠 頭 釈 下 車 徒 歩 5 分

撮 影 稲 住 泰 広 、 末 廃 久 詔 、 側 伸 和 ・前田誠士、

柄 松 稔 、 福 本 正 明

I T M棟北面壁画と赤いグリッド( 壁画作家田，刈安一)

20 



1  包 ン ト ラ げ ト 女づ ¥

- 工ーーーー一一_ . ) 1ハーハーアトリウム

| 幅艶

2階 平面 図 1: 5000 6階 平 面 図 1: 50∞ 
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企 画 ・監 修 圃

日 本 イ ン テリ ジ ェ ン 卜ピ ル シ ス テ ム ズ

言'il:言十 ・

清 水 建 設一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・

清 水 建 設 大 阪 支 l苫

新 大 阪 第 2森ピル

手応M坂第 2 森ピノレは関西の交通拠点であり、特に品丘大型者11市絡設

による附発が急速に進められて ｌ 、る「幸 ｊ ￎＺ大阪ｾｴＺｊＺ也区」とし、う、女子 Ｂ｜ｦ

I也に姥設されたインテリジ‘ ェント対応型のオフィスヒツレで、ある 。

計画にあたり都市主主備の観点か ら総合設計イIII肢を採用し、外周歩道

にllii して敷地面積の3 5 %を公開空地 として、広場や緑地を配置し

た。広 場北京の コーナーに は、光のオフa ジ、ェ ( 作者: 石井幹子) が置

かれ、オフィスワ ーカーのな矧ミのオアシスとして、また: j ! I ; i f1Jの新し

いウェイテイングスポットとして利用されている 。

外装は花岡¥i 岩および磁器質タイノレ打込PCJ 援と大型検述窓アノレミサ

ッシュてv構成し、落ちぞれ、 fニグレー系の泌淡により、重厚感の中に

もリズミカノレな変化 を表現して L 、る 。

11府は開放的で‘ 明るいエ ントランスホーノレ、レス トラ ン、庖告i I i て;緋

成し、夜館者のみならず広〈外部へのサービスにも配[ i ! ! . した。

五t :¥主階はリニア ーコ ア形式のプランとし、 中央のエ レベーターホー

ノレはjjl; j端部の特別避難階段付室まで直線的に寸 本化させ るこ とに

より、広々とした共用昔日空閉そ生み出 し、端部のア ーノレ状ノf ノレ コニ

ーはさわやかな外光をとり入れると共に、東西面の外観を柔和に印

象づけている 。

南北にまとめられたｾ成主の執務空間には、 ｏａ フロアーやノレーパー

付照明組込システム天井等を標準装備するなど、 1時代を先取りした

五民1的なテナン 卜オフ ィスピノレとして、今後ますます発展判明待さ

れる事わり反業務地区の中核的位置を「占めるものと思われる 。

所在地一一一一ー大阪市淀川区宮原3- 5- 36

敷地面積一一一一 5，816 . 35m'

建築面積一一一一一 2，440 ∞m'

延 床 面 積 一一一一- 48 ，115. 29m'

( 百々兵二郎/ 清水建設)

構 造 規 模 一 一 一 S( 一 部SRC. RC) 、B2F、21F， P2F 

工 期一一一 一 ＱＹＹＱ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 ｬ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R・新 大 阪 駅

撮 影一一一一稲住泰広
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ｼトｾ

事務室

事務室

-園田・・ ・・・・・ ・・・・・

断 面 図

基 準 階 平 面 図 1:  800 

④ 

車 入 口
30H道 路

配 置 ーl 階 平 面 図 1: 6∞ 

基準階エレベーターホール
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26 注 築 と 社 会 ・1994 .7



l If 

言ｬｬＺ言十ｾ王里 ・

日 建 設 計

方包コニ ・

鹿 島 建 設

龍 谷 大 学 瀬 田 学 舎

第2次整備計画 R E Cホール・4号館

龍谷大学' のfll l立 350周年記念事業として、滋賀県の誘致を受けて新設

された理工系学部のキャンノ f スである 。

来lct也は賞主雪品) j の} j ミイJ ! i lで、県により *1' ，ぬ邸内に整備が進められてし、る「び

わこ文化公陵情11市」内にあり、県立図哲二館、美祢' i t i f : rな E も近くに位

置している 。 設計に当たっては、忠まれた自然J . l ; 'mi : を生かし、教育

の; 場としてふさわしし、政岐を翁11ることを五炉ドとした。

加也造成は、自然の削|予を生か して剖民差をつけ、 1 号館 (珪l工学

昔日) を "1"心に低府の主I ! 物でまとめ、奥行きの感じられる配置計画と

しt.: 。

第 Ｒ 次草創 Ｑ 市計 ｩ 匝 ＱＱ Ｎ［ＱＺＮ、 Ｑｾ ｦＮ Ｑ かれた大学の拠点となる ｒｅｃ ホーノレや 一 般教

室株 の 4 号館などを主I ! て、 施設を拡充させることを意図したもので

ある 。既存との調和を図りながら、それぞ‘ れの長I ! 物が存在感をもち、

また各棟には採光のための中庭を設け、主i助J に固まれた広場や高低

差のある迦賂は季節の移り変わりを感じさせ、 l明るく親しみのある

空 間となるよう画｣ｲＮｾました 。 Ｈ古ｉＧ Ａ［ｪ ，良 ｾ ｾ ［ｾ Ｎん Ｏ ｅｬｬｩｬｬ 設計Ｉ

所在地一一一一大津市瀬田大江町字横谷ト5

敷地面積一一一一- 205，445 . 0 0 m'  

建築面積

R E Cホ ー ル 2 ，182. 57m'  4 号 館 2 ，742. 37m'  

延床面積

R E Cホ ー ル 7 ，944. 86m'  4 号 館 7 ，787. 36m'  

構造規模一一一一 R C、一部S R C、3 F、BI F

工 期一一一一平成 5 年 2 月~平成 6 年 3 月

最 寄 駅 一一一一 J R東海道本線 ・，頼回駅

撮 影一一一一 水野励治

RECホール食堂
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デ ザ イ ン 監 修 ・

衛 藤 信 一

設 計 監 理 ・

大 建 企 画 設 計

中 央 設 備 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

施 工 ・

フ ジ タ

堂島木テル

1itX. _!j ホ テノレは以R i i にも客室主体のシティホテノレとして同地で営業し

ていたもので、今回客室 ・事il.tiXJ g街ti に加えて 、ブライダノレ ・袋会官fl

r"l と会 只tl; 11へノレスクラブを併設して全面リ ニュー アノレをお こなった

ものである 。 B 3 1楕は機械式駐車場、 B 2 階と B 1 階の一昔Ilに会員

制へノレスクラブ、 ｂ ｬｉ暗から Ｒ ＱＥ ｾｴ 71滑に料飲J苫舗、 3 階から 6 1椅

はブライダノレ ・宴会場施設になっており、客室には 8 階から 14階を

充てている 。

主I r て科えるにあたり、オ ーナーの希望でヨ ーロ ッパスタイノレの本絡

がj な rJ . j 寸勿」のホテノレとする事をポリシーとして言十函をスター卜し

た。 lI;'i i J t l に流される ことなく、 11寺1mの経過を l床方に出来るような建

築を［Ｎｫ ｊｊ ｾ したいと の怠図から、デザ、イン既修を長年ウィーンで ｴｬｩ ｬｬ 作

活動をしてきた術藤信一 氏に委 託 して、外議見イメージは初が明のノレオ、

ッサンス4胞にをベー スとして、昔Il分の快倣に陥ることなく、シンメ

トリーと各部の プ ローポーションを t.: '¥、じにしながら、 全体を士仁t

け、ることに会力そっくした。外 装材は天然索材のイタリア花1まi岩を

選ぴ、昔の手加工営全面的に採用する司王も出来ないので、機械力L ー

を主体としながらも、全体的には手加工の視かみが伐る J憾な造形を

な凶して今|司のな匠とした。

i人l音IlのテV 、インはノレオ、ッサンス緩まにからバロック様式を主体として、

これもプロポー ションを主体に、細部は現; ( : E 結集可能な技術の範囲

てデザイン意図の笑現を試みた。

何本として宵折、吋おにと現代デザインの微妙な取り合わせを見て頂け

れ ば幸 せである 。 (LLi肝t目、IV 大建企画設計)

所 在 地 一一一一 大阪市北区堂島浜2- 3- 1

敷地面積 一一一一一 1，61 1. 88m'  

建築面積 一一一一一 1，330 ，8 6 m'  

延床面積 一一一一一 14 ，670 . 39m'

構造規模 一一一一一 S R C、S 、B3 F、14F、P 2

工 期 一一一一 ＱＹＹＱ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一一一一 J R大阪駅、地下鉄西梅田駅

撮 影一一一一 稲住泰広

断面図 1:1∞o  

エ ン ト ラ ン ス ポ ー チ

エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー
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背壁の家

設計

水谷嘉信

l 層目は施主が経営する整骨院で、基

壇としてのコンクリー卜造。 2 、 3層

は木構tEとなっている。住居へは北側l

の道路から大きな扉を開け入ることに

なる。 この扉から階段を上がると、中

庭に出る。そこに住居の玄関があり、

ここからさらにゆるやかな屋外の階段

を行くと、勝手口がある。すべては街

路空間によってつながっている。この

中庭や街路空間と住居をつなげている

ぜ かぺ

のが「背壁」である。外部と内部の接

点に位置する白い壁である。建物の部

介や 目差しゃ人々の姿がさまざま に影

を落し、また消えるその色て・ある。常

に真新しい自である。

その街々の、ありふれた素材、工法を

取り入れることが、住居( すまい) の原

点と考えている。 まわりの環境や与え

られた条併〉中てす采りうる最小限の表

1見その手法、方法からのみ得られる

最大限の豊かさ、何らかの可能性や空

気が感じられる空間、場づくりに力を

注いだ。そして、建築が現在の都市の

中でどのような接点を見いだせるのか

を探りたい。

みずたによしのぷ

水谷嘉信

1956 三重県生まれ

1980 大阪工業大学建築学科卒業

1980 渡辺豊平日建築工房

1982 吉田保夫建築研貯斤

1983 平山明義建築設計事務所

1984 水谷嘉信建築設計事務所設立

創頭集集- J j笠購鍵拘射楓! l 委員会)





Nat i onal  OT I S  

住宅設計の常識方変わる。

ホームエレベーターは、もう賀沢品ではありません。

くのり愛号〉は、 一気 に295万 円の普及価格 。

今までのような高級住宅に限らず、ごく一 般の住宅

にも幅広く提案できる身近さです。しかも、様々な

住宅 への収まりを徹底的に配慮、した親切設計。

高齢化社 会 に向け、夢あふれる多層住宅のプラン

創り に、ぜひお役立 て下さい。

. スリムな昇降路一間口 1，650mm、奥行1，500mm (木造の場合は

1，650mm)のスペースに機器類も収まるコンパクト設計。

. 低い軒下寸法 最上階の床面からの必要高さを、低<2，400mm

に、建築斜線制限をクリアしやすい有利な設計です。

圃木造住宅にもOK. 建物への荷重をしっかり支える昇降路鉄塔

付で、木造3階建て住宅や鉄骨住宅にも設置できます。

(木造住宅用鉄塔: オプション)

阪
円

一
即

時
万

一
一

州

民

一

v

路

付

。

》

湖

町

2
ぽ

. 車椅子てもラクラク利用できるゆとりの設計 . わずか1坪の設

置スペース ・扱い易いシンプル操作ノ fネル ・電源は単椙200V

・電気代は1ヵ月 800円程度 (1日20回使用の場合) と経済的

(なお、のり愛号の出荷は' 例年8月1日からとなります。)

一一一ー安心の24時間ダブルサポートシステム一一一一

Ｈ ｾ ｉ ｊ に 点 検契 約 が 必要で す ＮＩ

ナショナルオーチス

ホームエレベーター

愛号

ｾ＠

r------一一

松下電器産業株式会社/ 日本オーチス・エレベータ株式会社

新

霊

場

HAi き

資料とビデオ、さしあげます。F AX函 o120- 495- 065/TEL函 0120-495-064(Z3213111T -)

お名前、住所、電話番号、さらにパンフレットとビデオ、いずれをご希望かを明記のうえ、上記の番号lニFAXして下さい。電憶によるお申し込みもお気軽に。

干 163-08 東京都新宿区西新宿二丁目 4番1号 (新宿NSビル) TEL(03)3349- 1361 (代表) 日本オーチス・エレベータ側

32 ※ ビデオには本数に限りがあります。お申し込みが殺到した場昔、お届けできないことがありますので、ご了承くださ L、



日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8- 1

TEL.06-872-0391  FAX.06-872-0784  

業務 時 間 9:00- 17:15( 土 曜 休 業 )

財 団 法 人

建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 に つ い て

は じ め に

当委員会は、昭和49年11月近畿建築行政連絡会議の要請により建

築主事の諮問機 関 とし て発足 し、同連絡会識が定め る構 造等取扱要

領に掲 げら れた建物等の安全審査( 以下 「審 査」 い 、う) を行うこ

とを目的としています。同要領は、昭 和56年 6 月の建築基準法施行

令の改正に伴 って建誌t省 住指発第96号の通達を受 けて改訂され、 高

きが45m ( 鉄筋 コンクリ ー卜 造は 31m) を超えて 60m以 下の高層 建

財) 日本建築総合試 験所

委 員名 簿 敬称略 50音順 {平Jれ 年 4 月 l 日現在)

大 阪産 業大 学工 学 部環境デザイ ン 学科 教 授議定

築物についての安全性を判断する 「評価」が追加されました。

なお、当委員会では近畿以外の地 域の物件に つ いても「評価」や

「審査」 を行っております。

33 

関 西 大学 工 学部 建 築学科 教 授

京 都 工芸繊 維 大学 工 芸 学部 造 形 工学 科 教 授

大 阪 大学 工 学部 建 築 工 学 科 助 教 授

大 阪 大学 工 学部 建 築 工学 科 教 授

京都 大 学 工 学部 建 築 学 教室教 授

社 団 法 人 日 本 建 築構 造 技 術 者 協 会 関 西 支 部

〔 株 式 会 社 日 建 設 計 大 阪 構 造 事 務 所長 〕

大 阪 工業大 学工 学 部 建 築学科 教 授

京都 大学 防 災 研 究 所 教 授

神 戸 大 学 工 学部 建 設学科 教 授

京 都 大学 名 誉 教 授

大 阪 市立大 学 工 学部 建 築学科 教 授

京都 大学工 学 部 建 築学 第二教 室助 教 授

林 戸大 学 工 学部 建 設学科 教 授

神 戸大 学工 学 部 建 設学科 教 授

京都 大 学 防 災研 究 所 助 教 授

大 阪 工 業 大学工 学 部 建 築学科 教 授

京都 大 学工 学 部 建 築学 第二教 室餓 附

摂 南 大学工 学 部 建 築学科 教 授

大 阪 大学工 学 部 建 築 工学 科 教 授

京都 大 学 防 災 研 究 所助 教 授

福 井 大学 工 学音I ml境 設言十工 学 科 教 授

大 阪工 業大 学 工 学 部 建 築学科 教 授

京 都 大学 防 災 研 究 所 助 教 授

日 本 建 築 総合 試験 所 材 料 試 験室 長

神 戸大 学工 学 部 建設 学科 教 授

京 都 大学工 学 部 建 築学 第二教 室助 教 授

京都 大 学 防 災研 究 所 助 教 授

大 阪工 業 大学 工 学部 建 築学科 助 教 授

近 畿 大学 理 工 学部 建 築学 科 助教 授

京都 工 芸繊 維 大学 工 芸学 部 造 形 工学 科 教 授

京都 大 学工 学 部 建 築学 第二教 室教 授

m南 大学 工 学部 建 築学科 教 授

京都 大 学工 学 部 建 築学 教 室教 授

京 都 大学 防 災研 究 所 教 授

京都 大学 防 災 研 究 所 教 授

社 団法 人 日 本 建 築構 造 技 術者 協 会 関 西支 部

〔株式会 社 東 畑 建 築 事 務 所 大 阪 事 務 所 長 〕

日 本 建 築 総 合 試 験 所 構 造 物 試験 室 長

日 本 建 築 総 合 試 験 所 事 務 局 次長

明 石 工 業 高等 専 門 学校 建 築学 科 教 授

摂 南 大学 工 学部 建 築学科 教 授

福 山大 学工 学 部 建 築学科 教 授

京都 大 学 名 誉教 授

京都 大 学工 学 部 建 築学 第二教 室教 授

関西 大学工 学 部 建 築学科 教 授

関西 大学 工 学部 建 築学科 教 授

関西 大学 工 学部 建 築学科 教 授

大 阪 大学工 学 部 建 築工 学科 教 授

京 都 大学 工 学部 建 築 学 第二教 室教 授

日 本 建 築 総合 試 験 所長まE
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当委員会は、 主 に近畿における大学の先生方で構成されており、

月 1 回聞かれる常任委員会にお し、て申込み案件を蔀義し、 案件ごと

に 2 ・3 名の委員か らなる小委員 会 (部会) を設 けます。 詳細審 議

は この小委員会で行われ、通常 2 ・3 回聞かれます。蔀義終了後、

担 当委員 により報告書 (案 ) カ対乍成され、常任 委員会 での審議を経 て

報告 書が交付されます。

建築主 事から建築石雀認申請予定物件に ついて、 当委員会の評価あ

るいは審査 を受 けるように指示 された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1週間前までに 当試験所にお申込み下さい。

なお、資料等 の作成にあたっては、 事前に 当試験所と相談の上、

進めていただくようお願いします。

0 評価又 は審査 申込書 ( 当試験所所定の用紙) ・・・・・… ・・ー 1 通

0 建 築主 事の意見書 ( 審査依頼事項を記載したもの) ー ・・1 通

o 総合説明書 ( 常任委員会及び小委 員会用資料) ー・ ・… .. 20部

運

申 込 み 方 法

2.  

3. 

評 価 ・ 審 査 の 手 数 料 に つ い て

基本手数料は、 喜利回95万 円、審査60万 円です。

常任委員会での受付 終了後、 当試験所よ り申込者 に対し、請求書

を送付しま すので、審査終了 までに所定の銀行に振込んで、いただく

4.  

建 築 と 社 会 ・1994 .7
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こと になっ ております。

常 任 委 員 会 の 開 催 日

委 員 長
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平成 6年度の今後の常任委員会開催日は、 8/ 23、9/ 21です。

10月以降に つ いてはお問合せ下さし 、。

お問い合 わせは、 庶務課までご連絡下さい。資 料請求および、
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関西国際空港とともに、

ステンレスの宋来ヘ向けて飛び立ちます

川鉄の

超高耐食性

ステンレス

R30・2( SUS447J 1)

日本初の24時間空港として、その経済効果が期待される関西国際

空港。この旅客ターミナルビルの屋根を覆うメタルタイルは、)11鉄の

ダル仕上げ(シルバーソフト)“ スーパーステンレス"です。海に図

まれた厳しい環境に耐える高耐食性とともに、太陽光の反射を

抑え飛行の安全を高めるために表面に凹凸を付けた防隊性を

もっスーパーステンレスて'す。しかも、自然の色合いの微妙な変化

を映し出すステンレスの質 感 はそのまま 。 ニのスＭｾ｜ーステンレス

鋼板て覆われた屋根はすでに完成し、9 月の開港に向けて、大きな

注目を浴びています。鋳に強〈、すぐれた特性を持つスーパーステ

ンレス。)11鉄はこれらの特性をさらに磨きあげ、市場のニーズに

対応できるさまざまなステンレスをこれからも提供していきまれ

.“ シノV パ- ;/フド1;l 川鉄のつや消し仕上げ

ステンレス鋼板です。

R30-2( SUS447J l)の他にも使われてし、まも

川崎製鉄株式会社思口弘i fZC33123: 器 官 詰 おfribZ101よお::;ど;:
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建材用フ工ライト

ステンレス銅

一
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一
一

一
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ｾ＠ < 熱伝導率が大きいために、熱歪みが小さくな

り、部材のジョイント白地寸1法を小さくすること

ができる 。

@ 一 一 使 用 実 績

R445は、日本コンベンションセンター展示 棟

( 設計: f的 枠 設 計) および吉備高原者11市 セ ン タ ー

( 設計: アーパンデザ、イン コンサノレタント) の外

掛 4などに使用されて L 、る。

一方、 R30- 2は、関西国際空准旅客タ ー ミナノレピ

ノレ( 設言十: レンソe ピアノビノレディングワークショ

ッフ。ジ、ヤノ f ン) の屡線全f本を覆うメタノレタイノレや

石川 県総合水産センタ ー の屋根にも使用されて

いる 。 また、 R445およびR30- 2は、切材ならびに

シーム j割安継ぎ手の曲 Ift'l:がf変れるため、シーム

浴 核|坊* 工法ミ尉艮にも適してし、る。

れる干し食指数 ( P. I. = Cr + 3Mo) によってある程

度推定することができる 。柳 川1で 1. 5年間暴露し

たステンレス鋼の発銭面積率 と孔食指数の関係

ぞ図 1 に示す。干し食指数カな叫ん上てあれば臨海地

主主においても高耐食性を示すといわれている 。

R445 は こ れ ま で の 使 用 笑 績 か ら 耐 食 性 が

S US316 よ り 優 れ る こ とが実 証 されており、

S US316を使用する必要のある政明て'1a用するこ

とができる 。一方、 R30-2は沖純における暴露試

験でも優れた耐食性を示すこと力者li 齢E、されてい

る。 フェライトステンレス鋼はSUS304 と同じ表

面{ 土上け? 選択することができるが、 S US304の

場合と同様に、耐食性におよ ｬ ますｾｻ斜冷考慮、して

表 面イ:仁上け‘ の種類を選択する必要がある。

。 一一ーはじめに

建築分野におし、ては、オ ー ステナイ トステンレ

ス鋼S US304お よ びS US316が汎用ステンレス鋼

として用いられて ｾ ， ;.， 0 これらの鋼は、! 部j毎地域

等 のl散 しL 、腐食環境の場合、表面仕上け. の種類や

使用される昔日位によ っ ては錆びることがあるた

め、表面を塗装したステンレス鋼も使用されてい

る。臨j毎地域等 においてステンレス鋼を無塗装て、

使用する場合、ステンレス鋼自身の耐食性を向上

させる必要があり、 Cr とM oの含有1誌を多くした

鋼 が 臨 海地域用ステンレス鋼として開発されて

いる 。 ここで1立、それら高耐食' t ! I : フェライ トステ

ンレス鋼について紹介する。

。 一一ーおわりに

フェライ トステンレス鋼R445やR30- 2は、耐食

性が非常に優れており、しかも仕上げ‘ によ っ て

色尽な肌 合いのものが製造可能である。また、こ

れらのフェライ トステンレス鋼はS US 316やチタ

ンに上凶交して経済的であるため、今後の発展ヵワ別

待される 。 猪野達雄/ 建材委員

機械的性質

フェライトステンレス鋼の機械的性質は、 表 2

に示すように、 S US304やS US 316に比 べて降伏強

きが高〈、 伸 び力むj、さいことカサ柄数である。フェ

ライ トス テ ン レ ス 鋼 は 、 板 厚1.5mmの場合て A も

180.曲 げがで3 るため、 曲げ加工が多用される建

材 に適用することができる 。

@ 一 一製 品仕様と特徴

化 学 組 成

建 材 用フェライ トステンレス鋼の化学t 也戎を

表 1 に示す。R 445はS US316の代督鋼として 1m発

されたものであり、 Ni を含有せずCr の立を増や

している 。R 30- 2はS US447J H ニキ目当するま岡であ

り、Cr とM oをR445よりもさら に多〈含有させた

Ｑ ＲｾＷ ｉ ｪ Ｎ初 也 域周ステンレス鋼である 。

物理特 性

フェライ トステンレス鋼 1;1:、 表 3 に示すよう

に、 S US304やSUS316I こ比べて、鮒l関長係数が小

耐 食 性

大気恭露におけるステンレス鋼の耐食性1;1:、ス

テンレス鋼中のひと Moの含有量をもとに算出さ
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図 1

SUS316 

o  

潮岬で1.5年間暴露の発鋳状況

ステンレス鋼の化学組成

]I S規格

化 学 成 分 %  

分 類

川鉄規格)

C  Si Mn  P  S  Ni  CI Mo  その{ 也

耐食性 (R445)  

0. 030 0. 04- 0. 50 0. 040 0. 005 0. 60 21.50 - 0. 75- NbO. 35-

以下 0.06 以下 以下 以下 以下 23. 00 1. 25 0. 45 

Cr系

ｾｲＮ耐食性 SU54-427) j l  
0. 010  0. 04 0. 40 0. 030 0. 020 28. 50- 1. 50- N  0.015 

( R30 以下 以下 以下 以下 以下 32. 00 2. 50 以下

i僚4主型
SUS304 

0. 08 1. 00 2. 00 0. 045 0. 030 8. 00- 18. 00-

以下 以下 以下 以下 以下 10. 50 20. 00 

Ni 系

耐食性

0. 08 1. 00 2.00 0. 045 0. 030 10. 00- 16. 00- 2. 00-

SUS316  
以下 以下 以下 以下 以下 14. 00 18. 00 3. 00 

表 1

SUS316 

建 築 と 社 会 ・1994.7

7. 98 

502 

3. 9 

16. 0 

74 

193 

35  

US304 

7. 93 

502 

3. 9 

17. 3 

72 

193 

SUS447] l  

(R30-2)  

7. 64 

502 

4. 5 

9. 8 

64 

226 

(R445)  

7. 68 

469 

4. 7 

9. 8 

62 

205 

表 3

特 性

比重 (g/c耐)

上 ｴ 費ｾ｜ (J / kg・.c)

葬1¥伝 i持率 ( x 10-2cai/ cm'  S ..C) 

熱JW濃係数 ( X lO- ' tC)

ｾｴｪＺ気抵抗 ＨμＰ ・ ｣ｭＩ

ヤング率 ( X 10' N/耐)

ステンレス鋼の機械的性質

鋼 種 降( N伏/m強m' ) さ引( N張/mm'強)度 仲(%ぴ)  E(更HV さ)  

曲げ

(180・，IT)

(R445)  
代規表格!日l

孟205 主主 390 主主 22 ;';200 害1I れなし

382 510  32 186 書1I れなし

S(RU3504-427) J l  代規表格例

ミ295 主主 450 孟22 孟220 害1I れなし

436 563 30 201  書1I れなし

SUS304 代規表格例

孟205 孟520 主主 40 主主 200 害1I れなし

284 637 56 174 害1I れなし

SUS316  代規表格{日l

主主 205 孟520 ;'; 40 ;'; 200 害11れなし

274 608 57 178 害1Iれなし

表 2
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住空間における居どころへの視点 l 総 論 I

住空間における居どころへの視点一個からの再出発

内 井 昭蔵

人間生活の社会化

場所というのは、空間の中て判i値の集積している ところで、家族

の歴史 的 事実だとか 、記鈷とかでＧｴ ｾ ｈ ヒされたところをいいます 。 現

在、住宅の中て1間人の居場所がないい、うことは、場所として認識

できる空間がないとし、うことで、昔は生活風景の仕掛けとして、大

黒柱などの固定したものがありました。そうしたものが今の住宅に

おいてはなくなっています。 また、農村社会とか昔の社会など固定

した社会てやは、居どころとか場F斤| 主は「座」という形でありました。

現在は、家族の中で主 人とか主婦の居場所を確定できるものが希薄

になっています。 これは、 家族の形態が核家族化したことで、いま

までの家族( 家) の複雑な仕組みが整理され、親は親、子は子とぱ

らぱらに生活し、相互の コミニュケー ション、情報伝達が断絶 して

いる 。昔は祖父、祖母などと共に生活を営み、或いは交流すること

で集積された情報が伝達されやすく、家の歴史の中での自分の位置

関係の解明が容易だったといえます。

一定の壁に固まれた閉鎖的な空間の中てないと居どころ、居場所

は確定てきません。 いまの住まいの多くに庭がなくなっているのも

11斜Fがあるのでしょう 。昔の日本の家屋は開放的でありながら、庭

の周りを垣て、、囲ってし、る空間構造で、庭と室内がーイ本化してし、まし

た。 それが家庭内の安心感ぞ生みだし、内部てやは家族聞の開放的交

流ができたのが、いまはそ の壁がなくなって、プライベー 卜な空間

領域が部屋だけ t いうのが大きな問題でしょう。それがアパートメ

ン卜 化して、 家族各々の立場が希薄になり、家はただ寝るだけの場

所、道具を置 くだけの場所になってしま って、 実体的な生活行為が

満足に営まれなし、。家があってもホームの実体がなくなっていると

いえます。居所は T Vの前だけというのカ f現実の家族の姿です。 そ

うしたところから人間生活そのものが社会化しているともいえま

す。逆にオフィスも公共建築も生活空間化する傾向にあります。 こ

れは居どころが分散するという意味です。

私自身のこ ｴ になりますが、いまｊｦｾ京と京都の双方に生活の拠点

があり、職場のほかにアトリエ、家をそれぞれもっています。だか

ら朝、起きると ここはどこだったかとしばしば考える l埼つがあります。

それでも自分自身の居心地の L礼、場所をつくるために、本とか、私

の趣味である食恭とか、絵をそれぞれの生活拠点に同じように置い

ています。動物のテリトリ ーを示す臭い付けのように、それによっ

て自分の居場所計簡悲します。
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生きるための技術

家族の生j舌様式も変わってきて、動丘は主婦 も外てや仕事 をもって

いますし、 家にし、るのは年寄りだけかもしれません。昔は家族とい

うものは重要な教育の機能をもっていて、その場がホームでした。

いまは同じ空聞を共にしながら滞在が短いために、その機能を充分

に果たせなくなっています。つ まり親から子への「生きるための技

術J の伝達がない。例えば、忍耐する、人を愛する、死ぬ、などの

技術が伝わらない不幸があります。 そうしたものは、 学校で教えら

れないもので、家庭でしか教えきれない大切な ことです。 そうした

生きる技術、心を伝達する機能が欠けてしま って家の持つ伝統が消

えてしまいます。

l'家J は「ものJ を伝達する機能もあります。昔は「かまどJ な

ど耐久性のある「もの」を親から子へと伝えることによって「家J

を相続してきました。現在は耐久性のない機能性中心の家電製品な

ので「ものJ を伝えることがなくな ってきました。 これは「も のJ

の価値を実体として伝え、守って いくこと の 犬切さを喪失して いる

ことです。家族が 「もの」を守ることによって一つに結束するわけ

です。泣産相続てや土地、家屋を相続しでも、税金などで分割したり、

こわしたりバラバラにな ってしま います。 いままで社会の仕組み、

制度として連綿と続いてきたもの、山、畑、家など親から代々うけ

ついてきたものが崩壊してしまうわけでやす。 自然環境、景観を守れ

なくなっています。居ど ころ、 居心地とカ・はそうしたことに立肱11 し

ています。

私の家てやは、家族の紳を大事にするため正月 t かクリスマスとか

に、そのための特別な食部 (J m. 時漆器、ベオ、チアングラス) を使っ

てハレの lヨを祝います。 そうしたしきたりと「ものj をとおして「く

せ」をつくります。 そうした生活行為が家族の営みを持続させ、そ

れと空聞をーイ本化することが重要だと考えています。公共建築、例

えばホーノレを造る時にもそこで行う予定のプログラムを知ることで

設計が出来るわけです。住宅を造る時、そ こに住む人達がどのよう

な生活のプログラムをもっているかを聞くことが大切なのです。打

ち合わせの時に、予算がいくらで、家族が何人てや、駐車台数が何台

で、物置がどのくらいほしいかだけを聞くのではなく、どのような

生活のイメ ージをも って いる のかを聞き出すこと、或いは一緒に考

えることが重要なのです。 それがないと、いくら L、ぃ建築そ造って

も住み手の生活にあわなくなります。



生活のイメージ

いま、居心地のし、し、場所というと、安楽精子があ って、T Vがあ

って、 エアコンがあるところを挙げる人が多いわけです。 それは本

当の居心地の L、ぃ場所て、. はないので。す。いまバータン化 した情報てや

世の中が; 構成されているのは非常に怖いですね。文化とか創造性の

お! 元島に建築家が力11担してきた ことを反省しています。

ただ、 こうした家族のあり方、都市と住宅のあり方を真剣に考え

ているのは建築家であり、特定の人を対象に 出来ない公共，建築、公

共住宅の供給者でしょう 。 その場合、 I::H湿なのは対象の人が見えな

いため、平均化し、 抽象化してしまう ことて" す。 そうしたことは、

質そのものを等質化、回一化する危険性があるわけです。 そうした

ことを |坊寸ために外形的に変えるしかありません。住戸の而和はi決

まっていますから、コモンスペースとプライベー トスペースの聞の

操作とか自由度を考えるわけです。

「ベノレ コリーヌ南大沢j においては公共建築なのに、イメ ー ジま

で変えさせていただいた。 そうしたことがないかまり、空間を特イヒ

できない、すなわち居心地のいし、空|聞ができないと思います。

住む人の顔が見えれば、ある手却支 コ ミニュケーションてやイメ ージ

を発見してつくることカ fてきます。顔が見えないから、あるレベノレ

でものを考えるわけです。住宅は居心地のよさで買 ってくれるか疑

問に思います。デザ、インの決め手は、その住宅が売れるかどうかで

す。経済生、合理性、品質性とかで売れるわけです。空1M']のもつ本

質性て選んでくれることはありえません。公共住宅、戸建住宅でも

出来るだけ居心地のし、 L、空間づくりをしている つも りです。

しかし、建築家の意図していた使し、方どおりにしていただく場合

は非常に少なく、後で使いずらいとか雨漏りがするとかいう苦情が

あって行きますと、同がi腐るようなイ吏い方をされているわけです。

自分の住む住宅とはどういうものなのか考えていただかないと、建

築家と住まい手のギャップが大きすぎます。以前はそうした度に腹

が立ちましたが、 t記丘1. i 走塁越して、使い方は自由で、やはり設計が

悪かったと思ってあきらめています。

われわれは空間とかハウスは造れますが、生活のホームは造れま

せん。生活は住まい手のものなのです。本当に住まい手がいし、生活

ぞ創れるようなハー ドを造る ことが建築家の使ttγ です。 どのような

生活がし、いかをイメ ー ジして住宅をつくりますが、 一旦、住まい手

に引き渡したιU二、それをどう使おうがその人の自由て、あって後で

ああでやもない、こうでもないというのは辿椛行為で、また建築家の

地長でもあ り、設計が悪かったのかもしれません。

初、は住宅を設計する場合、設計事|はサービス fごと考えています。

それにかける時間と設計事|カf釣り合わないからです。逆に、サービ

スと考えるとし、し、加減なことをして、後て。嫌われるとサービスの73;

l床がありませんので、手抜 きなどはもってのはかで、できるかぎり

ｼ 共 ｪ わってやるのですが、後でやはり怒られますね 。 ＨＪｾ、Ｉ

打ち合わせのl時、明確な生前イメー ジをお持ちのクラ イアン卜は

まれです。 目先のニーズにとらわれず、相手の身になって、どうし

たら 一番、相手の幸せになるのかを考えることがサービスだと思っ

ています。大きな歴史的な兄方をして、ニーズの奥にあるものをつ

かみとる気ていないと駄目だと ，141います。H寺には私達j _ . ) _卜. にユニーク

な空1I J1への考え方をする人がL、ます。

女優の左幸子さんなどもその一人です。 目黒のスタ ジオを設青|ーし

たのですが、キッチンとかリピンクcの考え方が大l也て別「新ですね。

寝室も含め全部一つの空間で、いってみれば‘ 大きなワンルームて¥

生活J惑がないといえばいえるのですが、モダンな L、し、空I: ¥j にな った

と思います。

吹上御所の設計

れ削 二御所J の設計では、天皇陛下にお会いするまで、われわれ

と生活体験や価値観がまるで違うのではないか t 思 っていました

が、笑| 僚にお話をしますとそうではなくてわれわれと同じ感党をも

っておられる方だと 思いました。

非常に率直にお話される方て二打ち合わせの時は一般の設計と同

じで、ここはこのくらい広い方がL、し、とか、ここにはこうしたもの

がはい、とおっしゃっていただき、非常に設計一者 t してやりやすか

ったよう に思えます。

一言 て ＮＢｉｾｾ しますし陛下のお考えは素朴て。質素なものを望まれ、

計沢なものはいっさいお許しになりませんでした。 そうした打ーち合

わせはかなり綿密に行いまして、普通の家の10倍くらいやりました。

家を造る H寺はどんなに高貴な方といえど、われわれ庶民と同じに楽

しみなんfごな/ : . ; 思いました。お{主まいにな って 1年目にノ f ーティを

されまして、その時お招きいただき、同|陛下から「居心地のし、 L、素

晴らしい意匠設計をしてくれでありがとう J !:. l 、うお言葉をいただ

きました。
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ライトの有機的建築

和、の建築の考え方は、フランク ・ロイド・ライトの建築について

の考え方に共感を覚えます。{ 皮が理想としていたことは現庄でも充

分、通用します。彼カ九、う 「有機的建築ーオーガニ ック ・アーキテ

クチュア( 生きている建築)J は、自然の有機体、木や植物は校も葉

も ｾ 法 日 一 つのもので Ｑ 本系づけ られて いて、微妙な 調 和｝を もっ て生き

ているい、うことと同じに装飾と景観とが有機的につながっていま

す。空間の コンセプ 卜そ のものカ清11分で も全体でも生きて います。

それが建築の中で一番大切なことです。 そうしたものが人聞をなご

やかにします。素材 をいかに生かすかがディテーノレて情すから。

ライトの建築は非常に景観的です。土地のもっているカが建築に

よく表現されています 。 ライトの建築は地 ｊｲｾ によく調和し、よく地

形を生かしています。落水荘やアリゾナの自邸もそ うです。おしさ

せの1加也を与えられて、それを生かすような努力をしても彼のよう

にキチッと合わせるのは非常に難しいことです。あわない こと は、

ライトの行状です。芸術家は自己主張が強 L、こし他人を困らせたり

問題を起こしたりする、がある干盟支許されると考える人は多いのです

が、私は芸術家だから こそ 、そう したことは許きれない t 思い ます。

都市の居心地

都市における 居心地についてですが、今、私が居る京都は素晴ら

しい街だと思います。山に囲まれ) 11カ寺東れる自然の安心感がある 。

それに熟成された文化があって、どこにし、 つでも発見があり場所性

がある 。 生活の場 が 苦 手立された歴史車 ｉｊｉ 、 ＱＱ 寺問 ｾｩｬｬｬ があ っ て、祭りがあ

って実に素晴ら しい。

その京都で設計しました 「国際 日本文化研究センタ ー」 は、梅原

猛先生の考えて いる理念を建築に表現 しようとしたも のです。形は

集手書的て"すが、研究施設を生活空間化した居心地のよ い研究者が研

究に没頭てふる空間にしたつもりです。盤 t1J Jのディテ ーノレや色彩テ

クスチャ ーが場所にぴったりおさまるよう土地環境にそって考えま

した。京都の施設はだいたい山裾にあって水平に広がっています。

やはり水平が日本文化の源だと考え、日文研も水平に広がり、奥に

行くと奥の院があるという構成にしました。図書館、情報棟はシン

ボ、リ ック に、セミナ一、会議室は夢殿に、エントランスは南大門 t

考えました。

屋根瓦は周囲の緑や秋の紅葉 に映えるも のを考えながら、 山口県

の萩を旅 していました ら、 とても 美 い 、IE説き 瓦の集落をみつけ ま

※ 写真はいずれも内井昭蔵邸

「我が家は森J森の 中に聖別さ れた空間 (住宅) があるという考えです。

植物に覆われた門 。

リビングルーム。 トップライトからは樹の問越しに太陽や月や雲が見

えます。わが家の「プラネタリウムJ。
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した。日本精村1を表現する III T家のいぶし銀の日本瓦もよいのですが、

知的拠点い、った非日常性も考慮して、赤い瓦を考えました。車 雌

きの素朴な赤を考えていたのですが、事 ､ 党き瓦 ｬ ま黛を ｩｾ めるので工

夫 しまして、いぶし銀瓦を還元で焼きましたら、期せずして自然の

焼きむらのある赤 L、瓦ができました。

梅原さんは当初、選んだ10人の建築家の書 いた本を片っ端から読

まれ、 「内弁さん、貴方の書 いた本の内容はよく理解て3 る。それと

言っ ていることとや っている ことが一致 しているね。J とおっ しゃ っ

て指名していただきました。実際、正直いってびっくりすると同時

に、そうした期待に応えるため、精神的に大変でした。 J=I文研の設

計にかかる前に京都の建物を調べるために、 「京大人文科学研究所東

洋学文献センターJ ( 設計東畑謙三) を見てす っか り虜になりまし

た。大変な名建築てや これu 上のものを出来るのか悩みました。

思うに、建築は平均的なものがなじみやすいのではなく、個性的

なものの方がなじみやすいのです。建築は垂直線と水平線てや構成さ

れています。垂直線は人聞の向上心 とか崇高なものを求める祈りの

心 を表し、水平線は人と 協調して相互に連除する日常性を表してい

ます。 ライトの建築が水平線強調てや大地 になじみやすい日本的な建

築い、えます。 それが日本人がライトの建築を好きな原因ではない

で しょうカ 30

なじみやすさが居心地のよさ

なじみやすい家をつくる こ とが門出来な建築j だと思います。 ま

た、自然になじな こ とは景色におさまってきて、地域社会の人遠の

記憶の中で場所を得る事が大切です。 なじみやすい建築もあり 、な

じみにくい建築もあるわけです。「不健康な建築J とは、 等質空Im'e

もたらす機能とか合理性のみを追求しているものです。 また、非常

に自己主張の強L、建築も不4即来ぃ、えます。

建築は元来、社会| 主の5郎、もので、建築家或いは施主一人のもの

ではないのでやす。周囲の環境、自然、景観との調和lの中で成立する

ものだと思っています。 いつまでーたっても自己主張が強くて、風景

の中に j容け込めない建築、自然とか環境に対立的な建築よりなじみ

やすい方がL、いと思います。生活になじみ環境になじむことは、エ

イジングに耐えられるテ川テーノレ、色、素材てないと駄目 fごと考え

ます。

初、の家の事に戻 りますが、私の家I. ; J : 父親の設計した昭和l初期の東

京の山の手の手[ 1 ; .羊折衷の木造住宅ですが、その| 時代性というか時代

精神を残そうと思い、解体修復をしました。fごヵ・ ら昭和初期の色を

使い、テクスチャ ー とか、 当時の材料のもつ薄っぺらさなどでノス

タノレジ、ツクなH寺代性を印象づけるテクニックを使いました。家に米

る客カがf よ〈仁、 こんな家 に住みたいとい つて〈れます。建築家の回堂

政嘉氏もアメリカの建築家↑ 協d必b会のノパfパ ス会長( 1988年) もおいてでで、や、

なり、「居心地がL、いよ」とい ってはめてくれました。

住宅て、一番、犬切なものは、アットホームと居心地よさと安心感

です。 それがあればどんな組末な素材でも居心地のよい家になりま

す。居心地のよさには時間の経過も不可欠です。新築の ころは空間

なのですが、それが時間の積み重ねによって場所性を獲得していく

のです。建築家は空聞を造るのですが、住まい手の手に 1) .主り、 H寺聞

や歴史の積み重ねカ 3 ら、なじみやすさが生まれてくる 。 それが居心

地のよさであり、「場所j といえる のではな いでし ょうか。

( うちい しょうぞう / 処築家 ・点目11大予教佼 ・ぷ)

( 聞 き手 。編集委 il 中村孝之、 イl 川i F. -r. j l j } j 平11卒、 小限 汽降、 t/，illll ll 利 )
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四一配こ一一

写真上下中失階段

多中心運動空間の風景

名塩ニュー タウン集合住宅

名塩ニュータウン集合住宅
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建築家の視点 E 遠 藤間生

写真左上下、右上下いずれも東階段

モダニズ、ム の建築と者Ilrli Ｑ ＮＺＱＺ暦ｾ性も文イ ヒ 性も有定

し、場所の{I 占「院を奪い、伝統的風景とは均|除まず、

!!It¥対営破段し、人々は場所に対する拠り fi f J を失っ

た。 ここに大きな |問題が一 つある 。ポストモダニ

ズムも、 {1f のコンテクス 卜や文化的Jj JiU:約二|央lわり

のな い姥築をつく り、 IIl :Wのイ|占15jl j(J( J な処築と者Ilrl i

をl市i一化する危険性を11音示した。又、相会が品[[j1'&

化されればされるほど存在) I . (I"J なflllifl 立WI. がブJ を持

ち、セ絶INJ なfillif J1立カfut 要て、ある ことがわかってい

ながら 、 それを詞刊illi するフ。ロク手ラムカ可宇れない。

美ｾＭ［識にお いても、 2 つのベクトノレがある 。すな

わち、ベノレサイユチ; 殿に( 1 : : ぷされるような幾何学

Ｈ ｉ ｾ ｊ て、左右声‘聞の直線的な空間や、 Ｍ ｟Ａ， ｾ して令体が

凡岐せる 、 中心 性の ｾＱＡｬ 、ｬｪ￭Ｎ純明快な Ｒ ｾ ｬｩ｜ ｪ の ｦｬｬｬｪｦｬ 立を

上位に置いてきたヨ ーロ ツノＢｦ Ｑ ｾ ｊ 美意識と 、もう 一

つは ｼ 浪りなく変化し、場所ごとに ｦｬ ｾ Ｑ 月 ｉｪ 性のある ＱＧ Ｑ

然な宅llil の多様なfil 日他を待つ来i干のそれである 。

後者の Ｒ ｾＱ Ｑ｜ｪの特質は、 Ｑ｝ 本峰 聞 の空 川村 ＧｪＺ ［［ｈ Ｈ ｉ ｲｾ＠

写真上下 路 地

写rt.1":t 供述雌跡I ' U&築 設JI ・J( 続所

感そのものである 。すなわち 、例 えば隆悶の導入

部分の空Ii¥l は、その少し先の笠I/"jの魅力しか、訪

れるものに兄せてはくれず、歩を進める ごとに 1-1
1

心 1. : 1: 移動し、 j耐;f の11 '心 1.t' ，:;i; に自分と共にある 。

このように全く 1' 1rll 気ままに宅川ぞ椛成して いる

が ｾ ｊｉ ( 兄せ、{ 同然の連続する 多様な笠1/ ¥1 のように

兄せ ながら、その夫、したたかに構成された空t/ ¥I の

ili .lj J と風景の述統には、 lリJ ( i ' { r i な秩序が存在する 。

ここに示した計 rrl I i は、住宅 ・者11市整備公団によっ

て計画された手切11ニュータウンの集合住宅である

が、ｊＺｩ￭体の 一 般的な建築であれ、 Ｑ 洋 Ｈｊ ｾｊ な建築であ

れ、それがどんな種類の娃築でも、基本的な考え

方と作法 Ｑ ＮＺＱＺ同じである 。 こ の ｳｾ ｉＯ Ｎ ｜ｬ Ｑ ま 東洋の白然 ｊ 惑

を基に場所の条件を読み取り、個別的な空1/.¥1の質

を詞湘Ii し、人 lilj 的解釈を加 λ 、再 構成し、多 1_1" 心的

で複雑な述統的運動空lilj に導き、自然I : - f : 本感の

ある、居心地の良 L 、領域の)1ヲli 比を芯医l してい る。

(λ んどう た か お/ i 主ij 'ji闘IJ' le建築設計' 1' ; ，( : 若 J咋)



住空間における居どころへの視点 l 各 論

建築家の視点、 温木 原 千利

和みのある空間

双葉の家

双葉の家 ｦｩｾ 彬訟村 ヲ Ｗ 花 ｩ

双葉の家、この住宅で、そう頒繁には使わないが、 広がりをもたらす。

趣のある荊l室と庭がある 。 ゆらゆらとやさしく揺 b めく光や影のillJJ きをみる

一寸改ま った折は、こ の家のl床のある主役を務め のは、不思議に心ひかれるし、気持カ可等ちついて

る。 くる 。

又、仕事や家族や気付ーちの上で、雑多な事から 一

寸解放されt:. L、時、こ の部屋に入って、ぼんやり、

まわりを|挑めたりする 。

いわゆる「居心地の良いJ : 場所だったりする 。

illi )床を背に、土聞をとおして、 うすく* を張った

池がみえる 。

スリヵヲスの壁にf士l刀られた、 この底のi凱 、池に

芽)S智黒石ヵヲ汝言つめられているのfごが、時間主季

節のt五色て光が水面 l二、水面より石に、それが方、

ラスに跳ね返る 。あるいは、カーラスに当たる光が

水に、石にと瓦いに微妙な揺れや Ｉｩｴｾ とな って視覚

lこ訴える 。

あるいは一陣の風が、水而にさざ波を立てる 。 自

にしたさざ i皮は、このi也を通り越したイメージの

•••••••••••••••••• 
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双葉の家

置きざりにしてきた事や、これからの梨、諸々の

事との対話を促す。

この気持ちの相 lみが、あしたへの芯、欲や活力にな

る。更には、立識の凡直しに引金の役を来たすと

IE ζ  

. "，、ノ 。

生活の基本となる fままいにあ っては、例えば、白

然を身近に感じられる工夫が、いかにも大金をか

けた風のものでなく、念表を突くようなものでも

なく、 一見、地見なようて"11未わ L、i楽さがあり、計

算された、あきのこない空! 日jで、それぞ、れ名人の

生き方のスタイノレに合ったものが居心地の良い場

所fごと思う 。

( きはら ちとし / 木Jhl 千利建築設計事務所)
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廻遊式住居

住吉山手の家
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住空間における 居どこ ろへの授点 l 各論

建築家の視点 E 竹原 義二

建築家が住宅の設青|で関与できることは、住み手

がし、つでも自 由に住み替えて。きるように考えた 1l: ¥J

取りを提案する ことである 。

生活する上て必要な、決まりきった機能のための

空間Ａのみで構成された住宅は、 ＱＱ 奇 Ｇ ｉ Ｚ ｮ の経過の ｾｉｉ てＢ

飽きてしまう 。つまり、余分な空間、! 干Jj 会が規定

されていない空間 こそが、住みブ7に副ljill 性を与え

さ ｬ ｾ ｩ Ｑｩ そのものが広がりのあるものにして し 、〈 。 す

ると ｦｬ ｾ Ｑ 人 の居ど こ ろは、工夫すれば、ど こに でも

4制呆できるものなのだ。 たとえば、わざわざ、初腕

ぞ長くする 。 そうする ことにより、人が移動する

ことで部屋と部屋はつながり、廊下の意識はさら

に ｩ｢ ｪ まる 。 問 ｬ ちそ こ にある空 間 は ｾＡｉＡＮ［ ｉ ｾ Ｚｫな空 間 とし

ての役割l もはたして L、る 。 また、 外室と 内室のつ

ながりは、土聞のf土仁を同 じにする こt によって、

領岐を|殴1未にし、用途を決めつけない。

このようにして生まれた中間的領域が住む人に自

然を認知させる 。 さらに廻遊する ことによって人

が動くと、見 λ 隠れするシーン が 目 に 入 札 家 の

1-1
1
を動き回る ことの大事さを認識する 。そ して、

その空IInをf邸、 こなそうと し、う意識は、自分の J 白

どころを認識する ことから始まる 。私は、何か そ生

み出すとき に、生活するための宇宙だけをつくって

いるい、う立識はない。住宅をつくる場合には、建

主と共に、その場所に住む こt への提案をして い

るつもりである 。だから こそ一緒 にっくりあげた

住宅をうまく住み こなしてほ しいと忠、 うし反面 、

私の期待をきれし、に裏切 ってほしい気持もある。

本当は私が従案て3 るこt は、住み手 に{まな こと

へのな識をもたせるという こと だけかもしれな

い。 それは、生活につ いての考 λ 方を一新し住ま

い方の可能性を広げ、多様な生活の場を提供する

ことにある 。先にも述べた様 に、 私は決 して便利

なだけの住まいをつくるまいと思っている 。

建築家は、施主の要求を越 えた何かをつくって い

かなければならな L、。変化し絞ける社会の中で、

家族もまた変イヒし てL、〈。その変化に対応できる

様に、ノレーズ‘ てやはあるがシンフ勺レな家をつくって

おく こt が重要である 。 いつでも、ど こでも、 イ可

とてもなるという発想がもてるような、自 由な住

まいの 1-1
1
にこそ自分の居ど ころは必ずある。

( たけはら よしじ Ｏ ｾＡｉＡ 何 ｭ 築工房Ｉ



住空間における居どころへの視点 L 各 論

個の時空にひたる

庵治の家

建築家の視点、E 三 津文子

子どもはす ごいと 思う時がある 。 どこでも自分の IIJJ/:. 言った11がL 、いかな. ... t か広聞というより

世界をつくってしまうからだ。 子 E もたちの遊び 広 場 い づ 感 じT乙 ーとか、心の中で|問答してい

をみていると、遊びの中の物語は次々にワープし ん

て、空想、の世界を寸んぐん広げて L、〈 。大人は、 大きく、広々とした空間! をつくる 。 この空間で、

そんなl時空を超 λ た心の遊びを、楽しめなくなっ

ている 。 それは仕方ない こ とかも知 lれなし、。 けれ

ど、ながめの良いところで、 美 しL、風景にめぐ、り

あった! 時や、可憐な花を見つけた11寺、忙しい大人

て吊あっても、思わず足を止めて、 一人言 をつぶや

いてみたりする 。

f主まいの中での佃の空間は、住宅の全てにその可

rirl 企をもっていると 言って L礼、と思う 。伯lの空間

だから個室、とい った答えて. はないfごろう 。大き

な家の中でも、 一人で居る i崎ー聞 は、その全てが111! 1

の空間になり得るし、た とえ家族のl宣燥の 1.1
1
であ

っても、個の時空にすっぽりとひたる こt もでき

る。た1':'1聞のl時空にひたるきっかけや、持続させ

るやさしさや強さを住宅がも っているかという問

題 だ t 思う 。

このごろ < 居間> という室名を言葉に出して言 う

時、 とてもとまどいを感ずる 。居Ilrl い、う より広

住む人々がどのような生活をするのか、様々なシ

ーンが浮かんで、くる。 小 さな子どもたちはあちら

こち らに物を散らかしながら、遊びの世界へ。夫

ｉ ＮｴＮｾ まにもたれかかり、右手に何やらアルコ ー ノレの

入ったクe ラスを持って、雑誌のページをめくる 。

妻は子イ共や夫の いない静かな空間にな ってから、

ゃっ t 紅茶を飲んだりする 。通りすぎる人もいれ

ば、座っている人もいる、都市の"1
1
の広場のよう

な空間を、できる限り大きく t りたい t 考えてい

る。

呉なる時空にワ ープして、アリスの固で遊べるよ

うな、そんな、やわらかい心を、 とりもどしてく

れそうな、おおらかな空IHJが、住宅のι11(こあ った

らし、 L、な ー-ー. /: . 思っている 。

( みさわ ふみこ / iVI s 建築設計 >: 1川知叶)
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合空局一居どこー~

内力も外への発想一半屋外と半屋内

友呂岐の家 ・日 音台の家

ｌ ｊ ｊ 凶て次洋の［［御崎受け易〈、却 ｙｪｾＧｾ￬ｊ｜［Ｂ 多 ｩｅ 、後

キ ｦｾ な ｊ 也＿彩色気候を持つ ｌｬ ￯ＮＡ丈て、永 ｌ 、 Ｇｉ ＺＺ ｙ ｊ の Ｂ Ｑ Ｍ Ｇ て育

まれてきた白書却さが、過去40年程の急激な工業化

の '.1"で¥都市青11のf自大 t 共に変わりつつある 。袋

業 中心社会では 1 1: 1のうち外で過ごすH寺聞も長

〈、 忠 まれた 自 然と ｾ ｉ Ｎ［ に歩む ｛ Ｑ 々の ＧＱＧ から、自然

への視J主から さ|てまれた文化が結実してきた。第 2 、

3次産業の増1mと様々なメディアの発達、者Ilr目提

:t-tl の+ll.Hじ 西l孜文化の抗輸入の '.1' て: 我々の住ま

いは次第に |羽釘i性をJ t . して来ている 。利キオ支VI可の

発達lま生活文化にもわよカ f り、 f土まいの快適性 li 技

術; / ) による解決カ可制主されてきた。 それに伴い、

:i k. l 、歴史の '.1' て干存航された知恵の集; f i ' lは徐々に消

え去ろう t して L 、る 。

官庁し ｌ 、 ｊｉｾ 代に生きる我々は確かに視党 ｉｉｻ ｊ 文 化 や反

身抑| 経を発達させているのfごが、その一方で削! 感

や実感を喪失し始めている 。人聞が生命体として

午き延びてゆ こうとするならば、今 ここ で、 心 と

46  建 築 と 社 会 ・' 994. 7

建築家の視点E 吉羽裕子

身体の健全さを保つ仕掛けを生活の基縦であるべ

き住まいに取り戻すべきではなかろうか。

伝統的な住居系建築では、障子や板戸ぞ開け放て

ば、縁iJ!i Jを挟んで庭と ーイ科惑を党 λ る造りを持ち、

古くは寝殿造と池』ほ ｼ 重 ｼ 、書院造と ，ｾ ，庭、ブ ｊ 丈 ｴ

:f i!i lll *  Ｈ石庭Ｉや苔庭 、 ｉｉｉｔ 家ｉＺＮ ｰ ｬ ｾ 嵯等に見られる

ように、様々な形態を生みIf ，してきた。四季折々

の草木の多彩な表的を愉しむのをk台め t して、外

部の変化に富んだ茨候を調節する ｦ 長 ｾｬｦ ｬｊ も大きく、

換気は勿論の こし強風を防ぎ、 if J ( ) ! l i 1. を誘い、直

射光を遮り、反射光、散t l J t : を探り入れる 。 この

ような建物の内と外 t の繋りは感性盟かな日本の

文イヒを培ってきたのである 。

樹々の息吹や、 1)¥かな風のゆらさ( I " 、! 日Lで感じ取

り、光の動きてヨIJ 々の移り変わりを識り、繰り返

される生の常みをf本感する 。 その綾な空間作りを

目指してゆきたいと考えている 。

( よし l.f ゅうこ Ｏ アイ ・ エフ ｩｬｬ 築設 ｾｉ 研究所Ｉ

日告台の家



住空間における居どころへの視点 l 各 論

主婦の居どころ

花欄館

ちかごろは“ 8'r l: ." い、う斤業は良いイメ ージを

うえないようだが、 家品嵯主ノ ｬ主凶 ］当 ｩｾ 丙 Ｗ を品斜利紘 ｵ住 Ｑ［ 持して ｴい、ぺ〈ため

lにこ lはまム、 “主』品刈¥1ポ1:.γ"川.

うまてて、もない。 ところが引代の平だ)(1'，)な家族IJ.夫

ｉ ｊＮ通常家に肘る ＱＱ 寺 ｉｈｬ は少ない、子イＧｊ ｾｴ 噌 ｪ 邑いやけ

いこごと などで ｦｙ Ｍｩ 守勝ちがｾ＼、必Ｚも 仕 事やボラ

ンティア前illJJ(こ車内を，'1'，す、 という ように例人がそ

れぞれ ｉ ｾ ｉ I11な行動をとることによって、家にはい

つも誰も屑ない、 という状態になりがちである。

また{ 本 1-1 には' 永族そろってm勿やレクリ エー ショ

ンに山かける ことも多〈、家の手入れなどもまと

もにできなくなってきている。けれども 1家と いう

のはいわゆる“ 家，'W' や手入れは必要なのである。

いままではJZがその役;iil Jを1 Hっている五ψ主が多か

ったわけであるが、 .11ぷ丘lJ. lirr しL 、家:J j丈|史l係の(I '(t ，工

により、 j息切な役割分11[( こよ って家・Jcをこなして

行こうとするニューファミリ ーも電場してきてお

り 、家族の 概念 のな識， Ｏｉｲ ｾ 命が進行しつ つ あるよう

仏 このような状況の '1可、スムーズ. に安l予を こ

なせる住宅計同カ f必要にな ってくるわけてある。

それは快適な “i - j "I: '" の}r'; どころを{ i '(f j保すること

であろう 。 かといってＧぶ ・ ｊ ￧ 宅のような ｾｙｽｬ ｉｊ な苦 Ｑ Ｑ 尾

を設けるのではなく、米政とつねに般しながら、

ちょ っと したコーナーを設けておく ことヵ習! まし

い。ここに利介するのは米政宅: の一部に jli りつけ

の大きな初L合設け、 1Uλ ファックス、インター

ホンなどもあり、またすく。近くにキッチンやユー

ティリティ、 l妙手In，もあっていわゆる“ ' 若干'W'

は手F1Rよくこなせるようになっている 。かt いっ

て立紛丘ていｽｾ Ｍ ＺＮ 心 ｊ 也 の ｊ 巴 ｌ 、場所てなく、ド必、 Ｑ Ｑ りも良い

し峰の眺めもよいので、ゆっくりと読，J: :{r-し たり、

ちょっとした令jill に行裂を IllJ くこともできる。 こ

のような場所が “ .H" I;" の川 どころとしては適切

て。はないfごろうか。

この家の “ ].j "I;" は趣味も多< ｩｾ 行動的 て外 出 する

ことも多〈、そんなときは火や子供がそのf乞111陀

Ｊすことも Ｂｲｴ￬ｾ である 。 そして こ の家にはホ ー ム

コンサー卜 もて》るような大きな広1/11があり、そ

こがこの家の小心で凡せ坊ともなっているが、 こ

のように五iCJ'; を芥易に こなす こt のできる到崎泉計

同がきちんとできていてこそ、そ の家の良さもｾｉＺ

きてくる t いえよう 。 そういった立I l 点て~快適な主

制の尻ーど ころのある家、 ぃ、うのカ，' ] 111，'tt tfl{ )なすま

いの粂il なのかもしれない。

建築家の視点 ・吉村篤ー

( よしむら と〈いち / 1&築f_;;lli 'HJf 究所) 写 其 提 供 主s築環境研究所
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都市，街からの居どころ空間へのボキャブラリー

空中への開放感

ホテル ・ラ・クラッセ・アルノ fインタワー

スイートルーム< プライベートアウトジャク・ジー>

梅田スカイビル< 空中庭園>

空中へ 12Eに思いを持出せることは、人類にと って

永遠の夢である。文明の創り出した数々の道具、

安倒L 飛行機、摩天後一これによ って、より広い

世界を自分のものにしてきた。しかし、祝界に広

がる世界と同じ風に l吹かれる I時、それは単なる風

景でなく、 li r ，1 J ; 揚感のある空間になる 。都冶の斜i踏

の閉ざされた世界から抜け出し、空を歩〈防I 1 ix感、

閉鎖的な浴室から抜け出し、裸のまま 空へ飛び出

した開放感、 笠から世界をJ j J 惑で併Z馬主するため、

居 E ころは可能な限り: f } . i ; 張する。

想いとやすらぎのコクーン( 踊)

フレーメン ・ラーツケラ-

PAPARAGI  

プレーメン・ラーツケラーの個室のスケンチ
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ウツボが岩穴に潜り込むよう、ヤドカリが貝殻に

入るよう、人にも 心地よい空間がある 。 l 人には

1 人の、 2 人には 2 人の、 4 人には 4 人のための

- 。他から邪魔されることなく落ち着ける場所。

天井 ・壁に囚われ、親し L 、者同士がテ ーフツレを囲

めば自然に会話も蝉む。

ｾ＠ PAPARAGI の個室の

スケッチ

PAPARAGI  ( パパラギ)

北アフリカをテーマに、カス

パ( 旧市街) のイメージで、木

と漆喰を使った迷路のような

洋風創作料理の庖。営業時間

ｐｍＴＺＰＰｾａｍ＠ 1  :00、年中無休、

大阪ウメダ阪急東通商庖街イ

ートキューピ ックピル 3 F ・

4  F  TEL06-3"  - 1681 
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引

確

脚
プ

•••• 
屋外で室内で、私たちは何かのfWJに在る時、何故

か安心して居る こt が出来る。それはベランダの

手摺りであったり公園の大きな木てあったり 。人

はいつも、身体と心の両方で、存在の拠り処を求

めているのかもしれない。

プラハ ・カレル橋のスケ ッチ

感離
F

U』

ロ

時

弘

F

E

E

ν

 よ

園

ど

齢

ほ

牧

民

•••• 
思い思いのことをしても誰もが妨げられない先住

権のあるベンチ、客同士あるいは主人との距 ｉｾｈＮ

近づけ、 EI の前に立ち昇る湯気の| 凌かさを共有す

るカウンタ一等、様々な場面での領域としての主

日長力 tある 。

精神的な安らぎを得るほどよ

い距目白惑が、心理的領戚とし

たf支剖をはたしている のて" は

なL、fごろうか。

屋台のスケッチ

ET の触感

四季の変化の中でね注目 :本人は生活を営み、それ

を眺め、触れ合うことに親しんで喜びを見出し続

けて来た。特に高温多湿な我が国の互の刑制、ひ

んやりとした木の触J訟

は、誰もが心の落ち着

きを取り戻す→採では

なかろうか。

高桐院のスケッチ 高桐院の縁側
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光と影のコントラスト

高山寺石水院

カルフォルニア工科大学 CALTEC

石水院の西正簡の広縁は Ａｾｆ のｩｊＺＧ，が広いのでいつも

かげりの深い前十けさを? たたえている 。床板は石水

院の当初]の;tJ.ij蚕 l二月 j いられていた豪壮な感じのも

のをそのままに敷きつめ、その正而には春日 sJj 和11

かえるまた ひしごうしど

る。ことに )1" うにみえる欄聞の基目立と菱格子戸を

ハイライトでみる美しさは、 ifli 山寺てス、ちばん印

象に伐る 。 この内 ｴ 外をつなぐ笠間は、日 ヨ ｾＮｩｬｬ築

でもｪｊ ｱ 洋ｾ築でも、柱ゃ ｦ 針乙で切りとられた光 ｴ

を犯っていたころのや1
1殿椛の板扉が残されてい 彬のコントラストで演出される 。

石水院
力ルフォルニア工科大学のスケ ッチ

思い思いの視線を

ヒ.ック. ステップ

ケルン大聖堂前広場

ケノレン大型' 立II可広場にみる水平型公邸| て‘ は、人 li

ｦｊｕ ぷ の ｦ 担 ｹｾ 定 問避 ｬ こ立を留めつつ、思い思いの机線

ｉ￩、ｾ近法的空 Ｑｭ の広がりの中に遊ばして楽しむ 。

- }j ビッグステップのような垂直型公闘では、 f也

のfJU-Sj l ( こ立を留めることもなく、アクティブに枕

線を主11¥1に遊ばせ、時として凡知らぬ人 H I とLI

の会話をｾしんでいた 。
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ケルン大聖堂前広場のスケッチ ビッグステップのスケッチ



非日常の舞台

ホテル ・リッツ ・ロンドン

映画「風と共に去りぬJ

本来、西洋の住空間lの要素であったこれらのもの

は、非日常の世界に平河Eする '1童れの舞台てあった

い、えよう 。手'1J 童の生活習慣が変わりゆくなかで、

単に機能を持ち合わせた手段としてで、はなく、家

族の触れ合いを提供する 要素として見直す必要が

あるので1まないか。

自然の中のテラス

梅田スカイピル< 花野>

海遊館

者11市的空間の中て¥適度な独立性を外に向かつて

開放されたテラス 1J . 、人々 の安心の; 場を生み出し、

大勢が同様に時間の流れを楽しむ空間とな ってい

る。開放的な外音隙境とのーイ本感が、ゆったりと

した時間の流れを楽しませる自然の中のテラスで

あろうか。

海遊館
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合 間 一 彦 ど こ 一 点 ! 総 論H

衝の居どころ・都市と住空間

橋爪 紳 也

1 . 都市と住居のアナロジーをめぐって

ふだん考えていることしかなり距離のある畠哩で原稿を引 き受

けると、あ t でユ悩ましいことになりがちだ。 この小論などは、その

典型である 。

編集部からは 「都市の公共空間にみる居心地のよい場所の魅力、

構成とは何かを分析し、それを住空間に置き換えるとどうなるか考

えて欲しい j という f衣頼を受けた。具体的には 「クラブ ・ホテル ・

商業h包設 ・遊園地 ・公固な E の空間特性をあきらかにしたうえで、

それを住居設計などに応用て3 ないか」という ことらし し、。深〈考

えもせず、何気なく引き受けたのだが、それが甘かった。 いざ執筆

する段になって、不可解なテーマだと思うようになった。

都市という大スケ ーノレの空聞を前提に考えられた空聞を、どうア

レンジしたと ころで、住居という 小空間のなかに取り こむことはで

きそうもない。最良の都市空聞を、縮景のようにして屋内化に造形

してふさほど居心地は良さそうに思えない。

ハー ドだけではなし、。 クラブでの人間関係や社交のありかたを、

家庭に導入する ことができるのだろうか。考えれば考えるほど、無

理な話に思えてくる 。住居ぞ都市のアナロジーで見る作業が、果た

してどれだけ有効なのか。疑問に思えてきた。

2. ホテルは「わが家J 一一大きな家

もちろん逆は可能だ。都市と し、う巨大な存在を、ひとつの住居に

たとえて読みとくのはたやすい作業である 。実際、住居に収まりき

らなくなったさまざまな機能が外部化 し、都市施設カ市I i 完するよう

になった例 はいくらでもある 。 ファミリ ー レス トラン、 11学習室、
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ペッ トホ テノレなど、いずれも家から、はみだしたものだ。

あるいは近年、 ニュータウンや衛星都市の駅前などに、あ いつい

でオ ープンした コミュニテイ ホテノレなどもその典型である 。地域住

民は、宴会場・結婚式場い、った 「ハレの舞台」 としてだけでなく、

ふだんの会合にも、会議室などホテノレ内の諸施設を借り受ける 。 ま

るでや集会所のように、あるいは来客をもてなす応核問のように利用

する 。 円;常生活のなかで、ご く当たり前に ホテノレという コミュ ニテ

ィ施設を使いきっている 。

ホテノレの側 も心得たものだ。近隣住民に対しては、豪華さや高級

感ではなく、むしろ 「親しみやすさ」をアピーノレしている。遊びゃ

教義の場もさまざまに提供して し、る 。最近ではカラオケボ、ックスや

マージ‘ ヤン室、ゲームセンタ ーなどを設けると ころもある 。 またカ

ノレチャ ーセ ンタ ー、クリスマスのファミリ ーショ ーや、お正月宿泊

パックなど家b駐巨れを想定した企画の充実もお こたりな し、。

社交 ・桜遇 ・集会い、った機能は、かつては住居の内部か村落の

共有施設でまかなえた。 ところカ望見在の都市型住居は、あまりに狭

い。結納をかわす座敷もなし、。来客を接待する応岐1mもなし、。趣味

の会合や近隣の寄合を聞く広間も持ちえなし、。

また高度なサービスに慣れた客をもてなすのもたいへんだ。身内

だけの小 さな悦し司王、パーティなども、家て" は準備する余裕がないo

t ても対応しきれな い。 コミュ ニティホテルは、やむをえず家庭か

らはみだした この程の機能を見事に補完してくれているのだ。

いうまでもなくホテノレ業は装置産業である 。高規格のサービスが

や11.迫した貸家業とみる ことも可能だろう 。だとすればコミュニティ

ホテノレは、 地域の人々の交流を支える 「大きな家」だという見方も

なりたつのではな いか。

3. 街は「わが家J ーーもっと大きな家

このような考え方、つまりなんらかの都市施設を住居のfげ剖l IJ に

見立てて説明すると いう発想を、いっそう進展させた興味深いレポ

ート が 、 三 井不動産 ｓＦｅ 研 知 ｾ￭ Ｇ と 北ｩｊ ｬ 創造 研 当初 「 が耐丘まとめた

『まちづくりの知恵 H'Fi法.1 ( 1二|木経済新聞社) である 。

建築や都? 開十l直|に関係する著511て、、 とにもかくにもこれほど 「元

気のある文章」を見るのは実にひきしぶりだ。街を再生するために

は、ハー ドよりもソフ トの総合11抑各が必要であると いう視点から、

ユニー クな提案がさまざまになされている 。

本論の各主主は、街のなりたちを 「大きな家j になぞらえる と何が



玄関のような駅 南海電鉄浜寺公園駅 茶の間のような商広街 大阪・福島の聖天通商広街 縁側のような広場梅田スカイビル

みえてくるのか、 というネ見点からｾＧｙｊＮ ｬｪ 比されている 。

イタリア人は、もっとも小さな寝室しか持っていないが、同時に

いちばん大言なリピンク、、ノレームを使って いると 言 われる 。衡をリビ

ングノレームのようにして楽しんでいることの例示である 。 このたと

え話に詩句処するならば、そもそも街は人が寄り添って暮らす「大き

な家J、さまざまな生活が営まれている「生活鋒台」とみなすことが

できるだろう 。 この舞台を素晴らしいものにしようという意識が

人々のあいだで高まるとき、 「大 きな家」は 「わが家J となり、生活

舞台は「みんなのリヒJ ングルームJ となるはずだ。

本書てやはこのような立場から、街の骨絡をつくる制lや空間要素営、

住居アナロジーとして見立てている 。念のため、以下に各章の項目

を初Hie しておく。

- 玄関のような駅

・居間のような街路

- 客聞のような観光施設

- 床の間のようなシンボノレ施設

. 廊下のような路地

- 茶の間のような商応街

. 家具のようなベンチ

・インテリアのような街路樹

.1暖炉のような界限

・庭先のような公園

. 庭先のような水辺

.  * ' 剥則のような広場

. 台所のような市場

・書斎のよ うなオフィスビノレ

. 奥の間のような住宅

これまでにも、街を住居のアナロジーで見立てる物言いはいくら

でもあった。けれども、これほどまでに楽天的に、あっけらかんと

明示した考察は珍い、のではないか。それだけで好感をもてる。

4. わが家は「街J 一一小さな都市

きて、与えられた紙数も尽きてきた。このあたりで本題に戻らな

いと叱られる。果たしてクラブ ・ホテノレ ・商業施設 ・遊園地 ・公固

といった都市施設の要素を、住空間に採りいれることができるのか

という命題にたちかえろう。

まずはじめに都市施設そのもの、もしくは一部を、住居に置き換

えることの是非について考えてみよう 。たとえば7Ri 級サロンのよう

な住居はありうるだろう 。 もしくはホテノレのような住居、公園のよ

うな住居、博物館のような住居はどうか。 どれをとっても質の高い

住宅になりそうである 。なかでふさまざまなサービスの充実を考

えるし高級ホテルな E は現代都市における「筑躍の豪邸J かも知

れない。

しかし、ここでよく考えて欲し L、。サロンもホテルも公園も、よ

く考えてみると、 そのノレーツをたどるならば、すべて支配者層の邸

宅ではないか。支配者たちの住民から外部化し、都市施設に発展し

たものに理想の住居像を兄 ｉｾｉ げごすのは、実はあまりにも自明のこと

なのだ。

こうして考えてみると、 「都市の公共空間にみる居心地のよい士易所

の魅力、構成とは何かを分析し 、それを住空間に置き換える j い、

う当初の命題は、かつて住居から外部化した居心地の良い諸要素を

住空間に再度取りこむことだ、 ぃ、う結論になりそうだ。

それではどうも仕方がない、 ぃ、う苦情もあろう。今度は先に挙

げたリストを、単純に逆転させてみることにしよう 。家のなかに都

市施設の断片を取りこんでみるという考え方だ。果して、うまくい

くだろうか。

- 駅のような玄関

・観光施設に匹敵する客11¥1

・街路のような居間

- 商庖街のような茶の1m

・オフィスピノレのような書斎

・ストリー 卜フアニチュアーのような家具

・街路刷のようなインテリア

- 公園、水辺のような庭先

. 広場のような縁側

・市場のような台所

う~ん、なるほど、もう少しアイテ、アを詰めこめば、「小さな都市」

に見立てたおもしろい住居をかたちにすることができそうだ。 なか

でも家族のひとりひとりが互いを意識しながら生活する「街路のよ

うな居間J r商庖街のような茶の間」など は、特徴的な造形がて、きる

かも知れない。ただどうにも落ち着きがなく、騒々しい住居になり

そうな点が心配だ。ばくにはとても住めそうもなし、。

( はし づ め しんや/ J;¥抑制市大''';:w任講師 ・_[ q: W:I:)
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住空間における居どころへの視点 i レポート

男の居どころ・女の居どころ

「男の居どころ ・女の居ど ころ j 研究プロジェク 卜/ 積水ハ ウス側+ 松下電器産業側

藤 森 洋一郎 ・河 瀬 光 晴

はじめに

「個J の視点を原点に一「男の居どころ ・女の居どころJ -

人生80年時代が到来し、週休二 円lIi lJ の導入等によって労働H寺1mが

短縮され、自 由時聞が増えてきてし、る 。また「量から質へJ [ " ゆとりあ

る住生活の実現 l といった題目カtl唱えられて久しし、。実際、持家の

新設住宅の平均!末商f mj ):f - 増々1111 しており、住宅を取り巻〈社会環

境は大きく変化 している 。一方、「専用住宅J ["核家族J ["nLDKJ と

いったモダニズムの計画目標そのものも見直そうという状況もある 。

今まさにさしカ Bかっている時代の変幽点て、住まいを原点から兄

D'ct とき、住まいには再生産のための休養や娯楽の機能に留まらず、

もっ と生産的な、創造的な場が必要と考えられないだろうか。

その「場J の内容や住まいの有りょうは、「夫する J ["妻する J ["父

親する J ["母親する」ぃ、った家族の役割を一旦抑LJ -:. げし、「自分する J

ことを直食IJ に考えてはじめて見えてくるものではなかろうか。家族

や夫婦、男女の役割や関係を議論するためにも「イ|古IJ としての視点を

ｻｩＧｾ 凶［すべきであろう 。 例えば 、 ノ ｦ ソ コン ・ ワ ー プ ロ ・ コードレス ￭ ｬＡＺ話

等の普及による情報環境の変化の中て1問人の身近な場而では、すで

に新しし、暮らしが始まっているのかもしれない。「例」を原点として

住まいを見直すという立場に立ってプロジ、エク卜がスター卜 した。

調査概要

l  訓伐 11的 これか b のil :まいを年 λ る|ーで!f( ' t ¥! となる例人のJl :どころについてのfJ l;l x

と)，if，WI:

2.  ，ｾｾが ｉ 組円 以附'I'l えぴnms陪 悩1Iにイ'r:11:0 ) . 松 卜1断 力斗| 立から公診した附肘ニタ

- / : その こ・i:人

3.サンプル イ ｩ 幼 いｼ 衿 ＴＵＷ 人Ｈ イ ｩ 対 ｉＩ ｉＢｉｾ ［ｉＮＫ 98%)  

4 凋付1.y'JYJ 1994" 1'- 1  JI - 2  JI 

5.  ，).'.j1U;11， l HWi IS込11、

6.訓10・tli<れのプロフィール

)

圃

人

一
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-

M

-
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-

Z

一

5

-
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性

一

一

女

一

一

)

:

 

人

一

'

一

台
。
-

w

“

-

2

-

E

-

h

u

-

n
v

-

-

a崎

-

別

性

一

ー

性

男

一

• 
- 男性就業形態

t 公務員 1.3

自営 2.2

その他1 . 3

会社員

I  [  

- 女性総業有無

二」

- 女性就業形態 在宅勤務 9.4

，ｾート宮イム

50.6 49.6 

E 三
8  日|いn制 4 1い33.0川卜卜1げ7.1什|川|卜1斗ご:ご:  

描

て

一

ゆ

一

曹

π

童

-

M

-

居

円

一

4

一

住

家

一

一

.

持

一

一

60代以上1 . 3

. 住居面積

| 2 0.8 1' 1 ＲＷＮ Ｑ ｾｃ 二 。 | 23. 9 卜5. 318

什
N. A. 1.1
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調査結果

自己充実に動きはじめた女性達

自EI佐由山E臼卸:J到111時f侍剛寺剤制1:間in山lリlカがr:t氾E曽f えると 制 極的にi活舌用する芯芯: 向の強いのは』火( ぐ; ご，性|生ててで、許二、¥、 泳

族とはスポ一ツやキヤンフプ。. ハイ キンクグoな E のアウトドアライフを

楽 し み、家肢とＺｾ ｉｬＺれでは 友 人と のや ｊ Ｇ き令いはも ちろん の こと 、趣味 ・

娯 楽 ・教養 ・学宵 ・?到 し、J j¥. など、ほとん どの場而に男性より郎、|剥

心を示して いる 。 また、サイドビジオ、スにも 3答11の女性が取り品IIん

てみたいと 思っている 。 テレビを捨てて、より能動的な生活へシフ

トしてし 、〈準備は、まず女性から整えられつつあるといえよう 。

実態としても、 l&i!.国gl 床を始めたと いう人は男性の 3吉11に対し、

女性はその併の 6剖に及ぶ。射性は取りかかりに! 肢が亙いのに対し

て女性は告 ＱＩ と 釣 経に始めることカ ｦ できるのかも ｾ［ ｮ れな ｌ 、 。 ￎ ｉ 己を充

実させるために趣味をはじめる 人が男女と も多 いが、女性の場令、

子イ共の成長て"1昨1: ，¥)にゆとりができたためというケースが半数近くあ

る。H寺11¥) のゆとりを生前に定着させるのは子育てを終えた女性がリ

ード役となり そうだ 。 また、女性が家族の役 ｾｩｬ ほ離れてイｼ占Ａとしての

余暇開発に積極的な女性 「自由時!日lが噌えた喝合の過ごし方( 線数回答) J  n=457 

京銀とスポーツ

家族とキャンプ・ハイキンヅ

家族と自宅でテレビ・団らん

家族と自宅で鍾昧・保楽

%
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59.3  

45.1  

-コ52.8

51 .1  

50.2  

個人で

(友人と )

睡眠時間にあてる

一人でテレビを見る

一人でスポ_ . " )

最近、何か趣味をはじめた女性58% 「段近はじめた組床 ・娯業等はあるかJ n=457 

男性 女性

全体 58. 4% 

66.7  

55.8  

58.7 

57.1  

42.1  20代

30代

40代

50代

自分を犬切にするな識を持ちはじめた t い、えよう 。

住まいでも on t i me- 学ぶことが余暇活動の主流

今後始めたい趣味 ・娯楽 ・学科では、「資俗取得のための学問j が

Y1女とも l 位とな った。 学ぶ こ と1' 1休が余1111 i i 活動として位置付けら

れつつあることやイ上司王が日l文化し、イ 1:司はjS以外てやの情報収集や女11識

更新の必要性が1'，:1まっていること等が背策として考えられる 。

「 パソ コ ン 通 信 」 の 人 気も ｾ ＧＺ ｪ ， 、 。 家に居ながらに して、 気楽に、

好 きな 時間に 、 ｭ ヰ ｉｾ 交換ができ、交流ぞ楽しむ ことカ ｴ できる 。 従米

の何|一的なマスメディアの情報と述い、 必要な' Ii ' i 平|此 主体的に按す

ること は自己実現に強〈結び付・くことになろう 。

労働時1:¥) の短縮が進んでいるとは L、え 、自 宅で仕事やその|英h生学

科をしている人カr 4  ｾ ｉｩ ｬＩ ｾｲｴｬ もいる 。 ｾｈ 本的には ノ ｦ ソコンやワ ーフ 。 ロ を

使 つ ての主汚点作 ｊ ｊＮｘＺが多 ｌ 、が、干 ￮ｾ 佐久性も男性 ｴ 大発なく行 っ ている ｯ

Ｑ Ｑ ＺＴ Ｉ ｾ そのものは しなくてもそれに ｼ 失 ｬ わる 学 官 ｬ だけ を している人も が ｊ

2 訓おり 、仕事やそれに|長|わる 1" 1しよ件発などの場1(0がすでに住まい

の ＧＱ Ｑ にか な り入り込んでし、 る 。 仕 ， Ｉ ｾのスタイノレが多様 化している現

状がうかがえる。

「学ぶこと J が余暇活動に 「自宅でこれから始めたい飽床・娯楽 ・学習( 被数回答)J n= 457  

男性 女性

陶芸

工アロピ・ジャズダンス

ビデオ鑑賞

お花

カラオケ

テレビを見る

ビデオの制作編車

彫刻・木工版画

日曜大工

竺竺E4)

コ18.6(9.5)

16.0(6.5)  

14. 3(6.5)  

12.1  (22.9)  

11. 3(10.8)  

9.1  (74.5)  

9.1  (29.9)  

8.7(29.9)  

8.7(10.8)  

8.2(12.1)  

7.8(5.2)  

7. 8(3.0)  

6.5 (4.3)  

6.5 (46.8)  

5.2 (7.8)  

5.2 (6.5)  

4.8 (72. 3)  

3.9(0.0)  

3.9( 1. 7)  

3.9 (0.0)  

(  ) は現在している趣味

自分で仕事や学習をする人が多い 「自宅で仕事をしてい るかJ n= 343  

男性+ 有職女性

(n=343)  

仕事そのものと

仕事関連学習

42.7 %  

仕事関連学習のみ

しない

竺土JI 3 7.7  I  

ｾ｛ ＳＸ Ｎ Ｑ＠ I  

ｾ｛ ＳＶ Ｎ Ｘ＠ I  

Ｈ ｮ ］ ｾＲｾ＠ [  

有常設 l

46. 9 

3 4.2  
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まだまだ少数派だが、「専用の部屋」の満足度は高い

現 Ｔ 犬て。住まいの，ｾ Ｍ ， に「自分専用の古 Ｑ Ｑ 屋」を持っている人は、 l 筈IJ

強でまだまだ少芸 ＦＧｩＩｾ である 。 寝室や居間に付属する「自分専用のス

ペースJ を持つ人が約 2訓て二双方合わせても 35%である 。

満足度についてみてみると、「自分専用のスペース」では、満足し

ている人よりも不満に思っている人の方が多〈、過半を超える 。

方、「自分専用の部屋j になると満足度が 7 害1 ] を超え、圧倒的に「部

屋j の方が満足度が高 L、。実際、「自分専用の部屋」を持つ人の気に

入っている居どころはその「昔日屋j で、 6筈IJ の人が挙げて いる 。 ま

た自宅てブ趣味や娯楽あるいは教養を高めることに、より多くのH寺間

をかけている 。

「仕事に|刻すること j に者目しでも、それをする場所に満足して

いる人は全体では 三 人に 一 人で あるが、 ｦｬ ｾ Ｑ 分専用の部屋 ｪ を持 つ 人

てやは三人のうち二人が満足している 。逆に不満の内容は多 L、順に flJ'，

しっぱなしにしておけな し、Jf 収納スペースが足りな L、Jf 作業スペー

スが足りなし、 j となっている 。仕事や学科にし、ってやも自由に専念す

るためには「部屋j が必安ーであり、 気持ちよく、快適にこなすには

それにふさわしい場のしつらいが不可欠でーあろう 。 また、住まいの

'-1
'
での情報機株の在り方も今後重要な課題となるだろう。

自分専用の場を持つ人は35% 「自分専用の場はあるかJ n=457 

+ 一 一「ある J一一→ 以前あ ったが、今はない

ない

全体

51. 9  

。
。

《

U

n

d

 

A
吟性男 こ」回

46.5  

女性 28. 6阿τ 寸回 57.1  

仕事をするなら「自分専用の場J 「仕事 仕事に| 期わる学習をする場所( 級数回答)J n=258 

居 間

80. 1% 

ヰ6.7

27.2  

あス
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場
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の
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周
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分

分

自

国

由

国
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国

口

図

・

77.8  

61. 0 
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それでもダイニング、 リビングでのくつろぎは欠かせない

気に入っている居どころは現状てやはやはり居間て二男女とも 8割

前後と圧倒的に多い。 これは、 家の中で最も心地よい場所であるこ

とや家族全員のだんらんだけでやなく、家族それぞれの気分に応じて、

それぞ、れが好きなことを11寺には一人で、 H寺にはキ1=1手を求めて行える

からであろう 。 また食堂も食事を通じてだんらんしやすいことやダ

イニ ングテーブルの多目的性によ ってか、居間の次に好まれる 。仕

事や学資にしてもそれほど専念する必要のないものは家族の雰囲気

を感じながらやりたいという、いわば「だんらん学習スタイノレJ と

もいうべきニーズ、も少なからず合まれていると忠われる 。

気に入 って いる居どころ 「気に入っている居どころ( 被数回答)J n=457 

83. 1% 

方刀
居 間

26. 0 

口 女 性

. 男 性

自分専用のスペース

「居どころ」の価値観分析- 4 つの価値観因子

「居ど ころ」の有りように闘わる 451::1の質問に ついて 閃子分析を

行った結果、 4 つの側値観閃子をす111IJ' ，し た。すなわち、住まいての

場而の志向性である く 自己充実志向〉閃子、リラックスして休養す

ることを望むく くつろぎ志向〉閃子、家族意識に|刻する く家族志

|台J>閃子及び場の志向性てある < 自分専用の場志向〉閃子である 。これ

らは「居どころJ 提案の設計粂件として大きな車111になると忠われる 。

「居どころ j の価値観分析

因子分析の結果より

自己充実志向 ・「家族としての役割J を離れ、「個J としての自介を大切にしたい

- 趣味、教養学習等で自己を充実させたい

くつろぎ志向 ・休日は家でのんびりしたい

家族志向

- 何もしないで、ポーッとしているのが好きだ

.  r家族といる時間j を大切にしたい

- 家族や夫婦で共通の趣味を持ちたい

自分専用の場志向 ・趣味、仕事 ・学習ができる「自介専用の場J がほしい

・讐斎がほしい



居どころの提案に向けて

循環している生活場面

生活はその行為の性格 ・日的によ って生活場而と して分類できる

か、人はどの場而を好み、どの場而は ｾｦ まないといった ｩｾｩＮＨＱ 守な ｊｒ 択

Tごけをしているわけでーはなく、ある HキIIIJITIi¥のrl' てやその間をf主米して

いる 。午前予を提唱した今利次郎氏は場而を 「労働J 1休養J 1日楽J

「教養」に分け、この場而1mを術環することが生前てあり、「生活は

リス〉である J t 規定した。 また、「労働j を起点として術部の| 陥が

大きくなって いくことを斗::_i 丙の質が」ーカTっていくと捉えた。

ここでやは、同様に時11¥j 概念を導入しつつ、生市場|百|をく仕事> く休

養 〉く 娯楽 ＾く 趣味 ＾く 教義 ＾ とした 。 さらにその場而を く 基本 Ｈｉｾ ｊ

'- 1::_i1i > とく能動的止住所〉に二分した。 <基本的生活〉内での術院を?

く 桂木 Ｈｉ ｾ ｊ 術開 ＾ 、 く 基本的 ｦ 住所 〉 に加えて く ｴｊｾ動的生活 ＾ を取り込

んだ術院をく文化的循環〉 と定義した。そして今後の生前は< 文化

Ｈｉｾ ｊ Ｑｭ Ｚｴｬ［ｾ ＾ に屯何がシフ卜していくと考えている 。 また名場而に合ま

れる行為 li く リラックスして〉するものと く専念して〉するものに

大きく分類した。行為の性俗営イメージしやすくする t ともに、れ

行為のポジ、シヨニングの方、イドとなる 。 また同じ行為でも家族と共

にしたいのか、独りて" したいのかといった、家族との|剥係' 性につい

ても配慮し、 l一l' 心にく家族志向> を世き、周辺をく11古|人志向〉 とした。

すべての計阿のスタ ー 卜となる「何をするかJ はこの図のどこか

にポジ、ショニングされると同時に五色体像も把J起で、き、「居どころJ提

案の!日llxになると思われる 。

生活場面

個人志向 個人志向

「居どころ」の押さえどころ

先にみたリピンク。やダイニングでのくつろぎやだんらんは'1:: 市場

|伺でいう t 基本的生前に属し、リラックスして行う休養の場而にキ11

当する。同様に家での イ ｉ Ｚｚ ｉ＾［Ｚ や学判、 ｉ ｾ ｉ 己を充実させるための趣味等

は専念して行う能動的生活に J1i!，する 。前者は居どころのfJl fi 航続分析

でみたく くつろぎ志向〉に|民lわり、後者はく臼己充実志向> 1: 1呉!わ

る。循環する生前の視点に立って文化的循環にも対応できる「同ど

ころ ｊ を考えるにあた っ ては ｾｉｈｴ とも必要である 。

休養の場( くつろぎの場) については、基本的術環として住まい

にすでに航保されていると思えるが、今後く家族志向〉の車111 と絡め

ながら、より質の ｾＧｉＧｪｴ 、場の提案カ ｲ ｦｴ ｾｈ 坦となろう 。 ｦｩｅ 動的な生 ￬Ｑｩ の以

来や趣 ｬ 床はそれが本絡 Ｈｉｾｊ ある ｌ 、は専門的になるほど選択的となり、

11占l月11によJ "hi 5 せざるを引ないであろう 。同じ能動的生活の' ア判( 教養)

や仕 ｚ ｉ ｾ は く ｉ ｾ ｉ 分専川の場 〉 志向と強＼ I具jわり、なかでも II LIぅ]-l; I;l Tl J

の書I1尾J が夫婦や家族で)1とJI Iの古11屈の 11=1分早川日のコーナ- J より

ｪｩｬｴ 足 ｪ 立が市 ｌ 、ことカ ｦ 調査で認められたように理想的には Ｑ ｩＧ ｉ ｾｎ Ｇｬ Ｎｊｉｊ

の部屋j ヵ溜まれる。しかし、実際の提案にあたっては、 ft 心、全

体とのバランス等、より総令的な判tfJ r;/)r必要 t 思われる 。

これ らの能動的な生活に対応する 「居 E ころ j の一般化は同日mで

あろうが、基本的な枠組みの設定や、行為の一本絡l主にh芯じて住まい

手が界易に場づくりに参加lて3 、ステップアップてやきる イI:kJ lみづく

りが今後の課題と，141われる 。

情報のパーソナル化に対応した新しい唐どころ提案の必要性

能動的生活での行為を、 イ|占l人と広義の情報との1*1わり ) y という枕

ｬｾ て Ｂｓｌ れば 、その行為の ＱＱ Ｈｉｾｊ にｼ対する情報の収集をしたり、加 工を

したりあるいは手庁し L 、 Ｇｋ 梓 ｉｾ の使産をしていると 兄ることができる 。

さらに情報の交換や交流をすることもあろう 。 このような兄 )J は

く娯楽> く趣味> <教義> <仕事> のどの場而においても共通に成

立すると忠われる 。 なぜなら 「 能動的 ｪ とはその人と情卒 ｉ ｾ との関わ

り方のその人らしさ、オリジナリティにあると考えられるからであ

る。

これらの情報は能動的であればあるほど、パー ソナノレ化していく

ので、家族の持っていた情平 ｉｾ の伝達や共有 化い 、った機能は相対的

に縮小 されてし、〈 。 また一方で、情報引開|人州|寺Ij¥1や空IIIJ の制約を

受けずに容易に入手、交換できるような環境が整 L、つつある。

このような状況で、家庭内でのfl占l人と作; 報、家族と情報、fl 占|人 と

家族の在り方について展望を|非l くことが大きな諜也であるとともに、

その契機となる新い、問 E ころの提案が求められている 。

( 川 り ょ う t ちろう / MJ )<"' / ^ 附 細 川 研 究 併 以

かわせ みつはる / 松ドf 1:.:l:機能(附f I 設機能研究所似丹研究プロジェク卜 ・リーダー
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住 空 局 一 居 と こ 一 点 [ 総 括

これからの住空間における居どころへの提言

加藤

人と居場所

匹|つ足動物から、 F回; 歩行て立ちあがった11寺、人はその身を最も

安定させる為に、 ;J，平な床を造りあげ.た。不安定な 2 本! 別であれば、

床は凹，rt ，や傾斜であるよりも、ノド‘ |ιであることが何よりも 一番であ

る。

水平な}Aミに対して、 J欠いて、':IJi 'I'" ーな唱を立て かけることで、人は身

の安全を| ヌ|ろうとした。一枚の慨をナ立; てれば身を隠すこともて3 る

し、外高文から 11 を外らすことも "rtiEだ。IJtj われた挫であれば安心感

はなおさら強L、。

間の L には 11 射を l坊ぎ、 |ド州:1付!:i怜h以与をし の〈

りる 。b加11 えて、 11の| 自に少しばかりの悦叫が聞けていれば、前もっ

ていくばくかの危険を察知するのには似利て二人の肘場所としては

好者11令である 。

縦かな Jぷ/:.1:01， iiIU' ，のわずかなf互い、そ して 111有に| 引けた視界、

これだけの宅 ＱＱ ｜Ｑ装間さえあれば 、 人 の ｽ＿Ｋ ｽｾｊ ￭ｊ￭などはたちどころに雌

ｦｾ で きる。

場の人ーきさ、形、Ｉ庁 ｬ 辺の手 ｦｾｾＡ り、ｼリ ｬ 町、あるいはそこで Ｑ 絞られる

人のを勢に応じた道只立など、後は全てオプションにすぎない。

そこに色J l 、をなすり1- 1' けたり、 ' 1:き ていることへの|リ11l i Eを刻みつ

けたりすることは、到 Ｇ Ｉｾ初であればＱＧ Ｑ 然に行なう ｊ 左本欲である 。 この

わずカ‘ ばかりの装間さえ存イ1:すれば、人はその場に立ち止まり、し

ばし身を寄りとどめることになる 。 この別出11にf沿えば、人のJ; 時場所

なE はしたがってE こじてもイLイEーする 。

ｦ ごが、いま人はどこにも ｉ ｌ ｉ 分の ｽ｟ｉｦ ｽｾｪｊ ￏｊￍＧ をがＧｪｽＮＺぬと 青 う 。 どこも行

き場のない不安、不ii:'!j 、不‘ 1'- を抱えて、さ迷い歩いていると 宍える 。

街 lこイ仁つでも、家に! 計ても、職場の ，" でも、 L 、ずれ ｦｦ ｩ まることｾ Ａｉ Ａ日、

フワフワと 'di を併し、、 m場j引をJ15しぶめていると 汚う。

居場所在求める行脚の旅

はたして人が肘}4.' j 所主ナクμ 、ていると 71J うのは本当の事なのだろう

か、 ｭ 場 ｊￎ Ｉￍヵ ｲＱＡ｜ｲ ， ｬ 、などと 戸 ［う・いがありｾｾ ［ る'J -; ，なのだろ うか?

人の4
'
+場所ーなどはどこにでもイi り、 どこにでもイ子抗する 。だとす

れば、いま人が肘場所を持たねなどという引は、あまりに多くの}; F，

場所を持ちすぎた為に生じた感心、もな L、fti)¥なk*り胃の一つにすぎ

ないことなのだろうか? もっと ｾＺ ｉｉ ｽ 必の、 ｉ ｌ ｉ 分に似令った ｪ 丙場所が

あると思い込み、イ言んじてのさ迷いだけの引なのか?
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あるいは、居場所など在っても始めから、それと気づかぬ4れだけ

のことなのか、否、気つ宇いていたとしても、知らねこと と決め込ん

で、漂い、追い求めるうちに、そのがl' し流される流れの ，'，でしか、

人は生の実感を感じなくな ってしま った末の事なのか。

そうであれば所詮、居場所などいくら探し求めても 詮な いことだ。

人の ，" には居場所など兄つかるはずもな L、。 l 人だけの側室や趣味

の部屋など、いくら与えても 11:筏のないことである。

円の前に出されるいかにも快適そうな 空 川 装置に 人は次々と ＱＱｾ び

ついて、これでも違う、あれでもない t 兄| 浪り続けて、終のない旅

を就けるしかないのだ。人の この肘J香川i を求め続ける行側lの旅はよ

くある子供の偶訴に似た話にすぎないのだ。

この ｮＺＱ 床で逆に居場所を ， ｲ ，ＧＮ ｬ 、だす引などｾ伍簡単なことである 。

すで、にど こにでもある人の肘場所の一つ、あるいは幾っか選んで、

む目うことをやめ、みずからをそこに押し止めることである 。 そこに

附んばるな志を持ち、それをたた、実行する ことで済む。 そこで終の

ない旅には終止符は打たれよう 。

個人の居場所

あとは l士|分自身のブJ て二 ILI分 |ιl身の判断て、その場を ILI分に応じ

て相l応しく造り変えれば良いだけのィjcてある 。 それには如しい技な

どいらな L、。仔Ij えば、 1' =1分のMみ、 良いなと感じる手触り のテクス

チャ ーを選び、明るさ 一時さも ILI分て決める 。雑然一強然、どちら

が好きかは人それぞれである 。植物の紘を欲しいな らば;nけばよ L、。

情報を 全 て閉じたい人もＡ計れば、必要な者もいる 。 ＿ｴＺｉｩ｜Ｑが ｉｾ ・ ｪ ざされ

ていなければ三千二安な者もおり、 1mかれた ) j が落粁〈人もいて、これ

も人それぞれである 。自そべっても、ゆったりと身i* < 版拡|、けても、

心 を正すように座しても、それは本人がもためることで、法JlI J などは

なL、。

j永と壁、少しばかりの百止の! 跡、、 I-mかれた視界、これが人のj呂

場所の基本装置である 。 あとは rl分 rl身で主礼( しつら L、) すれば

よし、。

いずれにせよ、すでに人の肘場所などは E こにも )TJ泣きれている 。

人はただ、主体的なな志をもち、そのどこかを選び能動的に、 1' 1分

1' -1身の場として造りあげていけば、それがすなわち11自i人の州場所 と

なる 。

ｾ ｈ ｾ にも、人それぞ ｾＱ イ ｼ 自ｼ々のＩ足場所など り える Ｚｲ ｪ ｑ ［ｊＺ ｉｉＧ ， 米ぬ相談であ

る 。 みずからが自分の ｾ ｾＮ、志で造りあげるしか手段はなし、 。



居住環境の拡大

人が人であることの特質の一つは、人がみず、ヵ、らの手を川い、そ

こで、生み/ J '， した技術によ って、 地球上のきびしい 1' = 1 然環境のどの

場所にも、人IIJJ の居場所を確保して、みずからの居住環境をあらゆ

る場所に拡大したこ t である 。他の生物との大きな違いはそこにあ

る。

H寺に自然に抗し、応じ、なじみ、人は白然や外術文か ら身を守るシ

ェノレターを造りあげ、た。|付部環境を巧妙にコントローノレさせて地球

上のほとんどどこにも住まえる可能性を確保した。 この一つだけを

取り上げてみても人が居場所など持た必というのはウソである 。

仮にもしそうであれば、今なによりも肝心なことは、かつて 人が

自然と存分に波り合いながら、肘住蹴境を拡げがしけてきた、その芯;

志と意欲とのはんの一片だけを思い起すだけで" 充分である 。

ライフスタイノレが多中来イヒして、 そして家族の|共l係枠も崩れはじめ

たなどと 言 うささやきに惑わされていけな L、。 いつのH寺宅も家族の

|長l係などは揺り到Jt 、ていた。11寺代の' 1' てい充分な手続きもとられずに、

一応の規j砲がとり決められて、 ポ1
1
つけられてきただけの話て二人は

必要とあ らば規範などは簡単に釆り超えてしまう 。

多様化も今にして始まった事ではなし、。 もともと人は皆|口|じであ

って、 しかし一人一人は述う 。逆に、背紫なっているようで、| 口l じ

である 。同じように生きるが生き方はそれぞれに違う 。今までの住

まいは誰も皆同じ、 一緒くたにして同じように扱ってきたfごけの，，]';ー

である。

nLD K や{I古|室のあ り方をもう 一度nれ、直す必要があるなどとい

う一" .t 、言葉に肉料、痴れてはいけなし、。それらは取りあえずの取り決

めだけで、あったはずで、 もともと人の住所ゃな識の」てて。はギャッフ。

があった。

おわりに

自分自身の居どころカ河、安定なH寺節であれば、まなざしはやさし

くとも、住み手には、やさしく手をのべる段階から 11延して、 一所懸

命に住まうことに手を貸すことである 。快適に住まうための技術は

もう充分に諮ってし、る 。

棲むこととは、迷いをなくし、みずからの心の濁りを iif ますこと

かも ｾ［ ｾｉ れ ､ ユ 。

( かとう っとも・/ J;'; 削1 1:ぷ繊品f I 大γ 助教佼)
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木の級鍛を敷いた部屋。

したり

例えば異なるデザインのパネルを組み合わせ

たり、ツートンカラーでコーテtィネー卜

ー・。木の繊績を敷〈

感覚で、“ 自由な発想"を

具現化て'きます。

. / ¥ネル形状

モサ'イクフロア「ダンテ:イ」のカタロク.を進呈いたします。下記へこ'請求下さい。

永大産業株式会社建材事業部

⑥559 大阪市住之江区平林南2- 10- 60 n 06- 675- 2341附

命



Refi ned  Tech 

K a山 司shi ma

S ( 1ce  1843 

〈新見本帳〉軽量コンパクト内容はより充実

Kaωashi ma' 941JJ/96 

CURTAIN奇新発売

いつの時代も本物志向であること 。

ただ美しいだけでなく、

洗練された品位のある美しさであること。

そして、世界の一流として通用する製品を提供できること。

明日のインテリア文化へ、

川島織物は製品でお応え します。

: J : { A惇 イ シ ナ ゐノ［Ｎｾ

，<"  Kawashi ma" " ' + 

S H OWR OOM 

・旭川 (0166) 26・8210 ・札幌 (011 ) 261 -2131 ・仙台 (022) 235-5811 . 千葉 (043) 245-2022 

. 東京 (03) 3355-0575 ・原宿 (03) 5467-9280 ・繍浜 (045) 451・5531 ・名古屋 (052) 932-8681 

・京都 (075) 621 -0292 . 大阪 (06) 347-0423 ・大匝ベイ (06) 615-5223 ・神戸 (078) 857- 8108

. 広島 (082) 224・3051 ・福岡 (092) 724-3000 

! ? 川島織物
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E
』
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耽

R
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制

一
村

ドイツ・ベガ社とヤマギワの新しいノウハウの結合によっ

て、B E GAはさらに磨きをかけられました。美しい都市環境デ

ザインの見地から、日本でもグレーードの高いアウトドアライトが

求められてきていまれ 8 E GAは、建築素材と同等のグレー

ド、耐久性をもったアウトドアライト。特に、高温多湿に象徴さ

れる気候風土など、日本の苛酷な条件に対応できる品質を、

ヤマギワとベガ社は徹底的に追及しました。

B E GA社は、日本でもう、すっかりおなじみの顔。確かな実績

で、不動の地位を築いてきた、建築分野におけるエクステリ

アのあかりなのですh

争 時 閉I wa
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ポリエステル長織維Ｉｾ使用 し 、パッ キ ング材 には従来 のパッキ

ングに脅え、工コパック( 特殊ポリオレフィン) を使用しておりますh

それゆえ使用時及び焼却処理する場合にも有害ガスである題

化水素ガスなどがパイル面からもパッキング面からも発生せす、

従来昂に比較して汚れに強く、色あせ・黄変しにくいパイル特性

を含めて、地球環境に優しい世界初の製法による第三世代のタ

イルカーペットで昔、

-・・ A:: I-- C :J EC亙I!!mlI冨冨ヨ・・・
- 燃焼時の低煙・低憲性

・紛送・搬入力、容易

・優れた防汚性能

・抜群の染色堅牢度

- ビリングをシャットアウト

・特殊6色カラーミックスによる

感性の高い色調

スミドロシECO- 90

組成 ・ポリエステル{スミトロン)1回 % '、イル長 ・5" ( カット)

宝庫 ・s，，; 芭数 ・18邑 寸，会 ・50，・ x50c.

価 絡 ・ ｖ ＹωＰ Ｏ ＢＧＨ 祖抜ｾＩ防炎肪汚制 電

・ス三ト4コンE C O- 9 0I，革、当社が世界で初めて開尭した三次元措笛

S UMI T RON ポリエステル贋櫨縦 スミドロンを慣用したカーペットで弘

三 富J Z[IJ 在五五j探 鉱il

現 胴 限 定

- 大阪支l苫/ 大阪市中央区南船場3- 11 -20 TEL. 06 (251)  8946  

・;本社/大阪市中央区南船場3-1卜初 花La(15l)防98 園東京主庖/東京都港E三因子13-16矧3轟ビル8F TEL03 (3456) 却11

. 営車所/-11.慢/仙台/新書/大宮/千葉/多摩/慣混J静岡/企況/名古屋/京輯/神戸/ 岡山/ 広島/ 松山/ 福岡 ・連結所/ 盛岡/ ま埴/ 星野/ 三島/ 鹿児島

世界初のリ=アモーターZレベータ園、誕生。

zレベーターの理想、ごとに極まる。

リニアモーターならではの画期的な メリットを満載しています0

・軽量、コンパクトで、フレキシフルなピルの設計が可能です。

・屋上の機械室が不要なため、耐震設計上もたいへん有利です0

・加速から、着床にいたるまで、なめらかで高精度な運転です0

・最高分速105mの高速運転で、輸送能力カ"30%アップ事します0

・騒音の少ない静かな運転 ( かご内で43- 46dB(A )) です。

・前面パネルの鏡面スク リーン仕上げが、開放感を演出します0

・合言十384通りの豊富なデザインパ1) 工ーションから選べます。

本当社比

詳し い カタロ グ を 用 意 しておりま 丸

下 記 住 所あて、ご請求ください。

5  

- 製造据付販売保守 日本オーチス・エレベー タ 株 式 会 社 近 畿 支 后

R  

干54日大阪市中央区減見二丁目1番61号 ( ツイン21MI 口タワー) T Eし( 凶)949-1331

ア ジ ア 太 平 洋 トレードセ ン ター (ATC) 作品協賛
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近年、常1 I ¥I Wmにケーブルがもと川される IYll が 多

いが、 二 近ケーフツレオ、ッ 卜および股材を正ILみ令わ

せた村fjiEをIJf.JJ eした。 このシステムを J-tHw: nUJl

した出子予防造による人ースバン柿造物は、大阪市|人l

にｾ設 ＧＱＧ の ｊ 也 Ｑ Ｂ 21
1
伴、地上 2 1府、 m争lj ｉｾＧＢ＠ j さ24. 0

m、スパン 10 0 mの 只川ユ1̂lfrj の 屈 l'、jノド泳競技 場て.

ある 。桃造は、 3 ソ'ー ンに分けられる (図 1 ) 。

験補強問ケ プル( 押さえ側- ， r 吊リケ プJ凶旬直羽田0 1州

申' 500 ｟ ＮＮｬｯ蝿睡両副ｾ 初期唱力 ＵＵＧ ｾ 1翠

ゆ判ＭＮ ＮＮＰＱ暦 ミ Ｒ 担ＢＮ 壬ｾ同 ｅ 怠 I;:¥; 

般 判 1よ

明朗報力0 2". - 1主

押さえケ プル ｉ ｾ＠
蜘 咽 1' 1"¥ 

初期彊力22' " 1  1  

i  I与

ケ ブルネット

構造

........... /  1柑

γ - t  15 

図 1 権造概要 柑

ｬｊ児向似 の Ｉ Ｑ ヲ 状は惚 ｛ｬｉ ｊ Ｇ ｴ Ｎｾ の ｈ ｐｊ ｉ ヲ 状とし 、 ｬｊ ｾｬｾｬｬ ｬｉ ＧＨ

fモ651η 、 ケーフ ｯ ノレ品、 γ トｬＧｦｊ Ｑ Ｑ 白 Ｚ ｦ ｉＵＹＮＶ ｭ 、 ，Ｇ， Ｗ ｪ ｩｌｾ Ｉ， ム

7. 75m、スノ ぞンサ グ 比 0. 057、スノ f ン ラ イ ズ比

ＰＮＰＷＱ とする 。 ｬｊ ｾｍｾ Ｇ Ｑ は ｊｬ ｌｉ ふ っ 化エ チレン 樹ｊｬ行コ

ーテインク ｡ カ ｦ ラス級協 Ｑ 臼肢を ｉｊｉ い、主 ｉｊｊｕｉｾｌｖｊ は200

kg/ m とする 。ケーフ‘ ノレオ、ッ卜は、川り ) j [I 'J@9 .0

m、押さえ )ili' J@4 .  5 m (こ i設ける 。

リングトラス l. t l J 史、l J 先制必ケーフツレおよびケー

フツレオ、 ッ トの主I 1JUNU)  J  1"¥'，のJ X) J をfHII. する 。ード古11

ｦ ，Ｇ ｬ ｭ とのＭｴｬｬＺ介、初 ｊｕｬｾ 長 Ｉｊ 滋人 ｉｫ｜Ｇ はローラー支持、

その後ピン支持とする 。 したがって初期l必 )J 時 の

ノド判以)J はす べ て リ ン グ トラスで処J 111し、下向仲Nt

j主は並行正L-{O:i ill のみを fJ l111. する 。 また、 H'[" ';' 何 屯11.. '1'、

ｪ 瓜ＭｻｯＺ￯Ｎ， ｔＨ ｉｉ ｾ 、 地 μ ィ ＺＺｩｩｬｩ Ｚｬ ｬ 寺に つ いては、リ ング トラス

お よ び |守|附 i立は一体 と な って外 )J に抵抗する 。

ド書|別手j位l.t 、 リン グ トラスぞ支える ) j 杖f・1・きの

J  Ｇ ， Ｍ 持泌し それぞ文 利するラーメ ン 、耐・ ｬ ￭ ，ｊＮ ＧＮＱ ｾ Ｚｩｴ か ｢

tiYui比さ れ、 b文身t ＩｩｬｦＧｊｾ キフレームを ｀ ＷＮＵ ・ てＧ ｊｬ ｬ Ｚｂ［ ｩｴｋ

に 配ilj' :する 。 放射フレームは、 卜点11の J'j 持 ち 部 分

を、 プレ キャスト プレス トレス 卜コ ンク リート行11

M とし、 P C制伴、 P C銅線による J IJ i ' 仁法にて

ジョイントする 。 一部押さえ )nf' Jの放射フレーム

W '，t' j }i)j-rr ち S R C j 1ょとする 。 Jl lJI，1んIf 'l につ いては、

ラーメンfi Yti 1l とする 。

二重ケーブルネット膜構造の概要

二 屯ケーフツレオ、ッ卜l J 鋭的j主は図 2 (こ〆J"すように、

l J 史料およ びM強 川の ア ン ダーケーブルよ り柿1，)(:さ

れる服部分と、 i=.1ノド附ia となるケーブルオ、ッ卜部

分 の二 M桃 j立とな ってお り、 そ の11'0) を!lilh)J のみを

二重ケーブルネットドームの八幡屋公園プール

伝達するポストでえ1 l 紡している 。初期日長)J 状態に

お L、て、作用は独立したf，Yi : 造体として機能するが、

胤仰i l ¥や. ) : ; . 術ill など の外 j J を受けた場合にはポス

ト守介してーイキ; としてタトカに- tlf:b' Lする 。
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図 2 二 重ケーフソレネy ト膜 の概要

二 屯ケーフツレオ、 ッ 卜J l 公布引造の利三微をJ &べ、る 。

1)  ＭＭｊｩ ｬ 止にｬｊｾ刑以色紗 ｊ においては、 ｬｊ ｾ材 の経年劣 化

による リ ｌｖ ｊ 弛 緩に刈して、干 ｉｪＢ 緊仮 Ｂｲ ｴ ￬ ｾ な ｦ ｩ ｙ ｩ Ｚ ＺｩＱｩとし

なければならな L 、。 本システムにおいては、l J 史而

とケーブルオ、ッ卜が1キ;1守しておらず、作用ごとに

11}緊帰が平均; である 。

ＲＩ 初 ｊｕｉｾ ｊｬ Ｉｊ 状態において、ｬｊｾ告 ＱＱ 分およびケープ

ノレオ、ヅ 卜を独立し て形成できるので ｭｾ ｔｬＱ ｩ 設 計 ト ーの

ｉＧ ｉ ｉｉｉ ｉｾ が山〈、サ スペンション ｬｊｾｾ本来 の Ａｪ￩Ｇ ｬ ｦＮＦ を ｌ ｉ ｾ

か す こ と がH'. 来る 。 したがって、ポストの長さを

淵援することで'11史書11分 の Ill l本をケーフツレオ、 ッ トと

変えることも可能である 。

3) 服部分とケーブルオ、ット書11う〉の振動位」犬が災

なるので、共 ｦ 長宅 ｬ ｬｾ が起 きにく ｌ 、 。 また 、 相互に

減ゑ椴帆として ｦｾ ｽｪ く ので 、 何本として減哀 ､ 性 ｴｭ の

向上カ す ｊ ｾｈ Ｎ ｜ ｾ て ‘きる 。

構造設計概要

: 肘 |・は、 下 .1己{ こがす-{O:i: i l l に九l し検討する 。

1  ) 長期予':j 屯: 外部材の1 ' 1及、干l ' N&-{o:i i T I : 、ケープ

ノレオ、ットに ｾｱＮ 人するキ ｾ ｊ ｊ 例日長力、 P  ｃ ｌｩ ｾｾＨ ｩ Ｇｌ 泣 ミ によ

るイミi'f( '定 )J 。

Ｒ Ｉ 干 ｩ Ｎ ｦ 三 ［弔 Ｚｩｭ ｾ Ｚ Ｍｊ｟ ￎ ｾ 大手 Ｑ Ｇ｛ Ｇ ユ ｾ Ｇ ｩￎ ｬ Ｚ ＱＸ｣ｭ を採 ＱＱＱ する 。 ケー

ブノレオ、ット ｊｬ ｾｬＧｦｊ Ｑ 分に対しては、 会 ｩ ｬｪ＾Ｎ ｬ ｬ Ｆ Ｍｻｯ Ｚｩ に力 ｮ えて

約半分、 ー|、半分、 中央官11のif，; ii l批者l i m:!こ対しでも検

討した。

3) 出Wt -{o:iill : ケーフツレオ、ット服部分に対しては、

ｩ ＮＧ ｮｕ ＺＮＡｴ変化による恨Ｉ ｝ の変革 Ｉ ｊ を検討した 。 基込ｾ＿Ｑ ｩ￭ｕ 支

は20- Cとし、 :t 20.C の 変動を考慮した。

4)  Jlt荷 量 . ，没; f I 叩速度肝ーとしては、「主l ! 築物術ifI

J行事|・同内初見J ( r件 強 築，'"f.: .会 ) と! &設行 代示 含比

絞 して安 全 ｉＡＡ ｉ ｊ ｾｴｬ￭､ｬｬ ｯ JiJUJ 係 数 は 例 日本 建 築総 合

試馬好斤て実施した! 亘w日l実験結果により定めた。

5)  .1也2毛布f屯: ケーフツレオ、 ッ トIl 均的i注者11につ いて

は、粧品であるので ＧｾＡＧｍ ｊｉＮする 。 た ｔ ご しリ ンク。 卜ラ

スについては、 ド告|対iVtjII とj主成した角材庁モテーノレを

J lj l 、る こ とにより考成する 。

Lλ ト1 ) - 4)  l 、ずれの荷重にあ! しでもケーブ

ノレオ、ッ トl J 財，Yti1ll'i 11分に|剥しては、 ケーフツ吋長) J 、

l J 別長) J とも OJ，.:J.._ 卜.て、めることを磁気立した。

地震荷重

J也渓予;f 尻については、 ド古I¥t#.長室において J ド|制球

部分がほとんどとなるため、 j出 ，'， の 仮出J t: '.刊ゴミ係 数

とせん断力分布係数て‘ は、建物の振動自ニ状を十日医

する こと は虫 ｬｾ L  ｬ 、 。 そこで ＧｾｉｩｬＧ 性の了イ ＱＱ 白応答Ｚ向や ｦｊ￯ を

行 い、J也災) J の 分布 を 決定 した。

表 1 に採川地誌j皮を示す。 人ゴJ レベノレはすべて

20 c m/ sec に」凶主化した。 人 )J ブ'; 1布lは おの お の の

i皮につき X ) i l旬、 Y ) i l旬、 45づ'i lf'Jの 3 )ilf'J とし

た。 解 析 ) ;/1' ;は11寺芸 IJ l 搭モーダノレ向平析とした。

表 1 予備応答解析用 地震 波

入力士也俊波 入力方向

最大加速度 継続1時間

(c m/sec
2

)  ( sec)  

EL  CENTRO (1940) NS X ，Y ，45・ 207.5  30.0 

EL CENTRO (1940) E¥V X. Y ，45・ 119.4 30.0 

TAFT (1952)  NS X ，Y ，45・ 230. 4 30.0 

TAFT (1952)  E¥V X ， Y  ，45・ 210.4 30. 0 

HACHINOHE  (1968)  NS X ， Y  ，45・ 143.0  20. 0 

HACHIi¥OHE (1968)  E¥¥' X ， Y  ，45・ 108. 0 20 .0  

OSAKA205 (1963)  E W X ， Y  ，45・ 105. 9 15.0 

f 備 応衿: 角材斤紡巣より点越i皮 と 判 断 さ れ る、

T  A F T  ( 1952)  N  S  Y ) jJ i'l 人 )JI 昨のJ必衿加l. i 主伐を

JTl l 、て 、 ｩｗＮ Ｈｉ Ｈｊ 角材斤ｊｉｬの地 ｌ 宅街ｩｬｬＺを ｾＺￆ した 。 ， Ｂｩ ＧＨ＾ＨｉＢｊ

J也ぷ) J ぞ求めるためのモードベクトノレと節.. :1;' 質iL1.

は、キ ￎｬｪｾ Ｚ モデ ノ ν から百 ｼ 却した Ｑ 次モードベクトノレ

とuIi ，'，'Xf1fi l ぞJJ j l 、た。

おわりに 今 後引 場の. i l l i 妙に1' 1'い、I i - f湿計-iWl を

Ｇぷ Ｉｍ するｲＭ ￄ じである 。 機会があればｙＺ Ｑｾｴ ＧＭ ［Ｎ した ｌ 、と

考えている 。
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非 常 警 報 設 備 の 技 術 基 準 の 一 部 改 正

自治省消防庁予防課

火 災 発' 10: のときに1I . [ . ¥Ui ) Jするサイレンやベノレは、 災発' 1 = . 場所、火災の[ i 'afJ 制} W仁平の怖宇IAを7千戸メッ 付言動するもので、 、町議 設 備 を 設iiq した| 坊火対象物

事 Ｚｗ Ｕｴ の緊燥感やイ ＴＧ 却ＺｌＱｩ［をりえ、 Ｇ ［ｾ ｈ ｉｬ ｉｊ ＨＱ 勺な ｩ 墜事 ｭ 行動 セ ー ジ で 伝 述 す る こ と と し た。 x はその部分の全区域に有効に宇1 < 知 lで き る よ う に

を 促 す た め の も の で あ る 。 ‘ IL'，';:; II ; ¥' 、サイレン呼が 一般的なメッセージ例は、 表 1 の と お り で あ る 。 設けること 。) およびハ( 地| 析を除< 1併 数 が 5 1-:' 1.  ..1 '， 

誤 っ て11，弘通JJ し 、 防 火 対 象 物 の|州 系 折 、 必 館 者 に 不 ただし、| 坊火対象物の ・l私的によ っ て 消 防 機 関 が 認 で 延 べ I(品 切τ3000m' : r t ' ，也える| 坊火対象物X はそ

' 却惑を与え i民乱を 'J 1き起こす二とを避けるために、 める純阿てヨｬＺｊｊＲが ｉ Ｇ ｦ￭￬ｾ である 。 の苦11分 に あ っ ては、，'1'. 火| 併が、 ＲＱ ヰｾｉＭＺＮｌ ｉ 二の 附の場

サ イ レ ン 怜 を 停 止 状 態 に す る こ と も 考 え ら れ る 。 表 1 音 声 警 報 による放送 の構 成 令 に あ っ て は ，11' ，火| 併及びその11'( ｉ Ｇ Ｎｬｲ，Ｚｾ、 ｬ ｬｬＧ ｩｾ の場令

ま た 、 サ イ レ ン 等 のIILlill )Jl. i げK<l Aが 限 定(1勺であるた

め、強{刊出似制Il似附jl川lリJ( Iが的lが内t句J な避 1出知則』刈刈u

クになるおそれがある 。

本来、火災ヲ ｾＯ ｉ Ｚ 時には、ｼ防火虫、 ｴｾｾ 物のｼ防災史 ｩｬ

は、平Efi I( . f j ベ平に縦' 人: に火災発' 1=. の・WJ H: ' 伝達し、

安全に. i l ! t 盟( 1;1先導させることが必裂である 。 しかし、

火災カ ｲＱｾＯ ｉ Ｚ したときにサイレン怜が辿統 ｉｉｌ Ｉｩｬｬ ｉ ｊ する

別仕のシステムでは、越知信秀導の対! 必に不ー! 分 な

1(li が あ る と 与 え られる。

これ ｢ を改 Ｍｩｾ ーするため 、 ｴｩ Ｚｽ Ａ￯ に よる 火災 ・ ｨＧ 伴 ｉｾ の

.j)，¥i JI ; を行う t'j' : ) ! i 将幸141Tを 綿 入 す る こ と を l人l作 と し

た ｲｩ￬ Ｇ ￭ｬ ￭ｊｩ ｩｬｾ 胞行規ｊｬｉ ｊ の Ｍ ｭｬ を Ｆￆ ， する行令 ｊ (‘ |斗ぷ

6  {f'.1' 1  ifii行令第 I り) お よ び r.)ド'，';: ;)i j( j丞芯tflWの J左

i1fiのー 古1I をはI i 二す るf I " J (・r;: 成 6 {1'- ii'il l}ifFt'r 7J司rl

り) が公イliされ、 'r<1ぷ 6 { H  JJ 1  " か ら 他 行 さ れ

t::.
o  

i"rJ !i干干字以内 l阜、 l' 1  ｩｬｬｊｊ 火災宇ｬ＼ ｾｩｬｬ 設 Ｈ ， ｭ の火災イ ， ｦ ｌ ｦ

令子を受けたJ - ，! ，) 介、サイレン学が11，( .) 動することなく、

シ グ ナ ル お よ び (y} ! i メッセ ー ジにより l' 1動 的 に 符

械 で き る も の で あ る 。

改正の背景と概要

( 1) 自動 秘 誌の 導 入

ｼ 坊火刈象物て火災発ノ Ｑ ＭＺ した似合、 ｼ 坊 ｊｊｾｾｩｬＨ 立、

ｊｊ￳ 場附 ｉ ｊＮｾ ，、初期 ｊｩｬＧ￭ 火、 ｪ 泊料、 ｩ 盛矧七Ｚ売 ｾｴＫ な ｅ 多くの

業 務 を j;oJJI ，'i 'II¥J で 行 う 必 泌 が あ る た め 、 非常放送をナ

卜分 間 川 で き な い 状 汎 がJPえ b れる 。

そこで、 l' 1  ｩｬｬｊｊ 火災 ｦｬￆｾｩｬｬ 設 Ｈ， ｭ の火災じけて平の Ｑ Ｇ ，Ｇ ｪＧ十 Ｑ ，Ｑ

から r1  illJJ( I()(こ必弘! なh') 'f IAをイI' . fifi .(i ' ( こ伝法する I' lill )J

b文送のi持人を 1><1っ た。 シ ス テムを図 1 ( ニボす。

地区信号( 火災階

火災砥認信号

図 1 自動 放 送 企 企

システム スピーカースピーカー 非常電話

(2)  シ グ ナ ル お よ び 音 声 メ ッセ ー ジの導 入

i V長、火災Il.. 'i に 1'1似J( I() にど1:釘 怖 にfぷ迷で、きる ↑ff

制はベノレまたはサイレンのみで、火災のづ制工場所、

ｼ 坊 ｊｊｾｾ Ｚｩｬ の ｪＮ ｊＧＩ，ｩｓＺｊ犬 ｈ ｬ もわからず、これらの ￬ｖ が似

ｬ 支の緊張Ａぷゃ Ｚ 不安感ｾ Jj えることがあ っ たため、

べ、ノレのり二d な ど が 行 わ れ る こ t もあ っ た。

そこで、ｾ t.ti:1偽叫にイI 効て二かつ、事山支なィ、' ぷ

! ぷ等を 'j えること の な いシグナノν t' i: を 保JII し、火
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放送 シグナル メッセージ( 例) t持 成

ピンポン ただいまO階の火災感 シグナノレ+ メツ

ピンポン 女(1昔話が作動しました。係 セージを 2 回

ピンポン nが確認しております 以上 繰り返す。

ので、次の放送にご注

意くださし当。

( 女声)

ピンポン 火事です。火'Hです。 シグナル+ メツ

ピンポン 0 階で火災が発生しま セージ+ スイ

ピンポン した。落ち着いて避難し ー プ 音 を10分

てくださし、 間 以上繰り返

(買j戸) すことができ

る。

li 

ピンポンささほどの火災感知器t シグナル+ メッ

ピンポンの作動は、 確認の結娘、セージを 2 同

ピンポン !ftfRがありませんでし以上繰り返す。

た。ご安心州、。 I

( タ戸)

注 l シグナ J レ』ムロヨヨ喚起があり、不安な感じをうえない音を: u

験によりi盤択した。

tt2 スイープ' f f ' よ 3001l zから2000ll z までを0.5抄でスイープ

する'Tf でもあとゐ

( 3)  ス ビ ー カ ー の 設置 基 準

近年、主. I ! 物の気街| 全の li' II '，、 ドアの ｾｉｙｴＱ 能の

ｬ￭Ｇｬ 卜 ＮＮｾｲｦ て二ベノレや欣 ｩ 釘干がホテノレの潟市て平ては Ｑ Ｑｬｉ

きづらいいづ指摘があることから、( ' j 'J!1' 符判413t

が防火刈 ｕｾ 秒 ｊ のどの場所て、も 卜 分に ｉ ｊｴｊ き取れるよ

う 、 ス ピ ー カ ー の 設j; I;: :J 長!:¥(i の 凡 p'( し念行 った。

放送 ｼ 叉械をｾ ｲ 氏 、 ｪＺ ， ｾｘ はＩ i  Ｈｊ Ａ辛子、ふすま常ヨｾ

1"'ftl :fmの P干しく低いものをプ町長< 0) で |メI，IYIされた古1I

分を ｌ 、う 。 」と定義し、 ｊｾｩ ｊｬｬ ｊ として欣込 ｼ メ減 ｬｊ ｬＮ伐に

スピーカ ー の 設i;' ，:J 島准を i盛iJIJ するも のとし、 100

m' を必える放送| 夫域および附段には L 級 ス ピ ー

カ一、 50- 100m'の 欣 込|メ城には L 級 ま た はM級

スビーカー、 50m' .，j <i l:，:j の 放 送|メ城には L 級、 M紋

ま た は S 級 ス ピ ー カ ー を JIJl 、ることとした。

にあ って は，'1'. 火断、 その ｰＧｕ て ｉ ｐＧ ［ ｾＦび地附、地ｼ併の

場 合 に あ っ て は ll 'l 火| 折、そのp' L I'. I 併比びその他の

地|析に| 浪っ てヤ特肢をづをすることもできるものであ

ること 。) に よ る こ と と し t:. 。

この .tJ: j 令、火災放. i 2 i にあっては下J 1 i )Jに よ り 全fi'{i

に放送できるも のとし、 ') 1，火災宇IA)i j ( . i 2i にあ っ て は

ｰＧ ｪｊ ｩ ￭ｪ の放込純 ｪｊｾ に放送て Ｓ るも の とした 。

設置対象

( 1) 放 送 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 防 火 対象 物

ア， J也ドui ' および'i り也卜'{1T

イ， J也 1Ｇ，ｬｬｉＧ ｭ ＮＺ 人 ｼ ーまたは ｊ 也ｼ可 ［ ｾ 3 1併以卜'

ウ. 彼介 川 ｩ 企 ｉＡｊｪ 火 ｪＮｴｾｾ 秒 ｊ で ＧＩＱ 見守半人 ｩｬＵＰＰ 人ＱＭ［ ， 卜

エ ， J.li l閥、 ill 技 場 、 飲 食J，if 、 ( i l' t J ，I ; 、ホテノν 、 病

院、 ｾ ｉ 会前 Ｑ Ｚ ｉｉＺＩｩ 包 ＺにすＺで収作人 ｩｬ ＳＰＰ 人 ｌ 二 ｕ ，

オ， ，，1<]，.J 1l "七、 ザオ交、 lヌWfif': ， J f N哨11ちて I1見守半人

11800人1- 1.1'，

(2) 非 常 ベ ル 、 自 動 式 サ イ レ ン ま た は 放 送 設 備 を

設 け な け れ ば な ら な い 防火 対 象 物

ア. ホテノレ、病院、サウナてすt て'11JI.:f手人i l 20人1- 1..1 '，

イ， ｊ 也 ｬＧ 符および ＱＡＧ ，ｾ窓ｼ併の ｉｉ ｊｉＮ待人 ｩｬ 2  01-:入|て

ウ. ア 、 イ 以外 て. 収作人 i l 50人L川ーのもの

その他

① Ｉｪ 文Ｎ￬ＲｩｾｩｘＨｊ ｉｕ を［没 ｩ［Ｇ ，ＧＺ した場介は、ｉＧ ｉ Ａｬ ｕ ｊ 火災判欽 ＱＱ 設

備 の 地|ズ 斤 特 装iit の ;it iiqをしないことができる。

② )i j(ill.i¥lt Wi は 、 マ イ ク ロ ホ ン に よ る 手 動 以 込 を

俊 先 と す る 。

③ マイクロホンによる下肋 Ｉｩ ｪＨ ｪ 孟 ｾＱ￮ っ た後は、

rl i(i)J )i j ( i ! 訂正作 l卜するものとし、下品h起到j により 1' 1

なお、 !i j( j丞日) t (JI ! i のスピーカーを、スビーカーの J1i)JJj文.ili l;t J 'J，lJ f，Jで き る 。

l小|ド1心心、力か、 ら 1  111 恒 l仰月羽切11;

tにこコJ必じて、 L 奇i及止 ( 92dB I-:'ユu上けJ上、 Mキ」及A ( 87dB j.:以:. u '， きる。

92c1B  ぷ ｾＱＺＱＺ ｪＩ、 ｓ 級 ＨＸＴ ｣Ｑ ｂ 以 卜，87c1B ぷ?I: ，:j)に |ヌ分 ⑤ 本J凶 1¥は、日正作防火対象物には、 一 υJj遡及し

しt:. 。 なL 、。

スピーカーの設 ［［Ｈ ｩＺ ｬ ｮ ｊｬ￭ ， ＧＮｾｪ については、 Ｉｪ 文ｩｬｬＮ Ｑ ヌ ｊ 成の

手刊1I 分 か ら 10メートノレ (1ヰ? 段または傾斜路は、，' ，，'J

'E> 15メートノレごと) 以 |ごとなるように設けること

を ｊｊ［ｩ ｊｬｬ ｊ とし、小 ｊｊｕ 共な放送 ｼ ズ ｊｾｾ (1，';冷.、 出111"等 は

6  m
2

以 ド 、 そ の 他 は 30111'以 卜) に あ っ て は 、 は=

統する他の放i l l . 1メー城 の ス ピ ー カ ー が- j .EJl lillllf 以 内

に設けられていれば、辻りることとした。

(4) 警 報の 範 囲

ｩｉ Ｇ￭ ｉ ｖ Ｎ￬￬ＭＱｾ施行 ｽｊ ｾ 川 ＨＺｔ ｬＲＴ 粂第 Ｕ リロ Ｈ Ｑ 併段 ｘ は Ｈ ｴｦ 係 ＺＱ

路に設ける場介ぞ| 徐 き、感知! 日出のイHi JJ とj1[!l ' ;))して

おわりに

今 ＱＢＱ の技 術 ｊ 在ｩｉｾ ，の Ｆ ＱＱ Ｚ に Ｑ Ｇ Ｑ 礼、、 ｮ Ｚ ｊＡ￯ による将幸Ｑ＼

1干をJIJ l 、t:. 1' 1並J) 欣.i l l . ｻｲｾ＠ i. う 抑 制 設 備 が将人された。

これまでの 「ベノν 」 ま た は 「サイ レン」による |川l

化 さ れ た 災:ηl作ヤ什什;:.川汁'1↑附h、"

で、Ｚ必ｴ，ＺＺな げｩＧ ｦ ｬ＼ｾｪｊ 主 Ｎ￬ￆか つ ＨＱＧ ， Ｉ｛ＱＧＨ Ｑ Ｑ に ｻｊ｟［ｪ｟ 主できるよう

にな ったことは、人; きな jlli! かであり、今f&、十本々

な川 j会の主主築物てすz において、 、"，，1主設 備 が;u.t j; /.:され、

有効に機能することを ｊｾｈ ，干して ｌ 、る 。
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• 
メイセイ出版

1993. 12. 25干リ

A4変半IJ 224頁 16，0∞円

機懇懇談欝機縁燃機関燃議

建築プ口フ工ツション入門

日本建築学会編

• 
丸善

1994. 1. 30刊

四六判 192頁 1，854円

本容は、 1989年以降に完成した美術館、 本 書 l草、建築を学ぶ学生を対象に、建

博物館、資料館、記念館、水族館、科 築において進路を考える手織かりとな

学館の中から、建築的にも内容的にも る本に仕上がっている 。 かつて、この

魅力のある館、地域に根づいて大きな 手の本に見られたように、有名な建築

役割を果たしている優れた館を選んで 家による超個性的なメッセージだけに

収録している 。 その総数31 作品。構 成 とどまらず、組織設計事務所や設備、

としては、資料集成的なものではなく、 構造設計事務所、建設会社など、建築

写真を中心にビジュアル にまとめられ 界のあらゆる業種の立場からまとめら

ている 。掲載総数の関係からか、 l 作 れているのが特長である 。 よって、そ

品に当てられる写真の数が少なく、図 れぞれの立場での現状や、将来性、そ

面も小さくわかりづらいのが残念であ こで求められる適性や能力が、第一人

るが、写真は夜景あり全景ありと非常 者によって語られているためその言葉

に笑しい。 また、名作が一挙にまとめ に霊みが感じられる 。学生でなくても、

られていて、圧巻でもある。姉妹本に、 同じ建築の世界にあって、他の業種の

医療施設の建築集成もある 。掲載され 様子を垣間見られるというのも面白い。

ている作品も、本の丁装も立派。加え ( Y .I )  

て、お値段の方も立派な写真集である 。

(Y. I )  

担当' 会員企画小委員会/ 稲木裕子 ・山寄章子

繋機盤機織鱗欄 議議畿議議

建築馬鹿選集

矢 田 洋 著

• 
鳳山宇土

1994 .3. 10刊

四六判 328頁 2，400円

昭 和44年から 50年にかけて刊行された

「建築馬鹿J 第 1; 集~第 5 集の選集復

刻版。 建築家とは、また建築主とは、

「お注まり」とは何か、やねのこころ

と日本人といった建築論や、子供部屋

不要論、 日照権闘争に対する疑問など

が、著者独特の視点から、時には愉快

に、時には皮肉をこめて綴られる 。 20

年以よたっても取り上げられた話題は

今目的で、著者の意見に賛成の向きも

疑問の向きも、いろいろ考えさせられ

ることが多いのではないだろうか。 建

築を学ぶ学生や社会人になったばかり

の人、またそのころの新鮮な気持ちを

思い出したい人に。 (A.Y)

機 機 機 問 問 問 機 械

オーダーの謎と魅惑

西洋建築史サブノート

吉田鍋市著

• 
彰国社

1994. 5 .  10刊

86半:IJ 180頁 1，880円

/11' ｾＮ＠ ｾ＠
1 1 1  l' 

，;  11 

/1!9 ‘  

題名に「オーダーの」とあるが、むし

ろ古典主義全般についての研究ノート

といった方がよいかもしれない。 オー

ダーに代表される古典建築のエレメン

卜をどう扱うか、それは西洋建築の永

遠の課題である 。本警は、ルネサンス

以降のバロッ夕、古典主義、ロマン主

義、アー ル・デコ 、モダニス. ムといった

歴史の流れの中で、これらのエレメン

トがいかに取り入れ られていったかを、

機荷な側面から取り上げている 。特 に

アール ・デコや初期のモダニズムの 中

にも古典的なディテールが数多く残っ

ているのが興味深い。 最近の建築の勤

きを見るにつけても、単に表層のデザ

インを真似るのでなく、背景にある思

想も理解することが必要ではないかと

考えさせられる 。難しいことはさてお

いても、豊富な写真とともに楽しく読

める本である。 ( A. Y)

建築と社会 ・1994. 7 65 
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1
が、それに手を貸してくれます。

情報収集は人脈に頼る
当

2妥Eなときにめ〈るとι 、幸新庁しい発氾恕! がiω必き l山1' ，て〈る

必姥E築の也世. 界 は、 2多甚
j
万'，u而而の附判械t を1集l長毛めて主整査辺辺l し、 ような公がします。

加工 ・ 応 川して成り 立っています 。 げ 伴 ｉｾ の乏しい

人は、いい仰 ｉ ｾ が入手できず、品川 ｈｉｾ ｊＨこいいか ｊ ￧
3  

ができません。

古 書 屈 の ガ イ ド ブ ッ ク 項 を 試 す

いままで初 卒 ｉ ｾ 石ｾＪめる手段は、 人 ｊｕ ｾ 、機 関Ｈ こ ［ＺＺ

会 ・ 協 会 ・ 士会 ・ ｪ￭ ｽｦ ＧＺｬ ｴｆ 斤Ｉ、↑ ｉｉｊ ｾｾ サ ービ ス セ ンタ一 位築設計料の長在のｾｬｪｊｬｉ謙 三 先便が、 ＱｽＴ ￬ ｾ ｦ の ，Ｇ，

( 士会の情報センター) 、似|九::fi ] ' o; ( こ頼っていた、と 立l ! 築 .' :: ・地主主 ・山地|ヌ|の コレクタ ー として J汗名、

思いま す。 とお聞 きして鰐きました。金沢工業大" ;f: ライブラ

わたしは、 0 0の こと はO OJ ぐ下のA 先生、 x x リーセンターの析似ノドの コレ クションも有名との

の分野は ｸｸ 処築 ｾ ｊ ｾ 務所の ｂ 氏と、ほとんど川脈 こ し 先11 らぬことばかりでした。

に 頼って いました。 人)1辰の '1' には「姥築の生き字 これでは、 ｮ 本に数ある大 ｾ ｪｦＺ の ｬ ヌ ｉ ， ＧＺ Ｚｦｩ￮ｲ のｽ ｻＺ長，ＧＺ も、

百IJ ともいわれる ) j がおられましたから「何でも 必|前l先引のもとにそ' f . H，しておかなければなるま い、

ご存知なの Ｗ ごなァー」と、中 ｉＧ ｅｾ［ 機械のような先 Ｉｪ とも，思い ました。

秘 のE点却捌!月li焔i尚辺の
l町川川り引卯11川111析Rさにt紛窃いてい fた.:i .次欠江第5て. す。

そんな Ｑ 仲耐Ｋ判桁 ｊ

“
ｩ汗干芋 ＮぺｾＺ

I
刀却り竺引以

e

干古1，

j
万J のと ころには 「 すベての 怖作約Ｇ ， Ｇ伴矧幸判 ｉｾ 幼力が雪 Ｑ集 ｬ 長 ミまつ て〈るん i立L ち-羽も?句f つTたJ ことがあります。 が、 +和州州4中州|ド

I{仰呆烈111川
l
リlυJ地也削|民足のA必寺

fごなア。 人 徳のしからしむべ、きところJ と尊敬も ＩＱ Ｑ Ｇ［ ［ｕＺ Ｚｉ ， ｬ ｦ ・ ｬ リ ｪｦ 命的・ Ｂ ［Ｚ ￎｾ Ｚ Ｚｊ ， ｉ Ｚ ｩ の才 Ｇ， ｦ￬￭ ￮ ｬ 阜、初めて知 ｬ りまし

していました。 た 。 ＩＧｪＭ 念に ｉｉｍ ｩ｜ ｊ をかけて ［ｕｉｾ べられたことが分かり

しかし、ｴ［Ｇ［判 ｾｈｊ［ｾ の Ｉｪ が長 ｊｕ Ｉ，ＧｉＧ， ｾｬ ｾ や不 イ Ｑ ＧＮ のときに ます。

は、 こちらがお手上げです。 ，' ，分の欲し L 、情報を ここを読んでいると 、 地下鉄伊 Ｑ ， ｻ ｾｪ ｉｬ ｊ 駅持限の胤

; )えめで各都|ヌ|占:fiIi( こ!'I 'd[，
J
き、あらゆる分野の本の f，tが下にとるように ト| に浮かびました。 わたしに

'1' からザ問えらしきものを凡つけ "1'
，していました。 とっては、 点以に行 ったときの楽しみが一 つふえ

その' 万) J とl時・lil) 力士 総くほどかかるのです。 弱り たことになります。

まし t.: 。

こんなとき、 ｲｦ 也にＮ￬ｊＦ切な ｽｪＧｲＱ ｾ はな いものか」と
4  

アク セ ク考えていました。 その矢先、 .'"1'. 版された

章を一覧にすると

の が 「娃築 ・行Ilrl i '  {] プゼ ・|二本的判アクセスブ ッ

ク」です 。 ＱＱｾＱ Ｆ になりましたが、 ｾｾｪＺ｟ ｴＮＺＢ てを起します 。 ｲＮＮ Ｎ

ほんとうに院しかったで. す。「今までなぜ こん を市川する J
r.ーーー を捜す」と !l)}J ;ihlて終わる 7日 ，j も

な本がH' ，版きれなかったのfごろうか」と思ってみ ifi ) J きがあ って、 リズムと柔らかさを感じます。

ましたが、 とてつもな ｌ 、 ｈ 、 ｾ Ｚ ｉｉｉｊ と労 Ｉ ｊ の集，ＮｦＱ Ｇ ｛をま ＱＱ り、 百ｾ 1  i'江 人をJ史す

r;; (fi にでも n' ，せる本ではな L 、」と分かりました。

2  

赤と白の本を手にとって

ぷ紙のデザインが、 とても新鮮です 。 い ざ主 ｬｾ ｦＮｲ

Ｈ↑ ｩ ＧＱ 守 ｉ ｾ を傑すＩのときに駆けつけてくれる ￬ｬ Ｇ ｪ 防 ＱＧ Ｑ

到 ｉｊｉｉｉ を，思い出しました 。 ｉ 立ｾ ［ｲＮＱ� ，長を ｪ､ｬｦ ｬｬ しました 。

そうです。 1山 内阪のように緊急、のときは「まずこ

の本を凡 なければ・・・・・ J という 思 いがぶ紙にこめ

られています。紅 "17
ンジ. ュウの采らかさも 絞め

ていま す。

ここまで澗淑 ・鮮
l
り|にぶち4された菊W; J f H也氏の

ご Ｍ ｾ 日＿に 対し て Ｈｾ ｾｾｴｦＺ をぶします。まったくの 創刊 号

本だけに、ｾＮ￬ￆＮイＧｆＭ ｾｉ 立大変だ ったろう と 思い ます 。

「本 書 の 目的」 を凡 て、〆今トlは立坊怖
IJ
f: lx止リテラシ(印li t凶e臼 ~

｡｣ｹωＩ の ｉｉ ｾ 寺制 ｴ 凶イ七、 ということが分かりました。 きすれ

ば、予校てＢｴ ｍ 怯 ｲｾＢｫｽＺ と ｴ 、う 平 Ｇ Ｑ ト ｬ を設ける必要が

ある 、 とも考えます。 i{j' ｛ｾばなれした・下生にと っ

てもチ ｣ 切なことです 。 ぷ ｾ ｉ ｬＭｉ Ｂｦ［ ｾＺ 才交で当本をお 〈平 Ｚ ト Ｇ Ｑ Ｑ Ｚ

にして授業されていること的、11 り、引{ 七i戒の松平: A

百ｾ 2  ?;'i: 機 |刈・剥凶肢をi古川する

百ｾ 3  
7;
江 1><1，ｾＺ Ｚ＠ Ｇ ｾｦ ｾ Ｎｴ ι ，＠

.¥i Jr lllJ をi丙)IJ する

ｾｽＴＱ ｾ ｩＺ＠ I刈
Ji --斜回ぶ ・幸民千日，_:= がど こ に あ る か を f¥!L

す

ｾｽＵ＿ ［￯＠ J火.色文献を? 彼す

第 P J Ｑ 文 ｉ ， ＧＺ Ｚ ｦｩ￭ Ｇｩ・資料 室 ・ 官 Ｇ ｈ ｻ ｉ ｾ サービス ・ データベ

ース機|民
j.

，': :J8を放す

第 7 7;1. ｉ ｾ Ｚ ・ Ｑ ， ｬｦ ・ ｉ Ｇￎ ， ＧＺ Ｚｽ ， 庁を利 川 する

!:f} 8  ?;1  主l ! 築作Jsett ・l二本施設を仰す

百.}
9  i' ;江 {P:;長 ・資材 製品 情報伝製す

第 101:t ji}f 先 l長引と文献 1=lj止をi市)IJ する

!:f } l l  i' ;'i  畔!!I! ・川 ;¥I i.m
，Ｈ ｾ ｉ 不 ｬ Ｎｴ ｊ ｜ＮＮｊｊ牲 を市 川 する

i:f n 27;'t 11
、
11際 ・海外的平| 止を J¥!L

i-

第 131' :t イベン 卜'h' HI止を捜す

立
'}14i' ;i 統計・制史す

百n51;1 ｊ 也 ｊｾ ｊＨｴ ， Ｇ ｩｴ ｊ，ｬ や ｼ 二 地 デ ー タを ［ｕｉ［ｊ べる

第 16
7:; : ［ｊ［Ａｪ ｬｾ の文献 ・ ・｝ｩｦ ｵ を般す

!A} Ｑ Ｗ ｩＧｾｩＺ＠ その他のt;' i tJ，lをf¥!Lす ・訓ベる

!:ii 181，'e ｉｉｉｊｈｾ ↑ ｗ ｴ 院 を ｦ ｜Ａｌ す

!A}19i';江 データベー スぞ i丙)1) する

百}20'i' ，立 さらに十!?判制¥! L すための文献制介

採 川の 英断 と 熱誌には大11: 1ぶし ました。 さらに、 J;..LI-.207J 370節 か らな り、 京引例 数は 4700に及

当本のお呼柄 引 ｉ ｴＮ ｬｩｬ Ｎ ｪ ト ｬ になる ｾＢｪＡ＼＼ 訓Ｎ｜ の ＮＱ Ｑ Ｑ Ｑ 版ぞ待ちこが びます 。 あなたの求める附キ ｉｾ の ｬｩｬｩｬ 泌を ｾｬ ， Ｇ ， <入 手 で

れています。 きるノウハウヵt11: I:hI 戊されているジ7
作 で、あ り)J 作 の

Ｇ ｾ ｉ 分の求める 附械 の入手法が、、 Ｂ Ｑ 刊 の ｩ 市川 で平
1

1

: 、 と感じま した。

にとるように理J!. Wf，て、きます。一得うしろの項白井i
ＱＱＱ 版 ＭｴＡ ｈ 会 ｉ Ｇｾｉｊ 会 ｩ ｬｊ 長 ・山田 修 Ｈ修 ｩｬｬｾ 距 Ｇ ｉ Ｈ 伽昨Ｉ



理事会

第 2 固定何lji .里事会

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か27名

議 事 ( 1flL成 5 年 度 事 業 報 告 承 認 の 件

(2)平 成 5 年 度 決 算 報 告71 x 認の件

(3)平 成 6 年 度 第 l 固 定 時 評 議 員 会 開 催 の 件

(4芹 成 6 年 度 第 l 回 通 常 総 会 開 催 の 件

(5}1圭援 ・協賛名義使用承認のイ牛

(6)入 退 会 者 承 認 の 件

(7滞在告事項その他

編集委員会

第 2 国 会 員 企 画 小 委 員 会

ＱＰ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時日分 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 3 名

オブザーノ T一 吉 田 晋 氏 ( 京 大 )

植南草一郎氏( 京大院生)

殺 事 ( I)シ リーズものの報告と掲載予定

(2鴻庁しい企画案について

第 2 回 作 品 作 風 小 委 員 会 ( 新 ・旧合同)

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時半 ｾ Ｘ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2)1 ' 乍品の選定

(3)  rGal l eryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(4)  r S KE T CH B OOK欄 J の 掲 載 予 定

第 2 回 計 画 系ー インテリア ・住 宅 一 分 科 会

ＱＱ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｉ 時半 ・ 於竹中工務庖インテス会議室

出 席 者 福 田 幹 事 ほ か 4 名

議 事 平 成 6 年 7 月号特集企画の検討

第 2 回 編 集 委 員 会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1}5 月号「明日に向かつて一 会 員 作 品 」 特 集

車五島幸臣告

(2) 6 月 号 rL 、ま、医療施設は」特集車五邑報告

(3} 7 月号「住空間における居どころへの視点」

特 集 路 島 報 告

(4} 8 月号「まちなかの看本則特集組島報告

(5}10月号 rc G によるシミュレー ション」特

集 結 晶 報 告

第 2 回 広 告 企 画 小 委 員 会

ＱＲ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 勝 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 収 支 状 況 報 告

第 2 回計画分科会ー建築系一

Ｑ Ｓ 日・ Ｗ 時 ｾｉ 日時 ・ 於本会会議室

出 席 者 石 山 幹 事 ほ か 9 名

議 事 平 成 6 年 9 月号「水と建築J ( 仮称) 特集内容

の4錯す

第 2 回 構 造 介 科 会

ＱＸ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時ゆ介 Ｎ " } j ' i : 本会会議室

出 席 者 二 宮幹 事ほ か 6 名 、 吉 村 委 員

議 事 ( I) r概 盆 の 頁J の 企 画

日 本 建 築 協 会

月間の動き

(2)  r概 隼 美 」 特 集 の 企 画

第 2 固 設 備 介 科 会

ＱＹ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時日分 ・ 於本会会議室

出席者村上阜宇事ほか 7 名

議 事 ( 1編 集 委 員 会 の 報 告 と 検 討

包括委員の引 き 継 ぎ

(3)  r設 備 の 頁J の企 画

(4) 10月号「廷誇甚設備計画における C Gシミユ

レーションJ 特 集 の 企 画

平 成 6 年 10月号 予 定 「 村 野 、 森 建 築 事 務 所J 特 集 第 l

回 編 集 会 議

Ｒ Ｔ 日 ・ Ｓ 時 ｾＶ 時 ・ 除村野、森建築事務所

出 席 者 村 野 濠 氏 、 柳 寛 也 氏 、 岡 林 成 明 氏

議 事 「村野、森建築事務所」特集内容検討

第 2 回 会 員 企 画 小 委 員 会 打 合 会

ＳＱ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会設睦

出 席 者 塚 口 委 員 ほ か は 名

E殺 事 仮 称 「 大 阪 建 築 学 生 の 会J 発 足に向けて

事業委員会

第 l 回近代建築見学介手宅会

Ｙ 日 ・ ｼ時半 ｾＳ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 4 名

検 事 近 代 建 築 見 学 会 に つ い て 検 討

第 2 回 若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会

ＱＰ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 6 名

オブザーノてー芦田秩佐氏( 井関企画室)

議 事 ( 1断 固 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)今後の予定について

(3沼委員の時間

第 2 回 広 報 小 委 員 会

Ｑ Ｑ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 、 酒 井 、 下 村 各 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1断 固 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)第 l 、 第 2 分 科 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 2 回 見 学 会 小 委 員 会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長lまか 9 名

議 事 ( 1断 固 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)実 施 報 告

(3)今 後 の 予 定 及U守尉甫について

第 2 回 事 業 委 員 会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

教育委員会

第 l 回 講 習 会 小 委 員 会

Ｑ Ｖ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 ゲ ス ト吉 田 豊 講 師 ( 竹中工務庖)

佐 藤 副 委 員 長 ほ か 6 名

検 事 本 年 度 の 事 業 計 画 に つ い て

出版委員会

第 2 回 出 版 委 員 会

【平成6年 5月分】

Ｑ Ｙ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( IK プ ロのノウハウ> と特装本の車五盈報告

(2)今後のテーマと執主在者選定について

(3)  rプロのノウハウ」講座シリーズについて

建材委員会

第 2 回建ヰオ委員会

ＱＹ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 9 名

材 料 説 明 : アシュフォ ド フォーミユラ( 浸透| 全コ

ンクリ ー卜 表 面 強 化 剤) の そ の 後

議 事 ( け今後の検討出オ

(2)今後の「新建材紹介コーナー」掲載予定

(3定委員交代

見学会

武 庫 川 学 院上甲子園キャンパス「甲子園会館J + 松山大

学 n昆山記念会館J

Ｒ Ｐ 日 ・ ｼ時 ｾ Ｔ 時半 ・ 参加者 Ｕ Ｑ 名

30'sEYE21世紀へのエスキス

堤 展 子 「 建 築 と ARTの 出 会L、J

ＲＷ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 Ｔ Ｐ 分 ・ 参加者 Ｑ Ｘ 名

5 月 の 入会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 2 W

側 豊田 自 動 織 機 製 作 所 側 母 倉工 務 庖

〔個人会員45名〕

緒 方〈龍高伸組〉夫 大 野{躍高姐自告) ;侍 岡(値商問忠} 生

車正里{子価高英祖)三 北 川 S裕;D) 康
{蹟高

主主(部揖高組義} 住

近 藤{臨豊高太組)郎 田岡(踊高姐正}和 玉(井踊高岨憲} 雄

津 田〈誼高日組青)史 蔦 谷(量調民組政) 寛 窃(園高祖政) 治

古里t子髄高嘉組)郎 宮 本{姐高姐茂} 弘 村 松(園高岨)

日ム

山口 高勝祖)久

{踊
山田 S光;H) 憲

{龍蔵
山(名匝高田組英} 雄

山 森{踊 ご羊

高組)
{上東掴羽姐! Al一，輯輝所) {東大畑友題担事立輯青史所}

巣{東畑山圏車£第E章R暗子所) {中東掴西姐宮臨穆仁輔広所) 西 国 理解裕輔亮所]
{ 東畑趨提

西(東尾畑撞祭事輯悟所} {里東子佃口也録穆拓輔也所) {東藤畑田趨!1!lI '輯所寛)  

廻{東個 はるよ

理! AIII 輯所)
{東山畑本醐鍍穆森輯ニ所} j美輪( 鹿島瞳腔誠)  

五(十鹿島嵐建久世)也 小{幡鹿島強義股}明 岡(本蝿島瞳富腔)男

古(閑鹿島日陸軍出世)見 山{本鹿島建乾股}次 {松宇村野組東副支武庖)

2可(徳録光度行集)人
ゴ 防 サ 武 司

駒(井東京ガ晃ス子}  
谷組)

{自近選岨臼稼立コン身サルタント) (田中田彊睦中建聾世宏計和康晴所) ( 軍件直措中デザ村イかン研お究所り)  

並(ワ河ークス秀} 憲

宮 田 勝 巳

{ソ ネ渡y辺ク神戸支源底)
{アー トファクトリー玄)

( i 佳会員 2 名〕

久(修保国撞佐世代専門子学控〉 (修稲成葉瞳股専陽門掌子担)
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暑中お見舞申し上げます

車

問 幸 夫山

株式会社青山建築fflu事務所代表取締役

軍 ＵＵＰ 大概山 ｬｩ ， ＱＴＱ ＾ＨＧ ［Ｈ 例｛ｾＺｲＮ ｉ Ｍ ＱＰ Ｍ ＱＹ ｩ｛ｲ 判ピル Ｗ 官 ， ｬｦ ［ ＰＶＨ ＴＴＳ ＩＰ ＴＳＰ

甲 610- 11 1 ' 1 七点目i1SdIj JQｊ［Ｈ￞Ｈ 大原野 上 ＧｉＡｊ 葺 Ｂｉｾ｛ＱＴ ＭＶ

11!，l f; 075 (331)  8082 

名誉正会良

j斐 井 泰

持 659 1' 1セ . i
L

;  J1l ｲｬ￯ｾｲｬ ヶ丘 町 ＱＳＭ 5  ｾＧｬＱＮ ｉｦ ［ＰＷＹＷ ＨＲＲＩＵＲＹ Ｑ＠

j受 ;毎 伸 之

i支 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

平成 6 年盛夏

.;o、

7  
千平 良B西

財団法人 大 阪 住 宅 セ ン タ - l盟事長

串 542 大阪市中央区南船場4丁目 4番3号

御唱筋アーバンライフピル" F

ｾＧｉＡ，Ｑｦ ［ＰＶ ＨＲＵＳＩｏｏ ＷＱ Ｍ Ｓ＠

暦 ＵＹＱ 自宅 Ｎ ｾ［ Ｍ ｭ 粁金 ｉｍｉ 町 Ｓ ＱＧ ＱＭＲＳＭ Ｑ ＰＲ 旬結 ＰＷＲＲＨＵ ＱＩ 1902 

今 村 祐 三 郎

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

⑮ 540 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 l 番 30号 電話 06( 941)4821 

( 50音順)

寄欠 俊 美

株 式 会 社 歌 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

<l!!>649- 64 和歌山県那賀1 l I1打悶町打悶315 電話0736( 77) 2711

⑮ 649- 64 自 宅 和 歌 山 県 那 賀 郡 打 悶 町 打 悶 315

包 括0736( 77) 2711

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

⑤ 540 大阪市中央区域見 2 丁目 l 番61号ツイン21M! Dタワー 11階

'i l n' ; 06( 949)  1371 

⑮ 630 自宅 ・奈 良 市 南 永 井 町 3 4 4 - 8 包 括0742( 62)0784 <l!!>573 1' 1宅 ー枚 JJ rli 間 山 手 町 1 5 - 4 電. l ! ; 0720( 41) 3427 

山

一

相 橋 重文

株 式 会 社 岩 橋 設 計 代 表 取 締 役

⑤ 530 大阪市北区西天 満 3 丁目 7 番 4 号 包 括06( 362) 8701

⑥ 640 和 歌 山 市 中 之 島 1672 包 括0734( 31 ) 7859 

⑮ 665 自宅 宝 塚市 栄 町 2 丁目 10番26- 712号

⑮ 640 自宅 ・和 歌 山 市 中 之1;1; 1661 電話0734( 28) 2389

也君首0797( 81) 1 174

飯 田 事円

共 同 設 計 株 式 会 社

帯 530 大阪市北1><: 州Ri 尚5 丁目 10番 14号 111 .l.' ; 06 ( 364)  5836 

南 560 1'1-;:; .  ｾＲＧＢ＠ I行本町 2 rn 2 需24り 包 括06( 848)0775

泉
宇斤

Eコ 史沢

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 550 大阪市西区北線江1丁目 2番27号 包 括06( 543) 2281

公 民

市 宏
I

 

l

 

--.
，， 

株 式 会 社 点 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 541 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 - 4 ー 10 11!，l f ; 06(202)  0391  

"，658 1' 1'1: Ｎ神〆 ､ｩ ｕＡ ｬ 灘区 ｦｾ 占 IIIT' 4 rn 4 - 3 2  

屯. l f; 078( 811) 0216

.;o、

7  
井

由

I l ! i、 臣

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

⑤ 547 大阪市平野区Jm笑 北5丁目 11番 12号

電話06( 792) 44251t

⑮ 547 大阪市平野区平野北2丁目 9寄 15号

包 括06( 796) 1839

68 

上
=ヒ

.:::f::. 

二ム

J 口西

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 会 長

帯 530 k 阪 市 北1>('1' 之 仏 3 - 2 - 1 8 fU..<中之仏ピル 7 附

7官，11;06( 448)  3603 

再 659 ｉ ＧｉＧＭ ｴ ・兵 Ｑ ・ ＱＨｾｍＧＱＱＱ ､ｩ ｩｊ｜ｾ＠ [1 2ー 14 ;'I!，lf; 0797  (22)  5949 

植 安日 雄野

株式会社 長子建築干fl X';[ ZJI 務 所 所 長

⑮ 542 大阪市中央区東心斎備 1 丁目 16- 29つるのすピノレ

電話06( 244)  1561代

帯 588 自宅 ・幌 市 大 紫 野 5 - 9 電話0722 (37)  1162 

尾 重 信原

株式会社 コ ア プ ラ ン 設 計 代 表取締役

⑥ 550 大阪市西区新町 2 丁目 3 番 B 号米滞ピノレ8 F

電話06( 531  )4488 

⑮ 532 自宅 ・大阪市淀川区十三束 3- 14- 13 電話06( 302) 1051

多 井 幸 男

多 チl' 建 築 研 究 所 所 長

也 541 大阪市中央区今橋 1 丁目 1 帯 j 也 1 番館ピル

m，l舌06( 226)  0008 

罰 657 白ーむ 神 戸市 樽 ｉ ｩｻ Ｈ 投 手 ｉｉｾ ｔ 3  T FI  1  - 11 

司!nI i 078 (821)  6133 

岡 j畢 勇

問 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

居 530 大 阪事務 所・大 阪 市北 区 西 天 満4丁目 41昏12号

近藤 ピル 6 F  電 話06 ( 362)  6082代 表

FAX06( 362) 6084  

串 567 茨 木 市 藤 の 旦 2 丁目 16番 6 号

電 話 0726.( 43) 5230 ・8953

岡 節

-::i::::-

吉 田

百ヰデ
野

常務取締役

日本電設工業株式 会 社 大阪支庖

支 庖 長

<l!!>531 大 阪 市 北 区 12 崎 3 丁目 1 7 - 1 5 電話06( 372) 3533

⑮ 560 自宅 ・盟中市蛍池東町 2 - 6 - 1 1 包 括06( 841 ) 3832 

刷会長

岡 本
差

E ヨfT 

株式会社 1115 和 設 計 代表取締役社長

暦 550 k 阪市内l孟 新聞[ 1 r 目 5 需 n ; . ｉＧ ｾ ツ 陥 ピル

m ，l止06(532)  3421  代

串 659 1 ' 1 む芦l:I1di岩| 柑町35ー 7 11!.lli0797 (31) 3201  



暑中お見舞申し上げます

名管正会員

沖 田 誠

財 団 法 人 建 設 工 学 研 究 会 事 務 局 長

音寺平 ・風 ・構造 ・コンサルタ ン ト

⑮ 105 * 京都港区虎ノ門二丁目6番7号和孝第十ピル内

包括03( 3502) 8017

F AX03( 3502) 8019  

⑮ 195 自宅 ・東京都町田市鶴1115- 1- 14ー l似

結0427(35) 8297 

因

I I.!I、 庄 良R
ミよh

J ロ

大 阪 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 565 吹関市山悶束 1- 12 - 12 電話06( 876) 2334

⑮ 565 自 宅 吹 回 市 山 田 東 1 - 12 - 12 電話06( 877) 1406

数 井 美利

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

平成 6 年盛夏

弘
ごム

J 口西

日本住宅パネル工業協同組合 理 事 長

⑮ 113 東京術文京区本駒込6丁目 15番7号

六君主閣ヒソレディング 電路03(3945) 2311代表

取締役会長 小 西 岬

取締役副会長 橋 本 正 章

取締役社長 小 西 照 男

株 式 会 社 小 西 設 計

⑮ 550 大阪市西区立先端 1丁目 12ー 16 電話06( 532) 4051

名誉会長

佐 野 正

; ; ;652 神戸市兵l市f i Z 荒問町H 目1-8 楠六パレスピル

ｾＧＱＡ，ｬ，Ａ ［ＰＷＸ＠ (521)  0205- 0207 株式会社安井越築設. i Hn務所代表取締役会長

; ; ;654 -01  向 宅 神戸市須磨区 II 川台 2 T  1'139ー 13 ｾＵＴ Ｐ 大阪市中央区島町 Ｒ 丁目 Ｔ 魯 Ｗ 号包括 ＰＶＨＹ ＴＳ Ｉ 1371代

電，l l i078.(792) 5862 ; ; ;662 白宅 ・西 町 市 古 川 町 4 の 9 m，!ii 0798 (72)  1569 

亀 井 晃
ごム

J 口

h η  

隊 式 会 社 A. R.1. 建築事務所 代表取締役

串 542 本祉事務所 ー大阪市中央区谷町7 T 日3昏 4- 203

新谷町鱗 3 ピル 2 F 電臨時( 768) 1771代

置 577 アトリエ E巨大阪市」ニ石切町2 - 14- 35

11t 宮古0743( 73) 6137

骨 542 アリ y クスタイムスタエア・大阪市中央区谷町7- 3- 4- 105

新谷町郷 3 ピルー 1 F 司E結06( 764) 1089

畢 631 内宅 ・奈良市藤ノ木台3丁目 33昏 5号電脳0742( 43) 1226

学 校 法 人 修 成 学 園

修成建設専門学校

理 事 長 鎌 谷 秀 男

ｾ ＵＵＵ 大阪市西淀川区大和問 Ｕ 丁目 Ｑ ＹＭＳＰ 電話 ＰＶ ( 474 ) 1644 

ｾＶＵ 自 宅 ・ 宝塚市千 傾 Ｓ 丁目 Ｘ - 23  111新0797(72) 1380 

河
A  

Eヨ 芳 市

第一工業株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

ｾ ＵＳＰ 大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｖ 番 ＱＴ 号 話06( 364) 6661

河 裾 夫手口

1 ' 1 } 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 531 大阪市北区本庄西 3 T 目9{ 昨20号

旬結06( 371) 5146代

骨 560 向宅・盤中市中般塚4丁目 6・4 官官，11i 06(852)4148 

斉 義藤 園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

岳 557 大阪市西成区Ji! 虫 2 r [ 16再生5号 電話06(661)  3325代

署 557 白宅 ・大阪市西成区) i ! ! l l W: 1丁目 21番 3 号

電話06( 652) 0208

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区角田町 Ｒ 番 ＱＵ 号 電話 ＰＶ Ｈ ＳＷＲ Ｉ ＷＱＵＱ 代

( 50音順)

須 賀 好
宮

田

社同法人 日本建築H ' l 算協会関西支部支部長

⑮ 540 大阪 11; '1
1央伏浪 人偏2ート10 大l以ill 集会館 5 J!l¥'

危Ui06(947)  5222 

近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築 学 科 教 授

哩 577 東 大 阪 市 小 粁 江 3 - 4 ー l 電結06(721) 2332

内線4519

<<11>631 自宅・奈良市鶴舞西町 2 - 10← E501

11[鉱0742(41 )0623

関 良口 典

一級建築士事務所

株 式 会 社 関 口 建 設 専 務 取 締 役

⑮ 582 大阪府始阪市大県 1 - 1 0 - 13  包括0729( 71) 2281  

⑮ 582 自宅・大阪府柏原市上市3- 12- 16 電話0729( 72) 1308

回 中 明
由

ｉｾＧ 、

大阪エスピー紙工株式会社 代表取締役社長

; ; ;540 大阪市中央区玉造 2 丁目 25番 20号! { t 栃06( 765) 5650代

F AX06(765)  5655 

⑨ 614 自宅 八幡 市八幡稲徐谷98- 7 電結075( 971) 0395

田 中 優

株式会社ユ ソニアン一級建築設計事務所代表取締役

署 530 大阪市北区天神僑2丁目 5番25号 若 ね グ ラ ン ド ピ ル10F

電話06( 354) 2781

⑮ 112 )j ()j O:r.J 1文京阪大塚 5 丁目 17併l サ.u; 1:兄板ピノレ

電話03( 5976)  2781 

ｾＵＳＶ 大阪市械 東 区成育 Ｔｔ 目 ＲＰ 詐 Ｒ 日 官邸，1; 06( 931) 8857

田 村 真

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 取 締 役 副 社 長

<<11>541 大 阪 市 中 央 区 本 町 4 丁目 1 - 1 3 電結06(252) 1201  

e663 自宅 ・西宮市浜甲子園2丁目 5- 19 電話0798(41) 43∞

取締役会長 高 橋 慶 夫

取締役社長 上 田 宏 ニ

株式会社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

e 550 本 社 大 阪 市 西 区 新 町 1- 13 - 16 瀬戸松ピル

電話06( 533 ) 0972 

ｾ ＵＵＰ 大阪事務所 ・ 大阪市西区新町 Ｑ Ｍ Ｔ ＭＲ Ｑ 大幸ピル

1tt館06( 533) 0971

ｾＱＱ Ｓ 東京 Ｔ 事務所 ー 東京都文京区本郷 Ｓ ＭＵＭ Ｔ 朝日中山ピル

司E路03( 3818) 5173

e 612 京航事務所京都市伏先区深草西浦町6- 65- 1- 619

1tt路075(647) 1151代

立 郎野

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 会 長

o!!; 550 大阪市西区南綴江 2 丁 目13番 22号

1苦06(532) 3731代

69 



暑中お見舞申し上げます

谷 進

浦 安 工 業 株 式 会 社 常務取締役支庖長

⑮ 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 3 - 5  電 話06( 351) 7502 

FAX06( 353) 2160 

ｾ ＵＳＰ 自宅・大阪市北区天神僑 Ｓ 丁目 ＱＰＭＳＰＭＵＰＷ

電 話06( 358) 6900 

名誉正会只

知 見 義 夫

元 ・本会理事

<!!>601 自宅 ・京都市南区西九条春日町48 電 話075( 691) 3860 

津 芳範村

オリエンタルメタル株式会社代表取締役社長

⑮ 335 J;奇玉県厳市塚越 5 丁目 6 番32号 包括048( 442) 3115

ｾＶＶＰ 尼崎市昭和南通り Ｓ 丁目 ＲＶ 番地 11t綴06( 412)5131代

FAX06( 413)  0300 

侮 明馬 正

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

串 550 大阪市西区靭本町 1 丁目 17需 15号

電話06( 441) 0378大代

⑮ 557 自宅・大阪市西成区熔翠束2 T 自13番22- 507

電路06(651 ) 0566 

名誉会長 名誉正会日

東 謙畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑮ 541 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 - 4 ー 10 電話06( 202) 0391

⑤ 658 自宅 田神戸市東灘区住吉山手4-4・35 電 話078( 851) 5043

徳
E ヨ

匡ヨ 克岡

株式会社徳 岡昌克建築設計事務所 代表取締役

<!!>530 ｫ 阪 Ｑｬｩｾｴ 区西天満 ｈ 目 Ｓ 需 ＱＱ ＭＲＰＵ 号 電 話06( 314) 1688 

⑤ 661 尼 崎 市 次 1M 3  r 目 6 需 60 号 電 話06( 499) 0701

ｾ Ｘ Ｑ Ｐ 師岡市中央区大名 Ｑ 丁目 Ｘ 番 ＳＳＭＷＰＳ 号電話 ＰＹＲＨＷ ＱＶ ＩＵＱ Ｑ Ｐ

⑮ 520- 06 滋賀県滋賀郎志賀町北小怯 1157番 地 電 話0775( 96) 1149 

⑨ 532 (I ' l : ' 大阪市淀川区新高6丁目6需18号 電 話06(391) 1438 

内 藤 正 克

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役会長

⑤ 675- 13 兵庸県小野市上本町240 小野ピル 電話0794( 62) 4757代

⑤ 675- 13 自宅・兵庫県小n市久保木町1063 電話0794( 62) 4668

70 

平成 6 年盛夏

中 原 英 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代表取締役

ｾＵＳＰ 大阪市北区天神橋 Ｓ 丁目 Ｒ 番 ＱＰ 号 Ｏ ｔｋｈ ピル

話06( 881) 1778 

長 津 fT 孝
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d

F

D

⑮

骨

西 女子田

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大阪事務所所長

ｾＵＳＰ 大阪市北 ＱＱ 点Ｎｒ ｪ 向 Ｑ ＱＱ ＱＶ 得 ＶＳｊ Ｍ オーセンビル Ｔ 附

屯;1i06(354)  3960 

F AX 0 6  (354)  3963 

⑮ 591 大阪府J1/ ，I; m1o: 1川町2 1' 5帯 14- 213 ¥;-

:1l ; [ ; 0722 (52) 6227 

時
I

 

l

 

-
-
E

，
，
 {

寸男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代表取締役

四 550 k 阪市川il l( l;( 町Jl:ii l 1'1 113111' 24; ;  地，1，1; 06( 444)  1410 

四 665 i'I七， J " "，n'; ¥'f(li，! di 社田 f3昨lOi}ー 'lt! U; 0797 (72) 6045 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

事 550 大阪市西ほ新町 1 I 日 5 帯 7 月 四 y 締ピル

電話06(532) 3421 

ｾＵＶＵ 向宅・欧間市内山台 Ｓ r 目41ー 11 電 話06(872)  3608 

( 50音順)

伴 昭 秀

株式会社西原衛生工業所大阪底代表取締役社長

ｾ ＵＳＱ 大阪市北区中津 Ｖ 丁目 Ｘ 番 Ｔ 号 電 話 06(458)  3628 

<; ;563 自宅，池田市石崎 3 ー 11- 14 電 話0727(61) 8652 

平 勝 久田

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 取 締 役 社 長

ｾ ＵＵＰ 大阪市西区阿波座 ｬ 丁目 Ｑ 番 Ｑ Ｐ 号電話 ＰＶＨＵＳＲＩ Ｑ ＲＳ Ｑ 代

⑮ 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉山手 5 丁目 17- 21

電 話078( 841 )4725 

ネ富
.，一‘'

v ロ| 剛

併と式会社 ゼネラルプリンティング 代表取締役社長

⑮ 542 大阪市中央区東平1丁目 4ー 17 電 話 06( 763) 2541

⑮ 666- 01 川西市緑台 l 丁目 8 - 7  包 括0727( 93) 0409

堀 亀 久 治

三 機 工 業 株 式 会 社 常 勤 顧 問

ｾ ＵＴ Ｑ 大阪市中央区北浜二丁目 Ｒ 番 ＲＱ 号電話 ＰＶＨＲＰＲ ) 3071  

ｾ ＶＶＴ 自宅 ・ 伊丹市北本町 Ｑ 丁目 Ｑ Ｑ Ｐ 番 Ｑ 号

伊丹パークホームズ 2 - 406 電 話0727( 75) 3095

牧 英

日 建 取締役社長設 計

⑮ 541 大阪市中央区高周橋4丁目 6番2号 電 話06( 203) 2361

松 恒 彦田

株式会社 A R T建築設計事務所 代表取締役所長

<!!>530 大阪市北区東天満 2 丁目 3 ー 10 トップス天満ピル

電 話06( 357) 5351代

546 大阪市東住吉区商今川2丁目 8- 7 電 話06( 701)4571 

松 原 満 佐 子

有 限 会 社 柳 々 堂 代表取締役

⑨ 550 大阪市西区京田TlI:il l ー 1 2 - 3 電 話06( 443) 0167- 8

F AX06( 443) 1826 

営 業 所 : 泌 池 ピ ル l 際電話・ F A X 06( 251) 8233 



暑中お見舞申し上げます

松 本 弘

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

"' 550 大阪市西区立売嬬 2 丁目 l 欝 2 号 電総06(543)  2553 

谷 義
由

I Ui、

株式会社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役 社 長

帯 694 ，Ｈ Ｂ Ｎ｜ｦ ｬ ｬｖ早 ｽＮＺｉｉｉＢｉ 久 ｲＧｾ ｲ 波似内 ＷＷＷ の ｉ

電 J主08548( 2) 8121代

⑮ 694 I I宅 ・向恨m大川市久手削減。般州225-2

電 話08548(5) 8320 

薬 袋 公 明

日 建 設 計 取締役会長

ｾ ＵＴＱ 大阪市中央区高麗僑 Ｔ 丁目 Ｖ 番 Ｒ 号 電結06( 203) 2361

村 全石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

ミ ユ キ 建 設 株 式 会 社

"' 556 大阪市浪速区幸町2丁目 5番3号 電 話06(568) 3671 

.，，659 自宅 ・芦屋市岩園町25番15号 電符0797(34)  0835 

森

、E ヨ

，亨E

三和 電 気 土 木 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 530 大阪市北区南森町 l 丁目 4番 19号 電話06(361) 6451代

岳 596 自宅 ー大阪府伴和田市別所町zγ 目3需 5号

11UM724 (22) 7710 

平成 6 年盛夏

j ¥ 木

宅謹r

..!c己

11=' 1 
重

Y A GI SO BRI CKS  

八 木 惣 株 式 会 社 常務取締役

ｾＵＹＳ 堺市 津久野町 Ｓ 丁 ＲＸ - 10 電話0722(62)3838

ｾＵＹＳ 自 宅堺市長ｉＡ久野町 Ｓ 丁 ＲＸＭ ＱＰ 電話0722(62)0722

矢 車生野

( 50音順)

横 尾 義

4 軍ヨト

ｾ＠
財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理事長

都 565 本 所 欧 田 市 雄 (1台 5 - 8 - 1

電 3806(872) 0391  

串 531 大混分室 ー大阪市北区長柄西 2 - 1  - 18 

司[ 11' 06( 351) 7217

愚 592 ! w分室 主幹 rli 浜 寺 石 山 町 西 2 ー 1- 34

電 話0722(44) 3912

膏 612 京都分宝 ｊｾｲ＠ Iif Srn伏見区中島前山町2 4 - 2  

電 31i 075 (622)  0713  

愚 675- 01 加古川分室加古川市別府町祈野辺字畑下 1311- 3

1l! ! t 0794  (35) 5811 

手口 田 異

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社 東 和 組 代表取締役

e530 大阪市北区西天満 4 丁目 5 番 14号 電 信06( 363) 4051

⑮ 530 大阪市北区太融寺町 3 番24号 電 話06(312)8881代 表 号 659 自 宅 芦 屋 市 公 光 町 3l f i 8 号 電話0797(22) 3282 

山 内 ↑亘 男

取 締 役

株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所

大阪支所長

愚 542 大 阪 支 所 大 阪 市 中 央 区 品 之 内 ト20- 19 白 水 ピ ル

1It，lf;06(251)  7507 

事 102 本 社 点 京 都 千 代 川 lベ九段r事;4-6- 12 芯 i括03(3262 )7161

キl腕・名古臥・プ1州・東北・岨勝利。町11. AND

山 地 雄英

株式会社 オオパ大阪支庖 常任顧問

ｾ ＵＴＰ 大阪市中央区釣鐘町 Ｒ 了 Ｓ 番 ｉｉ 号

電話也6(943) 5161( 代表)

ｾ ＵＶＵ 自宅・豊中市新千里北町 Ｓ ー ＱＶ ー ｉ 電話06( 872) 3746

山 貴 士本

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

""' 530 大阪 市北区 中之向3 r 目2得 4-1} 電話06(385)  13611t  

車 ｊｉｉｾ ビルディ ング 内

串 565 臼宅・吹田市H車内向 4 r 目23得 8 り

市 紙06(871) 0851  

平日 中 勝

株 式 会 社 和 中 商 庖 取締役会長

晴 531 大阪市北区盟崎 5 丁目 8 番 11号、官，11; 06(371) 0731- 5  

愚 150 東 京 都 渋 谷 区 般 丘 町 11 - 5 世 話03( 3464 )9723 

串 453 名古凶市中村区黄金通 3 丁 目34嘗地

1It ft8052(481)  7338 

骨 ＶＶＲ 自 宅 ・ 西 Ｇｾｩ 市大畑町 ＱＰ Ｍ ＲＲ m筒 0798( 67)0386

渡 部 慶

株式会社松田平田大阪事務所常務取締役所長

⑮ 530 大阪市北区曽桜崎新地2- 5- 31主品 TSSピ ル

電話06(344 )7821 

⑮ 659 自宅 ・兵庫県芦屋市大桝町 l ー 10

話0797( 38) 7938 

事 務 局 同

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
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暑中お見舞申し上げます
平成6年盛夏

設計事務所有志

A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役所長 亀 井 晃
ム

口

、
V

1

本 社 事 務 所 大 阪 市 中 央 区 谷 町7丁目 3番4-203号 新 谷 町 第3ピル2 F TEL (06)  768-1771 (代)

F A X  (  06 )  768-1406 

ア ト リ エ 来 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  T E L  ( 0743 )  73- 6137 

アリ y クスタイムスク ェア 大阪市中央区谷町7-3-4- 105 新谷町第 3 ビル ・1F  T E L  (  06 )  764ー 1089

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 岡 本 清 彦

〒556 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難 波KI ビル 電話大阪 (06) 646- 0161刊

株式会社伊藤建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長 鋤 車内
申 J ム

J じJ、 f 口

名古屋市中区錦二丁目 2番13号( 名古屋センターピル) flI話<052>222- 8611

東京 東京都千代悶区神田美土代町五番地二(第 2 日成ビル) 屯話<03>3294- 6061

:. 株式会社石本建築事務所
I  S  H I  ，"，， 0  T。

古

山

長

長

社

所

生

」13

山

一

端

取

ん

L

表

制

代

取

E田

内

言成

恒 男

本 社 〒102 J . I 主点郎千代日] 区九段南 4 - 6  - 12 電 話03 (3262)  7  1  6  1  

大 阪支 所 〒 542 大 阪 市 中 央 区 尚 之 内 1- 20- 19 ( 円水 ピJ レ) 官 話06 (251) 7  5  0  7代

支 所 札 帆 ・才，肯 lゼ ・) L ，+1 司 王 務 所 東 北 ・縦 浜 . P OR T L A ND

の 話 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
幸斤

Eコ 史

干550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁 目 2 番 2 7号 T Eし( 06) 543- 228H代)
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URABESEKKEI  

株式会社 浦 辺 設 計

U R B A N  DE S I GN &  ARCHI T E CT URE  F OR  BEAUTI F UL  E N VIR ONME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁目 12 番 3 9号 ・新 阪 急 ビ ル 干530 屯訴 0 6 ( 341)  1680 

岡山事務所 岡山市磨屋PI Tl O- 12・交通オアシスビル干700 屯話 086( 233) 6010

46mzif k  
代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代 表 取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

本 社 干550 大 阪 市 西 区 新 町 | ー 5 一 7 四 ッ橋 ピ ル P h o n e  0 6 - 5 3 2 - 3 4 2  I  

図

ヌlレノてック

額 瀬戸本淳建築研究室

代表取締役 瀬 戸 本 淳

干 650 神戸市中央区北野町 2 丁目 7- 1- 120 T E L  078-222- 1665( 代)

株 式 会 社 倉U 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区天神橋 3 丁目 2 番 10号 / T K Hビル 干530 T E L.( 06) 881 - 1778代表

P 2 2大建設計

取 締 役 社 長 田 周

大阪市西区京町堀 1 丁目 13番 20号 大 建 設 計 大 阪 ビ ル 屯 話0 6- 449 - 6800( f-t) 

東京 ・横 浜 ・名古屋 ・京都 ・福岡 ・長野 ・北九ナト| ・キL帆 ・仙 台 ・広島

本社・京都事務所 ・干600 京都市下京区四条通高倉大和銀行京都ピル6F

PHONE.075-22ト5132側 F AX.075- 256- 1764

株 式 会 社 地 域 計 画 建 築 研 究 所

東 京 事 務 所 ・ 〒 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2-5-16 I t ピル401号

PHONE.03-3226-9130制 F AX.03- 3226- 9560

大 阪 事 務 所 ・ 干540 大阪市中央区嫌見1丁目4番70号佳左生命OBPプラザピル15F

PHONE. 06- 942- 5732附 F AX.06- 941- 7478

代表取締役会長三輪泰司

代表取締役 社 長 金 井 寓 造

名古屋事務所 ・干460 名古屋市中区丸の内 3- 18- 30 ツポウチビル2F

P HONE.052-962-1224 F AX.052- 962- 1225 

九 州 事 務 所 ・干810 循岡市中央区天神 1丁目 15番 1号 白 之 出 ピ ル6F

P HONE.092-731-7671 F AX.092-731-7673 
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，rr= 株式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄2丁目 6番 1号( 白川ビル別館) 干460 TEL052- 202- 1241 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区築地4丁目 7番4号( 築地ファーストピル) 干 104 TEL03- 3248- 0474( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口 幸 治

本 社 〒541 大阪市中央 区高麗橋 4 丁目 7 番 6 号 電話 06-202-3626附

支 社 〒103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 丁 目1番 1号 電 話 03-3663- 1765 (:内

(住友銀行浅草橋ピル4階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取締役会長

取締役社長

東 畑 謙

市 川 宏

ヰ ; 剖 .

λ ょ11bi ' J ' イ労 iifi

東京事務所

名古屋事務所

九州事務所

大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 丁 目 4 番 10号 電 話 ( 06  )  202-0391  

東京都千代田区永田町 2丁目 4番3号( 永田町ビル) 電話( 03  )  3581-1251  

名古屋市中区錦 l 丁目 13番26号( 三井生命伏見ビル) 電話( 052 )  223-3931  

福岡市博多区博多駅前2-2- 1( 福岡センターピル) 電話( 092 )  472-8737 

大 阪

東 京

名 古 屋

支所 ・その他

建築・土木の設計監理

日 建 設 計

取 締 役 会 長 薬 袋 公 明

取 締 役 社 長 牧 英 二

541 大阪 市中 央区高麗橋 4 丁目 6 - 2  電話 (06) 203-2361  

112  東 京 都 文 京 区 後 楽 1 丁目 4 - 27  電話 (03) 3813-3361  

460  名 古 屋 市中 区 栄 4 丁 目 15 - 32 電話 (052) 261  -61  31  

東北 ・横浜・北陸・神戸 ・広島 ・九州、| ・シンガポール・ ニューヨーク・ロサンゼルス

株式会社日積サーベイ

代表取締役会長

取 締 役 社 長

生 島

藤

道

折

春

也

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 谷 町 3 ー 1 - 9 ( M G 大 手 前 ピ ル ) T E L ( 06)  944- 2755代表

S S Dセンター 干554 大阪市此花区品展 4 - 2 ー 7 ( 砧昼ビジネス ・インキュベータ) T E L ( 06)  466ー7736代表

東 京 支 所 干110 東 京 都 台 東 区 台 東 4 ー 14 - 8  ( シモジン ・パークピ Jレ) T E L ( 03)3836ー1271代表

日械鮫計監理欄 干550 大 阪 市 西 区 京 町 繍 l ー 10 - 8  ( 福岡ヒソレ) TEL ( 06)  444- 2  7  0  6  

附 京 都 日 械 干602 京都市上京区今出川通室町東入今出川町333番地( 第2高僑ビル) T E L (075)441- 5  6  9  0  

う民

株式会社安井建築設計事務所

取締役会長

取締役社長

佐 野 正

刑 座 正 信

本 社 大 阪 市中央 区 島11I J 2 丁 目 4 番 7 号 電 話 06(943) 1371 (大 代 )
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暑中お見舞申し上げます
平成6年盛夏

建設業有志

。。 株式会社
あ め り か 屋

取締役会長
前 野 慶 太 郎

干 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  

株式会社浅沼組

ￄｳ￢￱｀ｾ￘ｭ￡＠
取締役社長 浅 沼 禎 夫

I MANI SHI  

⑧ 

本社・ 大 阪 本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 12番 6 号 電 話 06 (768) 5222

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話03 (5269)  3111 

名 古 屋 支 庖 名 古 屋市中村区名駅南三丁 目3番 44号 電 話052 (571) 5571

支 庖 北 海 道 ・東 北 ・ 横浜 ・広 島 ・九州|

空間に新しいエナジー

安藤建設

取 締 役 社 長 長 選 光 E 理2 飛 岡 宏 佳

本 社 東 京 都 港 区 芝 浦 3 丁 目 1 2 - 8 電 話 ( 03) 3457ー 0111 附

大 阪 支 庖 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 - 2 1  電 話 ( 06) 453- 2190附)

稼 式 会 社 今

取締役社長
メ弘、

7  

西 組

西 署 雄

本 社 大阪市天王寺区上本町 6 丁目 6 番23- 309号 電 話06 (779)  3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 I 番 地 電話03(3354) 0  5  8  1  

営 業所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉

大え木建設株式会品

取締役社長 大 之 木 晴 樹

支 社 長 大 之 木 雄 次 郎

本 社 呉 市 中 央 3 丁 目 12 番 4 号 電 話 0823(

支 社 広 島 市 中 区 本 川 町 3 T 目 1 番 5 号 電 話 082(231 )5244番

支 庖 東 京 都 港 区 麻 布 台 2 丁目 2 番12号 三貴ピル 4 F 電話 03( 3585)3655番

福 岡 市 城 南 区 神 松 寺 2 丁 目 13 番 24 号 電 話 092(863 )7171番
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'‘ 株 式 会 社 大 林 組• 取締役会長

取締役社長

大

津

林

室

芳

隆

郎

夫

OBAYASHI  

東京本社東京都千代田区神田司町2丁目 3番 地 電 話 03 (3292) 1111番

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 番 33 号 電 話 06 (946)  4578番

支 庖 札 幌 ・東北・横浜 ・北陸・名古屋・神戸・広島 ・四国・九州

株 式 会 社 奥 柑 組

取締役社長 奥 ネす 俊 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電話大阪 (06) 621- 1101(大代表)

東京本社 東京都港区元赤坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)3404- 8111 (大代表)

支 社 東 京 ・関 西

支 庖 札幌・仙台 ・北関東・横浜・東関東・新潟・名古屋・神戸・広島 ・四国・九州 ・福岡

ii 1鹿島

KAJ I MA 仁OR P OR ATl O N

代表取締役社長

専 務 取 締 役

大 阪 支 庖 長

宮 崎

小 島

日月

雄

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03(3404) 3311 (大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 1 5 電話 06 ( 536) 3311 (大代)

。 海原建設株式会社

K a i e a円 昌

一… 一

代表取締役 海 原

τ ま.，

' = '  ーーーー・

...5z.. 

干 530 大阪市北区梅田 1丁目 2番2- 300号( 大阪駅前第 2ピル 3F) 電話06 (346) 1900番

。 株式会社柄谷工務庖

|く八R八T八NI
取締役社長 柄 谷 順 良R

本

支

社 尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 ( 415)  2  8  0  0  ( 大代)

庖 大 阪 ・ 神 戸 営 業 所 西 宮 ・三 田 ・ 高 砂 ・ 西 播 磨

令
共立建設株式会社大阪支脂

専務取締役支! 苫長 加 藤 毅 夫

支 庖 大 阪 市 中央 区 内 本 町 2 - 2  - 5  T E L  06- 942- 2491  (代表)

本 社 東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 - 16 - 10 T  E  L  03- 3461 - 6141 (代表)
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⑨ 4素 式 念 社 熊 谷 組 大 阪 支 底

取締役社長

専務取締役

阪支庖長

熊 谷 太一郎

磯 俣 敏 行

本 社 東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 1 電話03(3260)2111番( 大代表)

大阪支庖 大阪市都島区片町 2 丁目 10番 5号 電 話06 (352)  1151番( 大代表)

ｾ＠ コーゴコ建設練武書在

代表取締役 原 県

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 28 号 電 話 (06)308- 1551大代表

東京都中央区京橋 3丁目 13番10号( 中島ゴールドピル) 電話 (03)3564ー5711代表

神戸市中央区磯上通6丁目 1番9号( KOBE MKビル) 電話 (078)221- 6293代表

。 公 盛 建 設

代表取締役社長 絹 ]  11 治

本 社 〒600 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入 念075-341-0501

大 阪 支 庖 干 531 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号 合 06-375-1121

東 京 営 業 所 〒141 東京都品川区上大崎3- 3  - 9  - 215 fi' 03-3442-1100 

名古屋営業所 干453 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁目 48 fi' 052-471- 1223 

ｾ＠ 株式会社 金 岡。 組

代表取締役 金 岡リ 手リ ｾ空久 主

本 社 〒543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号 TEL 大阪06 (779)  7731附

FAX 大阪06 (779)  7133 

関東支庖 〒350- 02 崎玉県鶴ヶ島市脚折町 1l 目40番12号 TEL 埼玉0492 (87) 0301 

FAX 埼玉0492 (87 )  0300 

ゆ

わ
三 和 建 設 株 式 会 社

取締役社長 森 本 晴 夫

本 社 大 阪 市 淀 川 区加島 1 丁目 55 番 6 号 屯 話 06(301)6636

支 后 東 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 4 丁目 10番10号 電 話03(3891)8871 

支 盾 京 都 市 右 京 区 西 院 高 田 町 31 番 地 1 電話075(311)8897

@  
清 水 建 設 株 式 会 社

S Hmz  

専 務 取 締 役

関西総支配人
田 j豊 岡リ

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 本 町 3 - 5 - 7 電 話 06 (263)  2800 

近 畿 営 業 本 部
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ra 積水ハウス株式会社

代表取締役社長 奥 井 功

本 社 干531 大阪市北区大淀中 1丁目 1番88号( 梅田スカイビル)

東京支社 〒160 東京都新宿区西新宿1丁目6番1号 ( 新宿エルタワー)

宮 06 (440)3111 

fi 03(3346)6500 

4 ト
T l I  S (  I  

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

ー--L...‘

組 本 主

I可I=t  

大阪 (06)531- 6431 

東 京 本 社 東 京 都 千 代 悶 区 一 番町 31帯 地

社 長 銭 IE司コ

東京 (03)3265 - 4611 

善 支 社 支 庖 大 阪 東 京 北 海 道 東 北 北関東千業

機九浜州 ・北陸 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国

-
大 戚 建 言量 株 式 会 社

山

市

本

川正

王王

/ "  
蔵

美

本 社

大阪支庖

支 庖

取 締 役

ヰi ｾ 正

常 務 取 締 役

大 阪 支l苫 長

東京都新宿区西新宿l丁目25番l号新宿センターピル TEL03(3348)1l11大代表

大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1 丁 目 14 番 10 号 T E L 06(268)8500 

東京 ・名 古 屋 ・九州 ・札 幌 ・東 北 ・広 島 ・横 浜 ・北 信 越 ・四国 ・千 葉 ・関東 ・神戸

se 大日本土木株式会社

専 務取締役

大阪支庖長
牧 野 イ呆

阪支匝 〒530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル 電話 06 (341) 5211 

東京本社 〒162 東京都新宿区市 ヶ谷田町 2 丁目 35番 地 電 話 03 (3268)5511 

κp、
てV

套差竹 中工 務 底

取締役社長 竹 中 統

干541 大阪市中央区本町 4 丁目 1 - 13 電 話 大 阪 (252) 1201番 (大代表)

3・S失 建
T E K K E N 

常務取締役大阪支庖長 東 田 敏 男

大阪支庖 干541 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 3 - 3  - 7  電 話 06 (201) 1881(代 表)

本 社 干101 東京都千代田区三崎町 2 - 5 - 3 電 話 03(3262)3411(代 表 )
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⑤ 

ーＭ唱ｾ

田 建 設 株 式 芝z h=ミ 社戸

代表取締役社長
P  田 守

常 務 取 締 役

西 )1 1  秀
大 阪 支 庖 長

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 番 1 号 T E L東京03( 3562) 6111

大阪支庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁 目 13番 47号 T E L大阪06 ( 531) 6095 

支 r.5 
東京 ・千 葉 ・関東・横浜 ・北陸・名 古 屋 ・札 幌 ・東北・広島 ・四国 ・九州、|

専務取締役支庖長 服 部 信 哉

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1 - 1  - 6 電 話 東 京 ( 5200) 5  1  1  1  

大 阪 支 店 大 阪 市 北 区 堂 島 浜2- 2- 8 東 洋 紡 ビ ル 電 話 大 阪 ( 348) 5  6  1  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・東 北 ・札 幌 ・九 州 ・横 浜 ・広 島

4、 南 7包 建
凡

叉-一=ロ

取締役社長 芝 谷 日百

本 社 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 3 丁目 5 番 19 号 電 話 06 (644)7823番

東京支庖 東京都千代田区神田須田町1丁目 5(新須田町ピル) 電話 03( 3251 )8431番

岸和田支庖 ・和歌山支庖 ・神戸支底 営業所堺 ・泉佐野 ・橋本 ・枚方 ・京都南 ・西宮

@  
代 表 取 締 役 社 長

取締役関西支庖長

柴 田 平

宗 j畢 修 郎

本 社

関 西 支 庖

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 2 0 - 1 0  

大 阪 市 中 央 区 釣 鐘 町 2 - 4 - 7

電 話03( 3502) 0232

電 話06 ( 942 )  1131  

o  械 訳 書 社
目 興

円日< < ロ

巴a P C 四A TK: 制 NI KKO

取締役会長 平 本 イ変 初く

取締役社長 平 本 イ変 友

本 社 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町1丁目 8番4号 電 話 (082) 2 4 4 - 2 1 1 1 番

ｚｌｾｾ＠
日本建設株式会社

N I H ON  

K E NS E T S U  
取 締 役 社 長 積 山 音 興

大阪本社大阪市中央区備後町 1丁目 6番 15号 T E L  (06) 226-0630( 代表)

東京本社東京都文京区小石川 2丁目 6番22号 T E L  (03)3818-6081 ( 代表)

支 庖東京・大阪・札幌・仙台・名古屋・広島・福岡
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野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 石 川 芳 夫

本 社 大 阪 市 中 央区高麗橋 2 丁目 1 番 2 号 電 話 (226) 9  5  0  2代 表

東京本部 東京都中央区日本橋堀留町2丁目I番3号 屯 話 (3249) 1  4  1  3代表

臥長谷工コーホ。レーション

⑪ 

④ 

ψ  

FUJ l i i  

取締役副社長 中 村 俊 雄

大阪市中央区平野町 1 丁目 5 番 7 号 電話 06 (203) 1500

株式会社フジヲ大阪支庖

常務取締役

支 庖 長
西 東 茂 之

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1 番 16号 電 話06( 348) 4510 

本 社 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷4丁目 6番15号 電 話03( 3402) 1911

不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 式 村 健

大阪本社大阪市中央区平野町4丁目 2番 16号 屯話 0 6 ( 2 0 1 ) 9 2 0 3 番

東京本社東京都台東区台東 1丁目 2番 1号 電話 o 3  ( 3837)  6  0  0  9番

支 庖 北海道 ・東北 ・千葉 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国 ・九州 ・北九州

株式会社

藤 木 工 務 E

取締役社長
藤 木 鍛

本 柱 干540 大阪市申央区常態町1-3-9 宮 00- 似中旬関代 本支后 大阪ー東京怠叡京都・匹週・福岡

東京本従干1関東京都新宿区三栄町23-4 n  03- 掛 川 側 代 営業所 相瞭崎玉呼吸多摩横浜自澗名古屋宇治・泉南・神戸. 1 U I l l J . 広島徳島新居浜仰心長錆・即 1州

イシ豊岡建設株式会社

代 表 取 締 役 松 丸 哲 也

本 社 否 530 大阪市北区天満橋 2 丁目 3番 1号 宮06 (353) 1001附

支 庖 東 京 ・東 北 FAX06 (353) 1091・1092

営業所 北 上 ・新 井 ・福 井 ・ 京 都 ・舞 鶴 ・加古川 ・益田 ・福 岡



J ・
1通達ts

株式会社松村組

MATSUMURA-GUMI CORPORATION 

代表取締役 福 田 耕 作

本社 ・大阪本庖 大阪市北区東天満 1丁目 10番20号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

東 京 本 庖 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町1丁目 l番2号 電 話 大 代 表 東 京 (3502) 1211

支 唐 名 古 屋 ・札 幌 ・東 北 ・広 島 ・九州・ 神 戸 ・京 都

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 底

支庖長 山 崎 良R

大阪支庖 大阪市中央区本町4- 4- 25(本町三井ビル) T  E  L  06- 243- 3411 

本 庄 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 3864- 3456 

。
株 式 会 社 道 岡 工 務 応

代表取締役 道 田 泰 平

本 社 ・兵 庫 県 川 西 市 中 央 町 18 番 21 号 電 話0727 ( 57 ) 9777番

崎両局語 託会社

社 取 2土山呉氏jさ

支庖 北 海 道 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 大 阪 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 四 国

③ 
望 月 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電話大阪 (375) 2345(代表)

。
株式会社 森 組

幸彦取締役社長

本 社 大阪市中央区道修町 4 丁目 5 番17号 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 附

支 庖 東京 ・東北 ・横浜 ・北陸・名古屋 ・奈良 ・神戸 ・中国 ・四国 ・九州、|

営 業 所 滋賀 ・京都 ・和歌山 ・紀泉 ・西宮 ・松山 ・熊本
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日
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ロ

井

総

ー 』

女
株式会社

保存と

開発に

取り組む一

良日

東京都練馬区東大泉3- 22- 11- 401

T E L .  F A X  (03) 3925- 0798  

太

東京事務所

洋井安

本 社 〒617 京都府向 日市上植 野町御塔道42

T E L  (075)933- 0012(内 F A X (075) 933- 4931  

代表取締役

底務工回米株式舎社
@  

男

日月

良

高

回

目

米

米

代表取締役会長

代表取締役社長

〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T E L 大阪 (06) 771- 7771代表

F A X 大阪 (06) 779-2676代表

ネ土本

より が み け ん せ つ

寄神建設株式会社

取 締 役 社 長 寄 神 茂 之

〒652 神 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2- 1ー 1 f t 078- 681- 3121 

干 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 1- 6- 12 f t 03- 3668ー 1871

干 231 横 浜 市 中 区 翁 町 1- 6- 4 ( 新 翁 ピ ノ レ ) f t 045- 681- 5085 

〒456 名 古 屋 市 熱 田 区 森 後 町 8- 27 f t 052- 681- 8661  

干 553 大 阪 市 福 島 区 福 島7- 6ー 7( 山 陽 ピ ル8F ・9F ) f t  06- 451- 9111 

干 652 神 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2- 1- 1 f t 078- 681- 3123 

干 672 姫路市飾磨区須賀294 ( 姫路ポートセ ンターピノレ) f t 0792- 35ー 7748

干 773 広 島 市 西 区 観 音 本 町1ー 1- 20 ( 辻ピル 202) f t 082- 233- 3458 

干 812 福岡市博多駅前 ! - 15- 20( 日本団体生命ピノレ9F ) f t 092- 482- 4300 

岡 山・ 四 国 ・淡 路 ・横 須 賀 ・北 九 州 ・熊 本

<&> 
本 社

東 京 支 庖

機 浜 支 l吉

名古屋支唐

大 阪 支 庖

神 戸 支 l吉

姫 路 支 底

広 島 支 J苫

九 州 支 底

営 喋 所
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暑中お見舞申し上げます
平成6年盛夏

団体・報道・建材・設備工事有志

図 財臥大阪建築防災センター

理 事 長 小 西 岬

干 540 大 阪 市 中 央 区 農 人 橋 2 - 1 - 10( 大 阪 建 築 会 館5F) 電話 06(943) 7253 

書 社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長
井 手 正 己

〒604 京都市中京区抑小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

書 社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長 平 本 俊 秋

干730 広 島 市 中区 国 泰 寺町 1丁 目8-4 日興ビル内 T E L  082(244)  2111 

社団法人日本建築協会東海支部

支 部 長 森 口 雅 文

干460 名古屋市中区栄 4丁目 3 - 26( 昭和ピル 5階) 電話052(261)1451

重 社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 小 池 康 雄

干640 和歌山市ト半IUT38番地 建築士会館内 電 話0734(23)2562
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金
社団法人

日本建築材料協会

会 長
大 森 正 男

干550 大阪市西区京町堀 1 丁目 8番 3 号 電話06(443)0345

一
週

「 一 ー も っ と も 信 頼 さ れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株式

会社 建

= ル

員又 日 幸良 社

代 表 取 締 役 社主 重 村 登 龍

本 社 w550 大阪市西区江之子島 1- 7- 3 T EL 06(444)2405- 9 

別 館 w 550 大阪市西区江之子島 1- 6- 2 T EL 06(444)6431- 4 

⑮ 
額日刊建設通信新聞社関西支社

取締役副社長 兼 平

関 西 支 社 長 霜 崎

〒540 大 阪 市 中 央 区 内 本 町 1 - 3  - 5  

内本町山森 ・住友生命ビル

本 社 ・干 105 東京都港区西新橋 2 - 11- 4

賢 司

笠三

τ T  

電 話 06(944) 9191代表

F A X  06(944)  9197 

電 話 03(3502)8581代表

大 阪 府 耳 JI頂

( 大阪府 0 8 建 設 技 術 研 究 会 )

会 長 山 地 英 雄( オオパ) 刷 会 長 牧 田 額 治 ( 安井越築殺計事務所) 名 手 宏 彦( ミサワホーム)

幹 事 上 野 勇 ( 栗本建鮫) 恒 吉 正 樹( 西閉工業) 豊田忠男 Ｈ大末ｾ撒Ｉ 野 村 昌 史(松村組) 林 貞 夫( 鉄建悲劇

広畑 哲 ( 不動建鮫) 兵 本 宣 弘( 東急逮鮫) 八 木 常美 (大都工業) 両因 究 ( 泌池組)

会計幹事 辻 田幸 治 ( 矢崎総業) 石 橋 輝 雄( 大鉄工業) 監事 辻 信 ( 背木建設) 森岡 瀞 ( 日本コムシス)

会合場所( 初日本建築協会 合 06- 348一0635

重

会員の親睦と講演

社 団 法 人 日 本建 築協会

建 築

入会歓迎. グ

ク - フフ

代 表 佐 野 正

務局 日本建築協会

干530 大阪市北区梅田1-1-3-2100 大阪駅前第 3 ビル21階

電 話 (06) 348- 0  6  3  5  F A X  (06) 348- 0  6  3  4  

⑧ i量議縄i株式会柱

代表取締役社長 依 藤 孝 行
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LIII 
U M E H I K O  

Z E『

圃可

株 式
4z2z-z  

ネ土 梅 彦

代表取締役 野 為 之 助

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 3 丁目 l 番 2 号 電 話 06 (377)  3  5  0  0 大代

F AX 0 6  (377)  3  5  0  1大代

工 場 茨 木 市 盟 川 3 T  FI 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5代

耐酸被覆鋼板

Tl I J I シヲ! 乱暴9J l 株式会祖

代 表 取 締 役 会 長 津 村 芳 仁

代 表 取 締 役 社 長 津 村 芳 範

本社及び東日本支社 〒335 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5- 12-2 T E L (048)442-3115( 代)

西日本支社 干660 尼崎市昭和南通 3- 2  6松本ビル T E L (06) 412-5131 ( 代)

東京支庖 ・東北支庖 ・名古屋支庖 ・大阪支庖 ・広島支店 ・九州支庖

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代 表 取 締 役 木 村 雅 秀

干540 大阪市中央区内平野町3丁目 2番 11号 電 話 06( 941) 4  1  8  1 附

消火設備のパイオニア

株試皇社コ-j J ! . ! J

代表取締役社長 野 富リ 泰 正

本社/ 大 阪 支 社 伊 丹 市 北 本 町 1 丁 目 3 1 0 番 地 電 話 0727( 82) 8562

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 丁目 7 番13号( 大島ビノレ) 電話 03( 3265) 7651

豊 田 営 業 所 豊 田 市 大 林 町 12 丁 目 5 番 地 14 電話 0565( 26) 1521

⑪〉

⑧ 

結露防止に車効のある 湿度を調節する断熱建材

協 15 '17包 ン 板 間

市コンクリート建物の水準向上に。

神戸不燃板工業株式会社

干673- 05 兵庫県三木市志染町三津田 T E L  (0794)  87- 312H内

人と文化のふれあいをつくる

三 精 輸 送 機 様 式 会 社

代表取締役 太 田 昭 比 古

本 社 : 大阪府吹田市江坂町1丁目 13- 18 〒564 ｾ＠ 06 (385)  5621 聞

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 の29 の 11 ｾ＠ 03 (3356)  5651 附

福知山工場Ｚ福知山市長田野町 Ｒ 丁目 ＴＵ 番地 ｾ 0773 (27) 1211 制

営 業 所 : 札幌・ 青森 ・秋田 ・仙台 ・名古屋 ・金沢 ・広島 ・九州、|・沖縄
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争
クリ ー ン ル ー ム

実験動物室空調

設計施工

株 式 会 社 精 ift 

代表取締役社長 大 川
主主

Eコ

本 社 大 阪 市 中 央 区 瓦 屋 町 2 丁 目 11 番 16 号 電 話06ー768- 5031( 大代)

東 京 支 庖 東京都文京区小石1111丁目 12番14号( 日本生命小石川町レ) 電話03- 5689- 2351側

四 国 営 業 所 徳 島 県 鳴 門 市 撫 縫 町 小 桑 島 前 浜 264 電話0886- 85- 0924刊

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

練式会社タテバヤシ商底

代 表 取 締 役 舘 林 彦 四 郎

干601 京都市南区西九条大国町 37 電 話 ( 075 ) 681 - 7 2 2 1 肘)

F A X  ( 075)  681 - 7  2  2  4  

ｔｾｊｬｭｾｖ＠ 職 式 会 祉 9 :J:;J

東京営業本音11 〒110 東京都台東区北上野1-6-11 ノルドビル 電話 (03)3866- 6101 F AX  (03)3861-3615 

大 阪 営 業 所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 期 1 - 10 - 5  電話 (06) 441-5951 F AX  (06)  444-2596 

マ
⑮

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 14 電 話 (03) 5821一 7711

大 阪 : 〒 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5 電 話 (06) 443- 0431 

ｔｾｙＭ -Shutter 

東洋シャッター株式会社

取締役社長 岡 田 敏

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2- 10 ( T S ピ j レ) 屯話 ( 06) 943- 6571聞

東 京 本 社 〒 106 東 京 都 港 区 六 本 木6- 3 (第 一地所麻布ピル) 電話 ( 03)3497- 2911附

.
制
一

9

 

.
m一

株式会社ナイガイ

代表取締役 木 下 子
一一
一

本 社 大 阪 市 中 央 区 道 修 町 4-5-5 TEL  (06) 231-127尚司

京町場営業所 大阪市西区京町堀 1- 17-16 ( スミトーピ 1レ) T E L  (06) 443-2800 

インテス営換所 大阪市西区西本町2-3-10 ( インテスピル) T E L  (06) 538-0377 

御堂営業所 大 阪 市 中 央 区 本 町 4- 1-13 ( 御堂ピ J レ) TEL( 06)  252-3906 

検猫営業所 大 阪 市 中 央 区 道 修 町 4-5-5 T E L  (06) 231-4644 

泉南営鎌所 大 阪 府 泉 佐 野 市 松 原 1 丁 目 5- 3 TEL( 0724) 64-8158 

本町営業所 大阪市中央区本町3-5-7( 御堂筋本町ピ J レ) T E L  (06) 263司 2734
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お

糠 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 伴 昭 秀

本 社 大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06)458- 3628

支庖・営業所 福 岡 ・京 都 ・神 戸 ・天 理 ・川西

NI 診

…
⑩
醐

f h  

モヲ

日 本 電 植 株 式 会 祉

代表取締役社長 松 村 信 人

本 社 〒530 大阪市北区天満1丁目 19番4号センチュリーパーク東天満3・4F  T EL  06-35Z-750zf内

印刷工場 〒530 大阪市北区天満1丁目 10番8号 T E L 06-357-1908 

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ ィ ン グ 企 シ ン グ ル 企 メ ル タ ン 21 ( ト ー チ 工 法 )

日新工業綜式会社大阪支庖

大阪支庖長代理 佐 々 木 通 博

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23- 4  e 東京 (3882)2424 (代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 (533)3191大代表

出 張 所 名 古 屋 ・広島・福岡 ・札幌 ・山 形 ・工場 / 東京 ・埼玉 ・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (533) 3  1  9  1  大代表

図
三好式ガラス防煙垂壁I T ' M式ツリコ」

製造発売元株式会社 - g ! }

本 社/ 〒730 広島市中区紙屋町2丁目 2-38 fi 082-248-0344 FAX082-247-3479 

関西/ 〒646 奈 良 県 磯 城 郡 田 原 本 町 新 町 宮07443-3-4431 FAX077476- 4907 

囚

三繍; ' / 1 . 三ニ勺ムエ園川氏8 社代理庖日主化J i X. . l :..it*赴代理怠

g 山 j l J 日ニヨLJ I I I ' . 武書槌代理l吉 新 聞 羽 工 業 械 式 奮 it 1吃5皇后

蔓 和 工 業 株 式 曾 泣 代 理 庖 近 畿 車 輔 縁 式 会 社 代 理 底

値舗ユニ・' J ト 鎗 罰 金 書 主 代 理 信 住 友 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 代 理 唐

ι γ 三 産 業 様 式 吉 紅

87  



建設環境金属製品の

UNION 

88 

252=オン

代表取締役 立 野 純

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒 550 電 話 06( 532) 3731 ( 代)

東 京 支 庖 東 京 都 江 東 区 白 河2 - 9 - 5 干 135 電 話03( 3630) 2811 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 川 区 舟 戸 町3- 20 干 454 電 話052( 363) 5221( 代)



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本底 * 京都港区浜松田T l - 25- 7 危結03( 3432)  5711  

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 f!i: j 舌 06 (302)  2270 

支 庖北海道/ 東北/ 北l拘束/ 機浜/ 名古届/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイ9; : "械式会社

* 底・大臣志社 〒550 )<1' 1<，1>内 I.l H ，i 端 11  119需25サ ・'4t，l!. (06) 441 8231  

車 京 本 社 干 102 東京 r. u 代 111 1>0;1 1見211115需 10り司! l ，叫 (03)32制 民2: 11

支 社 れ 1

1

1 J.t! .  ｾｍ 附

主 底 札制 ｦｬｨｴ￬ 折山太川・『且ー織 ｩ ｬ ｾ Ｎ分 ｾ， ＼ .  ，;... 1m 神 f ; .  k . 月・岡山

Jl. 刈 向 松 熊 イ ト

営農所冊 ｬ ム・山館。 山 氏。 ｉｾ 川悦 ｉｾｬ ・， ｆｉ 偏 ｌｈｉＧ ，¥H尚 相 川 i ! 1 . '，;(II"

加 J t - ' I J ; 山 松 山 州 知 北 九 州 崎 山 刈 桝i 樹1

出積所 旭川加刈 ＮＱＱ ， ＱＱＱ ゐ Ｊ ｾ ｈ 惚 刈 N剛 ・ 民 的 人 分 ー川 崎

海 外 支 底 ノン ガポール ー小 〆コン

績 柵 研 究 所 干 同4 崎 1"胤人I I l ll!l l " 見町) <' ，:北' " 11:19の昨地 札Ｑｉ， Ｈ ＰＴＹＲ ＩＵ ｾ 1511 

空気調和設備 / '  X  "¥ 111i ｾ設備

給 ｬｊｾ ノ ｫ 設 備 ! J 冨、 l ノ'J<処 f型 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 I克 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 民

大 阪 支 " 町 長

( J 谷h ' i 二

三 回村 ｾ ｩｾ 也

大阪支J吉 大阪 di '1' 央r>l : 北浜2- 2  - 21  '1 !L ，1fi06 (  202 )3071 ( 代表 )

本 庖 * 京都千代 IIl lRイI 楽町1-4-1 電話03( 3502) 6111 ( 大代 )

支 J苫 名市民・九州北海道・' 1 ' J : EI. 京北北| 盗 ・開l.!i]

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 PIT 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 統 制 卿IT2 - 2 2 屯話 ( 3667) 3431 ( 大イ勺

支 社 名 古 屋 . 1111台 ・ 札 幌 ・ 広 ね ・縮 問 ・金 沢 ・新 潟 ・繊浜

空 気 間 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
持式会社

-・岡島

-
発 空 調

本 社 大阪市中央区域見2丁目 l番61号Y イン21MIDタワー 包括 06- 949 - 1371

東 京 本 広 東 京 都 新 宿 区 丙 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 電 話03- 3344 - 1911 

大 阪 本 院 大 阪 市 北 区 西 天 満I 3 丁目 13 l11' 20 号 包 括 06 - 363- 1371

支 18 仙台・償浜 名占昆・神戸 ・広山 悩問

営 業 所 札 帆 ・京郎 ・松江

nl• ｾｊ ｾ＠ I叶 ｉＧ ｩｾ 秋川 盛IMI . 大日 ・T-!iii ' ｴｬｬｾ ・川 崎 Ｎ Ｇｉｾ ＾［ｴ ｬｬ＠ • ｾＧ， ｩＩｬ Ｇ＠

制 Ｚｉｫｬｬｬ ・ ＮｲＮ ｾｊｉｻ .  1州1" r:"，'j 松 ・ド1l!J ・熊本 ・山崎 . H) ( 児向 ・れl'制

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ さ 鵬 へ 繍 で 挑 む一 一 一

<+>>> 株式会社意書研

酎防 ・一一-

本 社 よ; 阪市中央区瓦屋町 2 了目11番16号( オートセ ン7 ービル1 .  2階1

手lil 必需号542 '.l!:，l.fj 人:llIi (06)  768- 5  0  3  1  代 表

ノンテナ-.， 7，部 1正 u.ri  大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  代 表

点l ; U: r，J i 東京締文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号 112 ｾ屯話 Ｈ ＰＳ Ｉ 5 6 8 9 - 2 3 5 1代表

商昂はき気ですo ¥! ｾ＠
a・・・ 黙と空気のエンジ二ヨ戸ーーーー

〉ー〈J 5 5 1
・世

ガス設備のき生計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器締約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営験所

牧方営鎌所 枚 方 市 甲 斐 mJ l [町 9 - 3  Tlr0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 6 T 目 8 苦手4 号 電 箆 大 阪 ( 458) 3628番

支 底 ・笛雰銃rr 傾向・京占1I ・天 理 ・川西・神戸

O K U J U  
ス，、ースクリエイター

自 箆VJ!::.&1ffffi 容もた島む妥三留錫拶窃@

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネルシステム天弁・間仕切

相主社オクジュー

本 社

大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目3番7号 干530

TEL (06l312-4131 FAX(06)312-7998 

東京・九州備兵名古屋・仙台・宮崎ー京邸

⑧筆融通楢疎式会粧

役 社 長 依 藤 孝 行
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Ci f PPT 3舎町震房副. ，.

⑨日本管工業株式会社

設計並施工

E ・E ・・E ・_ . 司 : 1: 11 唖: .

､ ・ｾ .. ・.，.，.

③白玉掛主主融持

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 苦手 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大阪市北区天渦1-5-20 電 話 (06) 352- 3501刊

津 市 栄 町 2 - 1  1 1 電 話 (0592) 26- 361()({-Ij 

四 日 市 市 西 末 広 岡T 電 話 (0593) 53- 7431刊

大津市中央2丁目 4- 28 電 話 (0775) 22- 973以内

大 阪 支 庖

三 重 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術手d たぬ

士

本 社 大阪市北区中之島 3- 2- 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185( 代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092(771) 6168 

貴本山代表取締役

、イ

.t 

本 社 / 〒 聞 大 阪 市 北 区 角 田 町 ト ! I寮闘ピル} 乙常設診 〆

lfL 06(313) 1101 6111919 
良轟轟圭-義雲霊

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

語I
Ul J  

，四司r

工

裕

岡

敏

計

一

一

一

井

品
叉

・・

事

一

厄

i

工

島

Z

桁

気

者

U

河

電

織

的

。
支社長

大阪市中央区南施橋4丁目 3番 7号 電話 大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内・新宿 ・神奈川・東関東・中部 ・九州

大 阪市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  (掌 ビl レ5 1l 皆)

屯 話 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  1( 代 )

来 京都 中央 区 日本橋茅 場開T 2丁目 1 7番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代 )

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

后

本

支

営 業所

電気 股備 ・計義制 御段備・ 空飼t量備・ ク リーンルーム段備 ・プラン ト訟備

給排水衛 生股備 ・エネルギ ー集中監視 システム ・E宣骨十施工

三宝電機械式会社

取締役社 iと が 納 秀 一

F
，
，

F

市

・
・
町
内
‘

.

H

H

d

F

U

仙

革 担 干5却丈阪市北区直玉置12-6- 8狙ピル) TEL  (I; (364)lQ1. FAX 冊。倒) 昆お

里京貰担刊白買) ; 11¥理区斬霞 ー16<ニュー輔圃ピM TEL国償制)0131.FAX 閃(5似)0268

名古車豆活 干461 名古車市北E 童割日ー11- 14 TEL目立(9剖)5131・FAX飽 (914)7535

陣 戸 豆 ｅ 干 ＶＵＷ 陣戸市 量 区岩 隼 凋 Ｑ ＭＱｾＨ 工 ピ スピ ｊ レＩ TELO渇(側 )5571.FAX078(朋)6161

層研究所有田大飯府締官三宝町t T3田 TELOn1<V別J HAXOn1(17)1制

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水・衛生股備

空貴闘和

工調・配菅

木県彊

コージェネ レー ション

クリ ーンルーム

・プラン ト

プラ ン ト針甚

システふエ ンジニア リング

ー ' 必n. テ11イf Of l :J l f _ ー

世ｾミ ｾｉ，

φ 住 友電設 株 式 会 社 2222Z12 設 官 臨 む12jgj ぷ:!;T

- 情線 通f首位備

情・通情ネ ットワーク

情岨畠思

通情システム

融過システム

・電力孤 且 般 備

畳宜電

架空送配電

地中退配電

官織種 目股肘・施工・監理

・電気段 備

畳宜電 ・幹蝿

勘力 ・削掴轟置

電話、融送、インターホ ン

防把、防虫

中灸監領制圃

システム肘後

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 06( 792) 585R F A X06(792)  2810  

大 阪 市 丙 区 西 本 町 l 町 13の33

TEL. 06-532-0 461 ( 代必)

FAX. 06-535-5 181 

天 耳 童 市 丹 i良 市 新 町 4 9  

ｾＡ＠本

⑪絞 'U特業通告

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ｟ｉｾ＠

日本電植株式会社

天理営業所

あ 干:

勺 ・T 叩

ゆ こーさ

λ 一ー 版 フ

辺門事骨t

似 4 -i 量 ク

工l i L 区 ス

Z株主主

制式E 7 7
，;火 ，、 ニ ム L

は云 *晶画

社 三一五
百 号六四
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

圃・・・・・・・・・・・・・・・圃l
| コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 I  

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 I  

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:二士!?)(株)訓 O: J : J !]O:

株 式 会 社 王 ヌ I ム ピ 一

線 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 : J I ! 京冊港区六本本 3 16  - 26 

大阪支庖 . 大阪市中央区北浜3-2 23( 1 ) 1 愛ピル)

T  E  L06-202 3294 

1111闘
場

一

ニ

工

第

第

。 ＮＮ＾Ｑ｟ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1あ多Y ヤ，- '"'..J-d(み

目0/'.' イチ11ーシート P

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 問 干 代 田 区 制 約 汀 目1轟2曹{干畑ピル)

デンカC S Aファミリー製品

- Tニ.I DC S A ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ ｊｮ 司 ｨ ーデ ＧＮｊ Ｇｊｾ Ｈ持 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニJ nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・寄与nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土産

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在 ＧＨｾ Ｈ ＰＷＷＳ Ｉ 7 6 - 0 1 3 3  

A

会式株業
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 店

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物3羊光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  TE L 大 阪
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8 P8 CB d巴si gn school  8月

大阪ガスインテリアデザインスクールの 8 月開講ゼミ

の講師は、大阪大学脚対動日藤慰見氏。「都市と )IIJ と

題して、 )11の魅力を最大限に活用する都市開発のあり

方、都市景観について考える。

募集定員 30名( 定員になり次第締め切り )

受講費用 35，000円( 再受講は 30，000円)

テーマ ① Ｘ 月 ＱＹ 日 幽 ＱＸＺＳＰｾＲＰＺＵＰ

「埋め立て都市から水絹都市へj

② 9 月 3 日仕) ＱＴ 目 ＰＰ ｾ ＱＶ Ｚ 20 

「水都大阪の発掘J

③ 9 月 16 日ω 18: ＳＰｾＲＰ 目 ＵＰ

「世界のリバーフロン卜」

④ Ｙ 月 ＳＰ 日 ω ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ ・ ＵＰ

r 80年代のウォーターフロン卜開発」

⑤ 10 月 7 日幽 ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ :  50 

「大阪のリバーフ ロント未来像J

会 場大阪ガスインテリアデザインスクール

( 大飯市中央区備後町3- 6- 14 備後町オー

クピル 6 F  T E L 06- 262- 4089)  

〈エリ ック ・サティの家〉をテーマにした第 4 固コン

べでは 5 月の審査( 審査委員長 : 出江寛氏) の結果、

第 4回工ス・パイ・工ル住宅設計コンペの入賞決まる

目日目目 回目。E目。回 目白日目白

応募作品703点の中から大賞| 点、審査員賞 6 点、佳作

12点を選んだ。これらの入賞作品は、 Ｗ 月ｼ日 ｾＱＷ 日

には東京のエス ・パイ ・エルスマイリングプラザで展

示されたあと、大阪のエス ・パイ ・エルスマイリ ング

プラザ( 大阪市北区ヰ毎回、大阪駅前第 3 ビル2C陪) で

Ｗ 月 ＲＳ 日 仕ト Ｘ 月 Ｗ 日 Ｈ Ｘ Ｉ ＱＰ 時 ｾＱＸ 時Ｈ水曜日休館Ｉに

展示中である。入場無料。

• 
大賞に選ばれた主案と、近藤案が最後の審査で 3対 3

て大きくもめたが、表現の面白さで王氏に決まった。

この案がサティの音楽的思想( 美学) に必ずしもかな

っているとは思えないが、楽譜のもつ図形を建築化す

ることで近議案よりも諦見において面白く花があって

〉夫まった一審査檎評より抜粋ー

第 4 固エス・パイ・エル住宅設計コンベ〈エリック・サティの稼〉

大賞 王 均( 東京大学生産技術研究所 31愈)
n: r D7 UWI ' ! E " %J '  

テトカッパー防水
奥山化工業械式さ社

資料をご- * 下さい。

本 社東京都中央区銀座8-4-9 奥山ビル TEL03( 3571)2703側 FAX03(3571 )0264 

大阪事務所 TEL06(391)1081 - 2FAX 06(395)2109 名古屋出彊所 TEL052(811)3660 

情浜宮聾所 TEL045(320) 4832 同 岡 崎 (320)4765 庫 本 出 現 所 TELO叫2(21)1  761 FAX0462 (23). 1341  

カツパー防水帯 ーコーパータイトオクロン防柑 I

埼玉富里所 TEL048(774)2845 玉 城 出 彊 所 TEL0292(28)0878FA叩292(28)2614

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

τ ｾｾ ｙ ｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2- 10( T SビJ レ)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イて)

・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 鯵向/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 他全国主要都市
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坑2

・f 問 無P艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一枚一枚がまるでや意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2-3-7 梅新第一生命ビル東館東陶機器附 大阪支社までご請求ください。窓口6( 364) 1181
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MATE悶ALCONSTRUCTION 

三年足シャッター工業株式会社

本社 干163-04 東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ピル44踏 fi 03 (3346)  3011 

関西ピル謹材事業部 干532 大阪市淀川区宮原4-4-50 真和ビJ レ fi 06(396) 6811

事量るち 03379-7  


